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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　勅ちよく命めい







　　　　１




　エベルシアと呼よばれる大陸の中央に、プロペティアと呼ばれる大だい帝てい国こくがある。

　その広大な領りよう地ち故ゆえ、東西南北いずれも複ふく数すうの国と国こつ境きようを接せつしていたが、その国力は強大で民たみは富とみ栄え、兵は勇ゆう猛もうを以もつて名を知られ、大陸の中心に確かつ固こたる繁はん栄えいを築きずいていた。

　プロペティアの軍隊は、四軍ぐん団だん、一騎き士し団だんによって構こう成せいされている。

　東方方面軍。南方方面軍。西方方面軍。北方方面軍。中央騎士団。以上が、大まかな帝国軍の全ぜん容ようだ。

　各方面軍は四天王と呼ばれる将しよう軍ぐん達によって率ひきいられ、一軍団のみで他国と戦争が出来るほどの戦力を有する。また中央騎士団は帝国軍最大、最強の精せい鋭えい部隊であり、その騎士団長は帝国全軍を司つかさどる大将軍でもある。

　一方、帝国の国こく政せいは、五つの勢せい力りよくから統とう治ち運うん営えいされている。

　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん、軍部、内ない務む省しよう、外務省、帝国情じよう報ほう局きよくの、五つの勢力だ。

　プロペティア帝国は官かん僚りよう制せいを布しいていて、有力貴き族ぞくは国政に参加できない仕組みになっている。大貴族は封ほう建けん的てきな領地を与あたえられる代だい償しようとして、国政には一いつ切さい口出しを許ゆるされない。国政に参加するには、貴族平民を問わず、各勢力が独どく自じに出題する官僚試験を受け合ごう格かくするしかないのだが、大貴族はこの官僚試験そのものを受けることが許されないのだ。

　この様に、官僚制による実力主しゆ義ぎをとっている帝国ではあるが、官僚試験を合格した後もそうかと言えば、それは各勢力によって隔へだたりがある。

　合格後も実力主義を貫つらぬくのは、宮廷魔術師団と、帝国情報局の二つ。

　宮廷魔術師団は、純じゆん粋すいに知力と魔力が求められる傾けい向こうが強い。現げん、筆頭宮廷魔術師であるゼラーエフ師しも平民出身である。

　一方、帝国情報局は、その組そ織しきのあり方から完全実力主義である。

　組織の長である情報局局長は、代々官位と共に貴族の称号も譲じよう渡とするシステムをとっており、現情報局局長アルバート・ゲイツも平民出身の貴族である。

　それに対して内務省、外務省の両省は、貴族であることを重じゆう要よう視しする傾向が強い。

　両省とも優ゆう秀しゆうな人材は喉のどから手が出るほど欲ほしく、故に平民の出世の道が閉とざされているわけではないが、どのように優秀な人物であっても次官止まりである。これは両省が単に貴族社会に毒されているからではなく、職しよく務む上じようやむを得ない処しよ置ちだからである。

　内務省は帝国内の大貴族、外務省は帝国外の諸しよ王国と交こう渉しようを行うことが、その大きな使命としてある。この様な相手と交渉する場合、交渉団のトップは、やはり貴族であることが望ましい。貴族であることに誇ほこりを持つ国内の大貴族や他国の王家などは、帝国の官僚制を快こころよく思っておらぬか、もしくは理り解かいしておらず、平民出の高級官僚では、場合によっては会ってもらえないことすらあった。故に両省とも、長と付く役職は全すべて貴族出身者で占しめられている。

　この傾向は内務省より外務省の方が強く、内務省ではまれに、平民に対する仕事をする役職の長に平民出身の官僚が就つくことがある。

　残る一つの勢力、軍部は少し変わっている。

　元々帝国軍は完全実力主義で、その力を持って諸外国を征せい服ふくしていき、今日の帝国の繁栄を築き上げたという歴史がある。その歴史故、今日の帝国の行政も実力主義が浸しん透とうしているのだ。その軍部の伝統は今も脈々と受け継つがれているのだが、中央騎士団長をはじめ四天王は皆みな大貴族の称号を持っている。これは戦いくさの際さいに、将軍達が大貴族にも命令できるようにとの配はい慮りよから付けられた形だけの称号なのだが、平時である今こん日にちでは、少々意味合いが異ことなって来ている。どうも貴族の称号が横行し、貴族であることが出世の前ぜん提てい条じよう件けんであるような風ふう潮ちようが生まれて来つつあるのだ。

　もっとも、帝国軍関係者は皆口を揃そろえて、「今だけさ」と言う。いざ有事が起こればその様な風潮は吹ふき飛び、もとの実力主義に戻もどるであろうと、誰だれも疑うたがわない。そして今こそ小しよう康こう状じよう態たいを保たもってはいるが、いずれ戦争が勃ぼつ発ぱつするであろうと誰もが信じている。それも、そう遠くない将来に。

　もちろん侵しん略りやく戦争。大陸を統一するための戦争だ。

　その時こそ出世のチャンスであると、彼等らは日々牙きばを磨みがき、一日千秋の思いでその日が来るのを待ち望んでいるのだ。

　……物ぶつ騒そうな話である。

　プロペティア帝国は貴族制と官僚制という二つの制度でもって統治されていて、その上に絶ぜつ対たい権けん力りよく者しやとしての皇こう帝てい陛へい下かが鎮ちん座ざする形を執とっている。

　大貴族は領地を運営し、経けい済ざい的てきに裕ゆう福ふくであり、軍隊を組織していて力はあるが国政に参加できない。一方官僚組織の方は領地を持たず、国家からの給きゆう与よという形で生計を立て経済的に豊ゆたかであるとは言えないが、皇帝陛下の絶対権力を背はい景けいにその政治権力を振ふるう。

　圧あつ倒とう的軍事力と繁栄を誇るプロペティア帝国だが、皇帝の絶対的権力を背景とした微び妙みようなバランスで成り立っており、それ故皇帝の命令は絶対だった。そうでなければ国家のバランスそのものが崩ほう壊かいしてしまう。

　この様なプロペティア帝国独特の事情を背景に、その事件は起こった。

　時は、帝てい国こく暦６３７年。

　時の皇帝オーウェル二世は、真ま面じ目めな青年だった。

　政せい務むは真面目に取り組み、人の話もよく聞く。これまでわがままを言って家臣を困こまらせたこともなく、賢帝とまでは言えないまでも、決して愚ぐ帝ていではなかった。

　家臣達の心配の種は、少々真面目すぎる事。

　酒は飲めない。タバコは吸すわない。女も抱だかず、男など、以もつての外。これといった趣しゆ味みもなく、日々政務に明け暮くれる毎日。これでは精せい神しんが参ってしまう……そう考えた文官の一人が、ある日皇帝に進言した。

「陛下、こう政務毎日では、心が疲つかれてしまいます。どうです、釣つりなどを趣味に持たれては。私め、少々その方面に心得がございます。陛下がお望みにならせられますならば、不ふ肖しよう私めが、陛下を良き釣り場へと案内いたしましょう」

　その発言に、オーウェル二世はしばし沈ちん黙もくする。

「ふむ……悪くない考えだ。だが釣りの楽しみは、日がな一日釣り糸を垂たらし、何も考えずに過すごすことにあると聞く。一日やそこらなら良いかもしれんが、朕ちんがその様な趣味を持ってしまい、それに没ぼつ頭とうしてしまうと、政務にも支し障しようをきたそう。悪くない考えだが、遠慮いたすとしよう」

「左様でございますか」

　皇帝の生真面目な回答に小さくため息を吐つくその文官に代わり、別の武ぶ官かんが進言した。

「ならばどうです、武芸などを稽けい古こなされては。亡なき先帝も、毎日弓の稽古に励はげんでおられたと聞きます。それならば、政務に支障をきたすこともありますまい」

　それに対し、皇帝は苦く笑しようを浮うかべる。

「あいにく朕は、亡き先帝のように体が丈じよう夫ぶではない。武芸の稽古などをした日には、疲れ果ててしまい、それこそ政務が出来なくなろう」

　そう答える皇帝に、また別の文官が進言する。

「ならばどうでしょう、食に趣味を持たれては。陛下はこれまで亡き先帝の教えに従したがい、質しつ素そな食事を召めし上がってまいられました。されど、食に趣味を持たれる事で英気を養われ、これまで以上に政務に励み、良き御政道を御お布しきなさいますなら、亡き先帝にも御ご納なつ得とくしていただけるものと愚考いたします」

「ふむ、食か……」

　その文官の言葉に、皇帝は考え込んだ。

「それは良き考えにございます。どのみち食は摂とらねばならぬもの、なれば、そこに趣味を見出したとしても、御政道に差し支つかえることもございますまい」

「如い何かにも。なおかつ、量ではなく質を求め遊ばれますならば、民たみにも負ふ担たんはかかりますまい」

　他の家臣達も、その意見に賛さん同どうした。

「ふむ、ならば、そち達の意見どおりにいたしてみよう」

　笑え顔がおを浮かべた皇帝に、家臣達は安あん堵どした。

　元々真面目すぎる皇帝だったのだから、一つくらい趣味を持ったところで政務に差し支えはないだろう。それにたとえ趣味に凝こってしまい食事が贅ぜい沢たくになったとしても、強大な帝国の財政を持ってすれば、皇帝一人の贅沢ぐらいどうとでもなる。家臣達はそう判はん断だんし、胸むねをなで下ろした。

　実じつ際さい家臣達のその判断は、決して間ま違ちがいではなかった。この件けんは、これで全すべて丸く収おさまるはずだったのだ。皇帝に気に入られようという下心を持った一人の文官の、その一言がなければ……。

「陛下、食と言えばやはり珍ちん味み。しかも、大陸に唯ゆい一いつ無二の陛下が食されるのですから、やはり大陸でいまだ誰も食したことのない物を食されるべきでございましょう」

　後に、重臣達によってボコボコにされる運命にあるその文官の一言に、皇帝は考え込んでしまった。

　意外な事の成り行きを見守る家臣達の中で、皇帝オーウェル二世は、自分の思い付きに満足したような笑顔を見せる。

「そうだ。大陸広しと言えども、竜りゆうを食した者は居おるまい」

　皇帝の突とつ飛ぴな思い付きに青ざめる家臣達の中で、さっきとは別の文官が、皇帝の言葉に追つい従しようした。

「それはよい思い付きにございます。されど、その辺にいる野の良らドラゴンでは、どこぞの不心得者が先に食しておるやもしれませぬ。更さらに、大陸に唯ただ一人であらせられる皇帝陛下が野良ドラゴンなどという下げ卑びた物を食されては、その威い信しんに傷きずが付きます。ここはやはり、知ち恵え有る龍を食されるべきかと存ぞんじます」

　後に、重臣達によって島送りにされる運命にあるその文官の言葉に、皇帝オーウェル二世は素す直なおに頷いた。

「それは良き考えだ」

　一いつ瞬しゆんの沈黙の後、

「お待ち下され陛下！」

「現げん在ざい大陸で確かく認にんされている知恵有る龍は、白はく嶺れい山脈に住まう、紅こう龍りゆうヴェルフェルのみでございます！」

「かの龍は、時の皇こう帝ていフレデリック一世が、多大な犠ぎ牲せいの後、相そう互ご不ふ可か侵しん条じよう約やくを結んだという、曰いわく付きの龍でございます！」

「かの龍に関かかわるのは、得とく策さくではございませぬ！」

「どうか、ご再さい考こうを！」

　顔を青ざめさせ、次々に異いを唱える家臣達に、それまで笑っていた皇こう帝ていオーウェル二世の表情が、不ふ機き嫌げんなものに変わる。

「朕の思い付きが、誤あやまりだと申すのか……？」

「そうではございませぬ。そうではございませぬが……」

　何とか言いくるめようとした筆頭書記官のライナスに、オーウェル二世は静かな声で話しかけた。

「ライナスよ、朕はこれまでそち達に、わがままを言ったことがあるか？」

「……ございませぬ」

「朕はこれまで、家臣達の言葉に良く耳を傾かたむけよという、亡なき先帝のお言葉を守ってきたつもりだ。それだけではない。政せい務むにも励はげみ、一いつ切さいの努力を怠おこたらなかったつもりだ」

「は、その事は、家臣一同、よく承しよう知ちしております」

「今回の事は、そもそもそち達の発案だったはずだ。なればこそ、朕も一つ楽しみを持ってみようと思うたのだ」

「まことに、ごもっとも」

「朕は、朕が申しておることが、朕のわがままであることを承知しておる。その上で、ライナスよ、そちに問う。朕は何者だ？」

「エベルシア大陸を統すべる大帝国、プロペティアの皇帝、オーウェル二世陛へい下かにあらせられます」

「その朕の唯一のわがままを、そち等は聞き入れることが出来ぬと、そう申すのだな？」

「陛下、お聞き下さいませ！　陛下の仰おつしやりたいこと、我われら家臣一同その身に染しみ入りてございまする！　されど……」

「くどい！」

　オーウェル二世は、ライナスの言葉を、机つくえに手を叩たたき付けて遮さえぎった。

「朕はもう決めたのだ！　一度決めたことが実行できずして、何の皇帝か！」

　家臣達の心配は的中していた。皇帝オーウェル二世は、その真ま面じ目めすぎる性せい格かく故ゆえに心身共に疲つかれ果てていたのだ。だが、家臣達の言葉でようやく一つ楽しみが持てるようになる……そう喜んだ矢先、その楽しみを邪じや魔ましようとするかのような家臣達に、怒いかりが込み上げた。その怒りに、これまで積もり積もった不満が重なり、爆ばく発はつしたのだ。

「朕の食しよく卓たくに、かの知恵有る龍を材料にした料理を持って参れ！　これは勅ちよく命めいである！」

「ははー！」

　オーウェル二世の命令に、家臣一同平へい伏ふくした。

　かくして、事じ態たいは急きゆう展てん開かいを迎むかえる。




　　　　２




　皇帝の勅命が出てから十日が過すぎた頃ころ、ルグザーク大宮きゆう殿でんの会議室で、重大な会議が開かれようとしていた。

　玉ぎよく座ざに座すわった皇帝オーウェル二世の前に集まったのは、筆頭宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しゼラーエフ師。中央騎き士し団だん長ちようエセルバート・クロイツ。内ない務む省しよう長官ハロルド・ブレッセン。外務省長官ゲイリー・カーター。帝国情じよう報ほう局きよく局長アルバート・ゲイツ。……いずれも、帝国を運うん営えい管理する五勢せい力りよくを代表する、五大たい老ろうと呼よばれる帝国の重じゆう鎮ちん達である。

　これに皇帝の側近を代表して、筆頭書記官ライナスが加わる。即すなわち、帝国の最高意思決定機関である『御ご前ぜん会議』が、今まさに始まろうとしていた。

「皆みなの者、大たい儀ぎである。会議を始めよ」

　皇帝オーウェル二世の言葉に、重鎮達を代表して、筆頭宮廷魔術師ゼラーエフ師が発言した。

「帝みかどの勅命は絶ぜつ対たいにございますれば、我われら五大老、帝の詔みことのりの重さを重々受け止め、誠せい意いを持って応こたえる所しよ存ぞんにございます」

『いかにも』

　ゼラーエフ師の言葉に、他の四人が頷うなずいた。

　皇帝の勅命が絶対と言っている割わりに、この会議が開かれるまで十日もの時間を要したのには、それなりに訳わけがある。

　皇帝の勅命を受けた筆頭書記官ライナスは、他の側近達と協議の末、大陸一の名料理人と云いわれる、リュウ・ロンファンを召めしだした。

　これは、御前会議が開かれる前の、ライナス等側近達とリュウ・ロンファンとの会見の模も様ようである。

「リュウ・ロンファン。そなた、知ち恵え有る龍りゆうの肉を使い、料理を作ることは可か能のうか」

　皇帝の勅命から二日後。宮殿に現あらわれたリュウ・ロンファンを前に、側近達を代表して、筆頭書記官ライナスは率そつ直ちよくに訊たずねた。

　その率直な問いに対し、リュウ・ロンファンはこう答えた。

「不可能ではございませぬ。されど、困こん難なんにございます」

「その言の真意は」

「知恵有る龍をしとめることの困難さ。それは、ここに居おられる方々も重々承しよう知ちの事と思いまする故、敢あえて言げん及きゆういたしませぬ。されば、敢えて今ここに、知恵有る龍の肉が有ると仮か定ていして話を進めさせていただきます」

　リュウ・ロンファンは、そう前置きして言葉を続けた。

「かの龍、鱗うろこは堅く、その肉、鋼はがねをも弾はじくと言います。その龍の肉を料理するのに、並なみの刃は物ものでは歯が立ちませぬ。この帝てい国こくの、名工達の傑けつ作さくで有れば、かの龍に傷きずを付けること出来ましょう。かの龍の肉を解かい体たいするに、充じゆう分ぶんかもしれませぬ。されど、料理するとなれば明らかに不足。料理するためには、切れなければなりませぬ。更さらに良き料理を作るためには、かの龍の肉を、たやすく切れるほどの切れ味が必要にございます。そこまでの切れ味を持った刃物といえば、かの伝説の剣けん、エーデルハントを置いて他にございませぬ」

「何と！　かの神剣エーデルハントを、料理に使うと申すのか！」

「それだけにはございませぬ。料理に使うとなれば、剣のままではやはり不都合。料理に使うは包丁であること、古今東西不変の理ことわりにございますれば、かの剣を包丁に加工し直す必要がございまする」

「な、何ということだ……」

　そう呻うめいて側近の一人が倒たおれ、小こ姓しよう達が慌あわててその側近を別の部屋に運んで行く。

　かつて魔ま王おうが世界を席せつ巻けんしたとき、神が人間に渡わたしたとされる神剣エーデルハント。歴史上魔王が世界を席巻したという記録は残されておらず、何ど処こまで真実か判わからないが、それでもその剣を包丁に変えねばならぬという事実に、側近達は少なからぬ衝しよう撃げきを受けた。

「更に」

　だが、リュウ・ロンファンの言葉は、それで終わりではなかった。

「それほどの切れ味を秘ひめた包丁を受け止めるまな板も、普ふ通つうの代しろ物ものでは不足。肉を切る度たびにまな板まで切れていたのでは料理になりませぬ。されば、伝説の剣を受け止めるまな板は、伝説の盾たて、ルブラードの盾を加工して作るより他にございませぬ」

「何と！」

「かつて、邪じや神しんの進入を防ふせぐために使ったとされる、ルブラードの盾を……」

「よりによって、まな板……」

「う～ん……」

　またしても一人、側近が倒れた。

「問題はそれで終わりではありません」

「まだあるのか……」

　げっそりとして呟つぶやく筆頭書記官ライナスを尻しり目めに、リュウ・ロンファンは言葉を続ける。

「竜の肉には、人体に有害な物が含ふくまれており、そのまま食すること出来ませぬ。故ゆえに、火にて煮に込こむ必要がありますが、元々竜は、耐たい火か能のう力りよくに秀でた種族。その種族の頂ちよう点てんに位置するとも言うべき知恵有る龍は、死してもなお火に対して強い耐たい久きゆう性せいを有します。その龍の肉を煮込むのなら、始し源げんの火と言われる、プロミネンスの炎ほのおから取り出したる火を種火とする必要があります」

「何たる事を！」

「大地の守しゆ護ご者しやたるドワーフ族が守護する、あのプロミネンスの炎を！」

「されどドワーフ族は、あの炎には、何人たりとも近づけぬと言う」

「どうやって、あの炎を手に入れよと言うのだ！」

　いきり立った側近に、リュウ・ロンファンはボソリと呟く。

「……奪うばうより、手はありますまい」

「ド、ドワーフ族を、敵てきに回してしまう……」

　数人の側近が、パタパタと倒れた。

「更に……」

「まだ有るのか！」

「首しゆ尾び良くプロミネンスの炎から火を取り出し、種火を手に入れたとしても、それを普通の薪まきに移うつしては、その聖せいなる炎の効こう力りよくが弱まってしまいます。それでは本末転てん倒とう、意味がない。この聖なる炎を移す薪には、始源の木と呼ばれる、世せ界かい樹じゆの木より取り出したる薪が必要にございます」

「エルフ族が、絶ぜつ対たい、どんな事があっても人間を近づけない、世界樹の木！」

「ま、まさかそれも……」

「……奪うより、手はありますまい」

「う～ん……」

　パタ、パタ、パタ

「そうやって火を点つけたとして、そのあまりの火力に、普通の鍋なべでは役に立ちませぬ。龍の肉を煮込むために必要な鍋は、かつて神龍グレンファールの炎に耐えきったと言われるミューザの鎧よろいを加工して、鍋にするよりないでしょう」

「あ、あれは、ファーレン神聖王国の国こく宝ほう……」

　パタ、パタ

「他にも、煮込むために使う水はルーレン湖の聖なる水でなければならないとか、必要な物を上げればきりはありませぬが、今言った事の困こん難なんに比くらべれば、どうとでもなること。それらの物を用意していただけますれば、不ふ肖しようこのリュウ・ロンファン、見事、知ち恵え有る龍りゆうの肉を料理してご覧らんに入れましょう」

　リュウ・ロンファンは、側近達の中で唯ゆい一いつ倒れずに残っている、筆頭書記官ライナスにそう宣せん言げんした。

「紅龍ヴェルフェルを倒すにも多くの犠ぎ牲せい者しやを出すであろうに、更にこの様な……」

　そう呟つぶやき、最後に残ったライナスも倒れてしまい、その日の謁えつ見けんは終しゆう了りようする。

　倒れた側近達が復ふつ活かつするのに一日を要するほど、彼等の受けた衝撃は大きかった。

「各おの々おの方がた、これはただならぬ事じ態たいですぞ！」

「この様な事を実行しては、帝てい国こくの屋や台たい骨ぼねが軋きしみかねない！」

「それだけならまだ良いが、下手をすれば、亡ぼう国こくの原げん因いんにもなりかねない！」

「しかし、陛へい下かが一度出された詔みことのりを覆くつがえしては、陛下の威い信しんに関かかわる」

「それはそれで、大問題だ」

「とにかく、この様な国家の一大事、我われ々われだけで決するには、少々問題が大きすぎる」

「左様。ここは一つ、五大老の方々に、知ち恵えをお借りせねばなるまい」

「それが良き考えでござろう」

「では、善ぜんは急げだ」

　何が善かは良く判わからないが、とにかくこの重大問題は、帝てい国こくの重じゆう鎮ちん五大老に押おし付けられた。

　問題を押し付けられた五大老は、勅ちよく命めいが出されてから五日目、帝都のとある有名ホテルの一室に、秘ひ密みつ裏りに会合の席を持った。もちろん、非ひ公こう式しきの会合である。

「皆みなの者、この国家存そん亡ぼうの大問題、儂わし等らが逃にげ出すわけには参らぬぞ」

　筆頭宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しであるゼラーエフ師が、その会合で最初に発言した。

「儂等がこの問題から目をそらせば、この問題は棚たな上あげにされる。されど、それでは陛下の威信に傷きずが付く」

『いかにも』

　ゼラーエフ師の言葉に、全員が頷うなずく。

「しかし、この度たびの勅命。少々厄やつ介かいですな」

　外がい務む省しよう長官ゲイリー・カーターが、ゼラーエフ師の後に発言する。

「いかに帝国の国力強大にして、その軍強兵といえども、エルフ族にドワーフ族、ファーレン神聖王国を同時に敵てきに回しては、負けはせぬまでも、苦しい戦いを強しいられることになる。更さらに紅龍ヴェルフェルを相手にするとなると、この機をチャンスと、他の諸しよ王国が動き出す恐おそれがある。さすがにそうなれば、勝敗の判わからぬ戦いくさとなってしまいましょう」

「気き遣づかいは要らぬぞカーター殿どの。いかに我わが軍強大といえど、それだけの相手に勝利を得ることなど、奇き跡せきに近かろう」

　カーターの言葉に、中央騎き士し団だん長ちようエセルバート・クロイツが苦く笑しようを浮うかべる。

「四天王率ひきいる各方面軍と、我が中央騎士団は無敗の軍。されど、それだけの数を相手にするには、どうしても貴き族ぞく共の軍をも動員せねばならぬ。しかしその兵は、主力軍と比くらべるべくもなく、その上、貴族共が、我われ々われ将しよう軍ぐん達の言うことを、素す直なおに聞くという保ほ証しようもない。その様な状じよう況きようで勝てると吠ほえるほど、儂も傲ごう慢まんではない」

「将軍が、その様に認にん識しきされておられるのなら話は早い」

　カーターはクロイツに一礼し、

「我ら外務省は、その様な状況に陥おちいらないために、日夜努力を重ねてきたのです。されどこたびの勅命は、その我らの努力を無に帰してしまう危き険けん性せいをはらんでいます」

『いかにも』

　カーターの言葉に、他の四人が頷く。

「されど、陛下の勅命をないがしろにする訳わけにもまいりますまい。陛下の勅命は、絶ぜつ対たいでなければならないのです」

　内務省長官ハロルド・ブレッセンが発言した。

「陛下の威信に傷が付くことは対外的よりも、むしろ国内的に問題が大きい。皆も承しよう知ちしておられるとおり、我々官かん僚りようが大貴族を押さえているのは陛下の絶対的権けん力りよくに負うところが大きいのです。もし、陛下の威信に揺ゆらぎでも見えようものなら、現げん体たい制せいに不満を持つ大貴族達に、不ふ穏おんな動きが現あらわれないとも限かぎりませぬ。更に、我々官僚が、陛下をないがしろにしているなどと、大貴族達に動く口実を与あたえることは、決して得とく策さくではありませぬ」

『まさしく』

　ブレッセンの言葉に、他の四人が頷く。

「内ない憂ゆう外がい患かんとはこの事か。それにしても、強大な力を誇ほこる我らが帝国が、まさかこの様な事で揺るがされようとはな。帝国、いまだ盤ばん石じやく成ならずということか……」

「何を申されるかクロイツ殿どの。民たみ、活力に溢あふれ、兵、剛強にして勇ゆう猛もう。されど、帝国を支ささえるのは、それだけではあるまい」

　ゼラーエフ師が、静かに言葉を紡つむぐ。

「儂等五大老の知恵も又、まさしく帝国を支えておるのじゃ。こたびの国難、儂等の知恵を持ってして、見事乗り越こえて見せようぞ」

「そうは言われるがゼラーエフ師よ、この国難に、いかなる知を持ってして挑いどもうとお考えか？」

「その事について、私から、皆に提てい案あんがあります」

　クロイツの質しつ問もんに発言したのは、帝てい国こく情じよう報ほう局きよく局長アルバート・ゲイツだった。

「その提案の前に皆に認にん識しきしていただきたいことは、皇こう帝てい陛へい下かが、真に龍りゆうの肉を食したいと望まれているわけではないと言うことです」

「それは、どういう事ですかなゲイツ殿」

「皇帝陛下はまだお若わかい。先帝が亡なくなられてから帝位をお継つぎになられ、亡き先帝の教えに従したがい、これまで政せい務むに励はげんでこられた。されど、先帝の教えに従うが故ゆえに、絶対権力者としての、皇帝の権力を振ふるわれたことがないのです」

「それは、そうかもしれぬ」

　そう呟つぶやくクロイツに、ゲイツは頷く。

「陛下は、密ひそかに心配しておられたのだと思います。いざ命令を出したときに、家臣達が自分の言うことを聞いてくれるのか、と……それ故、自分の発案に家臣が反対したとき、怒いかりが込み上げたのでしょう。今回の事じ態たいは、陛下の不満が爆ばく発はつなされた、一時的なものが原げん因いん。されど、ここに至いたっても陛下が前言を撤てつ回かいなされぬのは、陛下の勅命に狼狽うろたえる家臣の姿すがたを見て楽しまれていると共に、自分の権力を確かく認にんして、安心なされているからです。されば、我らはその陛下の御み心こころに即した対応を執とるべきと心得ます」

「そうは申しても、国を危あやうくすることは出来ぬぞ」

　そのブレッセンの言葉に、ゲイツは頷く。

「無む論ろん。その様なことは、陛下の御心にかなうことではございますまい。陛下のお望みは、我ら家臣が陛下のお言葉に誠せい意いを見せることであって、龍の肉を食することではないのです。これはいわば、陛下より我々家臣に与あたえられた宿題です。我々が、いかに陛下のお言葉に従い、なおかつ事を穏便に収おさめることが出来るか。陛下はその過か程ていを楽しまれておられるのです。先帝が亡くなられてから今日まで、我らは陛下を、帝国の皇帝にふさわしいかどうか試ためしてきました。されど今度は、陛下が我々を試されておられるのです。我々が、帝国の明日を担になうにふさわしい人材であるかどうかを……」

　ゲイツのその言葉に、その一室は重苦しい空気に包まれた。

（若わか造ぞうめ、やりおるわ……）

　ゼラーエフ師しは、心の中で苦く笑しようを浮うかべる。

　ゼラーエフ師の見るところ、皇帝陛下が過程を楽しんでいるというのは事実だろう。少少迷めい惑わくな話ではあるが、若い皇帝が権力に対して興きよう味みを持ち始めたことは間違いない。だがしかし、皇帝が家臣を試しているというのは、全くの作り話だ。

　今の重臣達のほとんどが、前皇帝からの家臣で、若い皇帝を甘あまく見ている傾けい向こうがある。ゲイツは、今回の事を利用して、そんな重臣達の気持ちを引き締しめ、若い皇帝の権力を強めようとしているのだ。

（皇帝に絶対の忠ちゆう誠せいを誓う帝国情報局。そのトップである、アルバート・ゲイツ。確たしか、26歳さいだったな……若いが、かなりの切れ者という噂うわさは本当らしい）

　しかしゼラーエフ師は、そんな事を考えているなどおくびにも出さない。

「それでゲイツ殿は、どのように対たい処しよしようとお考えじゃ？」

　ひょうひょうとした様子で、ゲイツにそう訊たずねた。

（食えない老人だ……俺おれの考えを見み抜ぬいた上で、それに乗ってきたか……）

　ゲイツもまた、内心で苦笑する。

　ゲイツは今回の事を機に、国内の不ふ穏おん分ぶん子しを一いつ掃そうするつもりでいた。

　内ない務む省しよう長官ブレッセンの言葉どおり、威い信しんの問題は国内問題と言っていい。故に、今回の勅ちよく命めいは、失敗しなければならないのだ。

　今回の皇帝陛下のわがままで、皇帝に対して忠誠を誓う者、そうでない者の目星はついた。後は、大貴き族ぞく達だ。どういう形であれ、勅命が失敗に終われば、現げん体たい制せいに不満を持つ大貴族達は動く。それらを一掃すれば、帝国は安あん泰たいなのだ。

　不穏分子を、闇やみから闇へ葬ほうむり去る。この事じ件けんは、そのチャンスだった。

　だからと言って、皇帝の勅命を完全に無む視しするわけにはいかない。そんな事をすれば、若い皇帝は不ふ機き嫌げんになるだろうし、第一、自分達の忠誠を危あやぶまれかねない。故に、皇帝陛下に納なつ得とくしてもらえる形で、失敗しなければならないのだ。

　ゼラーエフ師は、そんなゲイツの考えを読み切った上で、敢あえてそれに乗ってきた。

（帝国一の知者というのは、決して誇こ張ちようではないな……）

　そう考えるゲイツも、全く表情に変化を見せない。

「されば、ここからが私の提案ですが、我々五大老の配下の中から、それぞれ一名ずつ優ゆう秀しゆうな者を選出し、彼等にその使命を任まかせるというのはいかがでしょう。我々が選出する五人の勇者達は、つまり帝国五勢せい力りよくが誇る勇者達。それならば、皇帝陛下にも御納得していただけましょう。無論、その選出は、各おの々おの方がたの思おも惑わくで決めていただくということで……」

「なるほど……」

　ゲイツの言葉に、他の四人が頷うなずいた。

　こうして、様々な思惑が飛び交かう非ひ公こう式しきの会合は終しゆう了りようし、各勢力はその人選に入った。

　そして、勅命が出てから十日後の、御前会議に至るのである。
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「何と、軍隊は派は遣けんせぬと申すのか？」

　筆頭宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しゼラーエフ師の説明に、オーウェル二世は驚おどろきの声を上げた。

「御ぎよ意いにございます。ただ紅こう龍りゆうヴェルフェルを倒たおすだけで済すむのなら、軍隊を派遣いたしますれば事足りましょう。されど今回の使命、それだけで終わるわけではござりませぬ。伝説の剣けんエーデルハント。ルブラードの盾たて。この二つは、大陸のいずれの地に存そん在ざいするのか、その所在すら明らかではございませぬ。更さらに、エルフ族が守しゆ護ごする世せ界かい樹じゆの木、ドワーフ族が守護するプロミネンスの炎ほのお。更に更に、東方のファーレン神しん聖せい王国の国こく宝ほうミューザの鎧よろいを求めるとなれば、これは即すなわち大冒ぼう険けん。この様な大冒険に際さいし、軍隊では役に立たぬは必ひつ定じよう。古いにしえより、冒険は冒険者と申します。故ゆえに、我われら五大老が厳げん選せんした五人の勇者達に、こたびの任にん務むを与あたえるのが適てき切せつであると存じます」

　ゼラーエフ師の説明に、オーウェル二世が頷く。

「なるほど、そちの言うことにも一理有る。それで、その五人の勇者とは？」

「なれば、我が中央騎き士し団だんからは、ロイヤル・ハーツを推すい薦せんいたします！」

　中央騎士団長エセルバート・クロイツが、皇こう帝ていの問いに答えた。

「かの者、我が騎士団一の使い手であり、更に、数年前まで冒険者をいたしておりますれば、必ずや陛へい下かのご期待にそえましょう！」

「ほう、それは頼たのもしい」

　オーウェル二世が、満足そうに頷く。

「我ら内ない務む省しようは、マイルズ・キュベルウィンを推薦いたします」

　次に、内務省長官ハロルド・ブレッセンが答える。

「かの者、内務省職しよく員いんではございませぬが、数々の冒険に参加したベテラン冒険者。必ずや冒険の助けになりましょう」

「なるほど、経けい験けんは、何より重ちよう宝ほうするという」

　また、満足そうに頷くオーウェル二世。

「それでは我ら外務省は、旅の案内人として、探たん究きゆう者しやグレン・フォードを推薦いたします」

　外務省長官ゲイリー・カーターが発言する。

「かの者、かの探究者エーデル・フォードの息子むすこにございますれば、必ずや勇者達の良き道みち標しるべとなってくれましょう」

「何と、あの『マスター・ロード』の息子か。それは期待出来るな」

　満足げに頷く。

「我ら帝てい国こく情じよう報ほう局きよくは、メルフィ・アンブラッドを推薦いたします」

　帝国情報局局長アルバート・ゲイツは、静かにそう告げる。

「メルフィ……女じよ性せいの名だな」

　少し首を傾かしげる皇こう帝ていに、ゲイツは静かに頷く。

「御意。されどその者、今本部に居おる我が配下の中で、一番の使い手にございます」

「なるほど、そうか」

　ゲイツの言葉に、皇帝は納なつ得とくしたように頷いた。

「最後に宮廷魔術師団からは、我が弟で子しラキス・フレーバーを推薦いたしましょう」

「ふむ、また女性か」

「ご安心を陛下。かの者、若わかいながら朱す雀ざくの塔とうの官かん僚りよう試し験けんを首席で通った切れ者にして、良く魔法を修おさめたる秀しゆう才さいでございますれば、不ふ肖しようこのゼラーエフ、自信を持って推薦する者にござります」

「ほう、それはすばらしい」

　ゼラーエフ師の自信に感心して頷き、

「して、そのリーダーは誰だれになる？」

　オーウェル二世は隣となりに控ひかえる筆頭書記官ライナスに訊たずねた。

「宮廷魔術師団に所しよ属ぞくする者は、有事に際して帝国軍大隊の指し揮き権けんを持ちます故、ゼラーエフ師の弟子、ラキス・フレーバー殿どのが適てき任にんかと」

「うむ。ならば、そのラキスとやらに、その証あかしとなる物を、何か与あたえねばなるまいが……さて……」

　オーウェル二世はしばし考え、自分が持っている扇おうぎに気付き、顔を明るくさせる。

「誰ぞ、筆を持て」

　皇帝の言葉に、小こ姓しようが走る。

　皇帝は扇を広げると、小姓が持ってきた筆で、そこに文字を書いた。

『この扇を持つ者の言葉、朕ちんの言葉と心得よ。オーウェル二世』

（げっ！）

　扇を持って、満足そうに頷く皇帝の姿すがたに、誰もが心の中で悲鳴を上げた。

「そ、その様な物、我が不肖の弟で子しには過すぎたる物にございますれば……」

　珍めずらしく狼狽うろたえるゼラーエフ師に、オーウェル二世は意地悪そうな笑えみを浮うかべる。

「謙けん遜そんするな。そなたの自じ慢まんの弟子に、持たせてやるが良い」

「されば、勿もつ体たいなくも、お預あずかりいたします」

「うむ、これで安心だ。その者達に伝えよ、首しゆ尾び良く使命を果たした暁あかつきには、朕と共に食事を摂とる栄えい誉よを与えると！」

「ははー！」

（余よ計けいなことを！）

　内心の叫さけびを嚙かみ殺し、重じゆう鎮ちん達は平へい伏ふくしたのだった。







　第二章　運命に抗あらがい続けし者
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　権力、魔ま力りよく、知ち識しき、富とみ、名声……およそ望みうる全すべてを得られる宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しになることは、魔法を志こころざす者なら誰もが一度は夢ゆめ見みる栄光である。

　宮きゆう殿でんの南方にそびえる朱す雀ざくの塔とう。

　広大な帝てい国こく領りよう内ないの主要都市全てに支し部ぶを配し、総そう勢ぜい８６７２名の魔法使いを擁ようする宮廷魔術師団だんの総本部であるその塔に所属しなければ、その道は永えい久きゆうに開かれない。しかしながらそのためには、15歳さいから開かれるその門戸を25歳で合ごう格かくすれば優ゆう秀しゆうとすら言われるほどの難なん関かんで知られる朱雀の塔の官かん僚りよう試し験けんに合格しなければならない。それでも多くの者が一度は夢に挑いどみ、そして厳きびしい現げん実じつの前に挫ざ折せつを余よ儀ぎなくされる。

　魔術師なだけに、魔力の強さは重要な選考対象である。宮廷魔術師団独どく特とくの呪じゆ文もん詠えい唱しよう法ほうである『言こと霊だま』を操あやつるには、最低でも１５０ポイントの魔力が必要とされ、それ以下の魔力の者は官僚試験を受けることすら許ゆるされない。一いつ般ぱんに魔法使いと呼よばれる人々の魔力が１２０ポイント前後であることを考えると、その前ぜん提てい条じよう件けんで足切りされて涙なみだを飲む者が圧あつ倒とう的てきに多いことがうかがえる。しかもそれは最低条件であり、魔力が強ければ強いほど試験で有利になることは言うまでもない。

　もっとも、純じゆん粋すいに魔力の強さだけで合ごう否ひが判はん断だんされるわけでもなく、知識や教養、独どく創そう力りよくや応おう用よう力りよく、果ては身体能のう力りよくなど様々な能力試験を一週間かけ、合否が決定される。試験は一年に一回。合格者数は平均で10人前後。それだけの困こん難なんを突とつ破ぱして宮廷魔術師団に所属してもなお、彼等らはすぐには宮廷魔術師にはなれないのである。

　現在朱雀の塔に所属する魔法使いは４２６名。その内宮廷魔術師と呼ばれる『師』の称しよう号ごうを持つ者は21名しかいない。

　朱雀の塔の官僚試験を合格した者は、まず『見習い』という階級になる。これは『言霊』を操れるようになるまでの訓練期間であり、通つう常じようこれをマスターするまでに二年ないし三年はかかるとされる。現在35名がこの見習いであり、この期間を経へてようやく『士』と呼ばれる階級に昇しよう進しんする。この『士』になれてようやく宮廷魔術師団では一人前と認みとめられるのだが、ここから『師』に昇進するためには実力もさることながら、実じつ績せきを上げて誰か一人の『師』に推すい薦せんされ、全員の『師』に了りよう承しようされなければならない。もっとも、よほどの事がない限かぎり『師』が推薦した者を他の『師』が了承しないということはないため、『士』の中ではそれぞれの『師』に対して派は閥ばつが形成されるようになる。

　ラキス・フレーバーという少女は、その様な組そ織しきに所しよ属ぞくする宮廷魔術師団朱雀の塔所属宮廷魔術士見習いである。

　17歳で官僚試験を合格してからもうじき一年。現在18歳。黒くろ髪かみを背せ中なかの辺りまで伸のばし、容よう姿しは注目に値あたいするほど整っている。当初は試験官をたぶらかして合格したのではないかと陰かげ口ぐちをたたかれたほどである。しかし現在はその様な陰口は聞かれない。悔くやしくとも、ラキスの優ゆう秀しゆうさを認めないわけにはいかないからだ。

　驚おどろくべき事にラキスは、一年に満たないこの段だん階かいで既すでに『言霊』を完全に操ることができる。宮廷魔術師団の前例と慣かん習しゆうによって最低でも一年間は『見習い』として過ごさなければならないが、もうじき『士』クラスに昇格するのは誰の目にも明らかだ。その才能、前代未み聞もんの昇進の早さは同じ『見習い』仲間の嫉しつ妬とを買い、ラキスを孤こ立りつさせた。

　いや、元々最初からラキスは孤立していた。

　十四年ぶりという10代合格。史上最年少の首席合格。出世競きよう争そうを前提としながらも『見習い』という枠わく組ぐみで連帯感を抱いだかせるには、ラキスはあまりにも目立ちすぎたのだ。

　半人前である『見習い』には、様々な仕事が押おし付けられる。地下にある書類管理室に書類を片かたづけたり必要な書類を探さがし出すといった『師』や『士』の使いパシリなのだが、そういう仕事を通じて先せん輩ぱい達たちに顔を覚えてもらいコネを作っていく。そういったコネは、いずれ『士』に昇格したときに役立つため、雑ざつ用ようとは言え重要な仕事である。

　とは言え、書類を片づけるのはまだしも書類を探し出すのは一苦労である。何せ膨ぼう大だいな量の資し料りようがあるのに、みんな片づける時に面めん倒どうくさがって適てき当とうに処しよ理りするものだから、広大な面積を誇ほこる書類管理室から必要な書類を探し出すのに一週間以上かかるのも珍めずらしくなかった。そんな仕事を、みんなはラキス一人に押し付けた。

　仕事を引き受け、見つかった書類を持って行くという美お味いしい所だけを持って行かれ、書類の山に埋うずもれて一生懸けん命めい探すだけという到とう底てい苦労に見合わない仕事を押し付けられても、何せ全員年上のため、ラキスには文もん句くを言うことができなかった。

　要するにイジメである。『見習い』の誰もが、将しよう来らいの悪い芽を早めに摘つみ取ったとほくそ笑んでいた。

　朱雀の塔の五階に『見習い』達が使う部屋がある。通称研けん修しゆう室しつ。ここで彼等は日々勉強を重ね、雑用を言いつける『士』達はここにやってくる。その部屋から三か月目にしてラキスの机つくえが消えたことに、当初誰も気がつかなかった。何せ完全無む視ししていたし、日ひ頃ごろから地下の書類管理室に泊とまり込こみで書類を探しているのが常つねだったので、誰も気にもとめなかったのだ。

　……書類管理室に、主ぬしが住み着いた……。

　そんな噂うわさが流れ出したのはそれからしばらくしてからのこと。『見習い』の誰もが、書類を探し出す手て際ぎわが良くなったと誉ほめられ初めてホクホク顔でいた頃である。さらにそれから二か月が経たち、書類管理室の主に直ちよく接せつ頼たのめばその日の内に必要な書類を見つけだしてもらえるという話が出始め、『士』が研修室に書類探しの仕事を持ち込まなくなった頃に、ようやく彼等は事じ態たいの変化に気がついた。

　慌あわてて地下の書類管理室に押し掛かけた彼等が見たものは、見事に整理整頓された書類と部屋の奥おくまった一角で書類を広げて読みながら、お茶をすすっているラキスの姿すがたである。何とラキスは研修室から机を運び込み、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの寮りようを引き払はらって家か財ざい道具を持ち込み、いつの間にかちゃっかり自分の部屋を作って、文字通り地下の書類管理室に住み着いていたのである。

「部屋代が浮ういて助かったし、生活環かん境きようが整ったので勉強もはかどるようになった」

　そう微笑ほほえむラキスに、『見習い』の誰もが畏い怖ふの念ねんを抱いだくと同時に憎ぞう悪おの炎ほのおを燃もやした。何気ないラキスのその一言を、彼等は嫌いや味みとしか受け取れなかったのだ。

　誤ご解かいされ、敵てきを作る原げん因いんはラキスにもある。それはラキスが自分の才さい能のうを正せい確かくに認にん識しきしていないことに起因するものだ。

　ラキスは、自分が官かん僚りよう試し験けんに合ごう格かくできたのは奇き跡せきだと思っている。

　間ま違ちがいが起きて、一番下の方で偶ぐう然ぜん拾われたというのがラキス自身の認識であり、それ故ゆえ10代合格者として特別な目で見られるのを心苦しく感じている。首席で合格しているという事実を、本人だけが知らないのだ。

　一年未満で『言こと霊だま』が使えるようになった事実も、最低でも一年間は『見習い』から昇しよう進しんできないという事を聞いて一年間で身に付けなければいけないんだと勘かん違ちがいしたラキスにとっては「何とか間に合った」というのが実感であり、同期のみんなはもうとっくに使えるようになっているんだと思い込んでいる。何せ周りから無視されているため、勘違いを訂てい正せいする機会が得られなかったのだ。だからようやく『言霊』が使えるようになって、ラキスはその事を少し大おお袈げ裟さに吹聴した。それは自分の才能を大したことがないと信じ切っているラキスにとっては自じ嘲ちようの意味を含ふくんだ冗じよう談だんでしかなかったのだが、周りからすれば嫌味以外の何物でもなく、当然ラキスに対する風当たりは強くなった。

　実は宮廷魔術師団に入った当初にも同じ様な冗談を言ってしまったものだから、ラキスが首席だと知る他の『見習い』全員を敵にまわしてしまったのは当然だと言える。

　もっとも、まさか冗談が冗談として受け取ってもらえていないとは夢ゆめにも思っていないラキスには、どうしてここまで嫌きらわれなければいけないのか、さっぱり理り解かいできない。元々明るい性せい格かくで、宮廷魔術師団に入るまでここまであからさまな嫌けん悪お感かんを向けられたことはなかったため、実力がないくせに官僚試験を10代で受かった事に対する批ひ判はんだと、自分なりに受け止め、「いつかきっと解わかってもらえる」と、ネチネチと続く嫌がらせに歯を食いしばって堪たえているのだった。

　そんなラキスに転機が訪おとずれる。

　いつものように勝手に作った自分の部屋でくつろぎながら、無む許きよ可かで極ごく秘ひ資し料りように目を通していたラキスのもとに訪れた来らい訪ほう者しや。それがラキスにとって、人生を大きく狂くるわす運命からの使者であった。

　帝てい国こく暦６３７年６月12日。

　御ご前ぜん会議が行われた翌よく日じつの、良く晴れた初夏のことである。
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「貴女あなたがラキス・フレーバーですね？」

　優やさしい響ひびきのある澄すんだ女性の声に、ラキスは一いつ瞬しゆん頭が真っ白になった。

　地下にある書しよ類るい管理室の奥おくまった角……二方の壁かべを利用して本ほん棚だなで四角い空間を作り、出入り口はカーテンで塞ふさいである、「主の部屋」と呼よばれるようになったラキスの生活空間だ。広さは十二畳じようほどあり、本棚は天てん井じようスレスレまであるので外から覗のぞかれる心配はほとんどない。その部屋にあるベッドで寝ねころびながら極秘資料を読んでいたラキスを、カーテンを開けた女性が見つめている。

　年の頃は30代前半。身に着けている服は、今ラキスが着ているのと全く同じ宮廷魔術師団の制せい服ふくであるが、その上に軽そうな素そ材ざいで出来た鮮あざやかな緑色の、宮廷法ほう衣いと呼ばれる『師』のみが着けることを許ゆるされた法衣を羽は織おっている。

（な、何で『師』がこんな所に……？）

　塔とうの地下にある書類管理室である。何か必要な書類があるのであれば誰だれかに取りに来させればいいだけで、自ら来る必要は全くない。

　飲み込めない状じよう況きように混こん乱らんして、ベッドに寝転んだまま数十秒間硬こう直ちよくしていたラキスは、ハタと気づいて立ち上がり、慌あわてて『師』に対する敬けい礼れいをする。そんなラキスにその女性は優しい笑みを浮かべると、小さく頭を下げて返礼を返した。

「ごめんなさい、いきなりで驚おどろかせてしまったみたいね。私の名前はクリス・マクドールです。ラキス・フレーバーがここに住み着いていると聞いて来たのですけど……本当に生活しているみたいですね」

　マクドール師しが、部屋の様子を見て苦笑いを浮かべる。

　それはそうだろう、備び品ひんである研けん修しゆう室しつの机つくえはまだしも、ベッドや衣類ダンスにちゃぶ台ソファーと、私物を無む断だんで持ち込こんで勝手に生活空間に仕立てているのだ。これで書類管理室の整理を完かん璧ぺきにこなしてなかったら、確かく実じつに追い出されているところである。

「あの、マクドール師、あたしにどのような御ご用よう件けんでしょうか……？」

　ラキスは訊たずねながら、少し慌てた様子で手に持った書類を後ろに隠かくした。

「機き密みつ書類」と赤い判はん子こが押おされた物だ。本来なら塔の十二階にある機密保ほ管かん室しつに管理されるべき物なのだが、長年のずさんな管理で、いつの間にか紛まぎれ込んだのだろう。整理している最中に、書類の山からラキスが見つけた同じ類たぐいの物は32点にのぼる。本来ならラキスの身分で閲えつ覧らんして良い物ではないが、ここにある以上、見ていて文もん句くを言われる筋すじ合あいはない。それでもラキスが後ろに隠したのは、本来なら発見した時点で上に報ほう告こくして機密保管室に戻もどすべき義ぎ務むを果たしていないからである。

　ほんのり額ひたいに汗あせをかくラキスの姿すがたに、マクドール師が小さく笑った。

「使いとして参りました。師が、貴女をお召しです。私について来なさい」

　ラキスの視し界かいが一瞬真っ黒になった。

　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんに所しよ属ぞくする者にとって、上の者からの呼び出しは、決まって良くない事の前ぜん兆ちようである。困こん難なんで難なん解かいな雑ざつ用ようを押し付けられるのならまだ良い。希き少しような例ではあるが、朱雀の塔から永えい久きゆう追放を宣せん言げんされた例もある。しかも、『師』である人物が単に師と呼ぶ場合、それは即すなわち筆頭宮廷魔術師であり五大老の一人ゼラーエフ師を意味する。そのゼラーエフ師が一体自分に何の用があるのか？
















　書類の件だろうか？　書類管理室に、勝手に住み込んだ件だろうか？　他にも色々思い当たる節はある。マクドール師の後をついて歩きながら、ラキスは真っ青になっていた。

　ラキスには莫ばく大だいな借しやつ金きんがある。

　ラキス自身が作ったものではなく、ラキスが官僚試験に合格する一か月前に敬愛する兄が突とつ然ぜん他界し、その時のゴタゴタがもとで出来た借金である。その借金がラキスの両りよう肩かたに重くのしかかっている。万が一にもクビという事態は避さけたい。

　それに、ラキスにも夢がある。

　帝てい都とより離はなれた片かた田舎いなかで小さな商店を経けい営えいする両親の長女として生まれたラキスには、下には８歳さい年下である弟を筆頭に弟妹が三人、そして10歳年の離れた兄がいた。ラキスが宮廷魔術師を目指すようになったのは、その兄エバートの影えい響きようからだ。

　帝てい国こくでは教育意い識しきが高く、８歳から15歳までの基き礎そ教育を受けるのは半ば当たり前のことだ。兄のエバートは幼おさない頃ころから神童と呼ばれ、ラキスは幼い頃から「あのエバートの妹」という呼ばれ方をされていたが、それを苦く痛つうと思ったことはなく、むしろ誇ほこりにしていた。優ゆう秀しゆうで優やさしい兄を、心から愛していた。そのエバートの夢ゆめが、宮廷魔術師になることだった。

　しかしエバートは、その夢を断だん念ねんせざるを得なかった。ラキスが５歳の頃、父親が病に倒たおれた。命に関かかわる病気ではなかったが、エバートが跡あとを継つぐしかなかったのだ。

　その兄の果たせなかった夢を果たしたいという想おもいがきっかけだった。

　経けい済ざい的てきな事じ情じようから、他に道が残されていなかったということもある。

　それでもラキスはいつの頃からか、理り不ふ尽じんに傷きずつけられる人々の手助けができるようになればいいなと思うようになっていた。それはラキス自身が、不ふ条じよう理りな運命に翻ほん弄ろうされ続けたためかも知れない。自分の与あずかり知らないところで勝手に自分の運命が決められるのを嫌きらうという、ラキス生来の気き性しようによるものなのかも知れない。

　魔法を志こころざす者の常として、宮廷魔術師というものに、純じゆん粋すいに憧あこがれた時期もある。しかし今は、人々の手助けをする手しゆ段だんとして宮廷魔術師という地位を手に入れたいと思うようになっていた。

　しかしそれも、クビになってしまえば終わってしまうのだ。ゼラーエフ師の執しつ務む室しつに向かう廊下が、ラキスには処しよ刑けい台だいに向かう道のりのように感じられた。
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「今回とある事情で特例に、特別使命宮廷魔術師の職しよくを設もうける事と相成った。そこでラキス・フレーバーよ、そなたを一時的に『師』に昇しよう格かくさせる事に決まったのじゃ」

　悲ひ壮そうな覚かく悟ごをしていたラキスには、ゼラーエフ師の言葉が一いつ瞬しゆん理り解かいできなかった。

　ゼラーエフ師の職務室は三十畳じようほどの広さがあり、天てん井じようは二階建てを切り抜ぬいたように高い。壁かべには、その天井に付かんばかりの高さの本ほん棚だなが所ところ狭せましと並ならべられ、その中には様々な書物がぎっしりと収おさめられている。

　その部屋の中央に用意されていた簡かん素そなイスに座すわったラキスを、執務室にある立りつ派ぱな机から、白く長い口くち髭ひげを生やした老ろう齢れいの人物……筆頭宮廷魔術師たるゼラーエフ師が静かに見つめている。その横には、ラキスをここまで連れてきたマクドール師が、穏おだやかな笑みを浮かべてラキスに視線を向けていた。

「あたしが『師』に……？」

　信じられないという表情で訊ねるラキスに、ゼラーエフ師が穏おん和わそうな笑えみで頷うなずく。

「そうじゃ。臨りん時じとは申せ『師』は『師』、給料も当然『師』としての額がくが支払われるようになる。特別に『師』の証あかしたる宮廷法ほう衣いも、先に引いん退たいしたグーセン師の、深しん紅くの法衣を用意した。一時的とは申せ、18歳で『師』になるのは、長き宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの歴史の中でも前代未み聞もん。何とも誇らしいことじゃろうて」

　何がなんだかよく理解できない……そんな様子のラキスに構かまわず、ゼラーエフ師はひょうひょうと言葉を続ける。

「そなた、結けつ構こうな額の借しやつ金きんを抱かかえておるそうじゃが、『師』ともなれば、給料は今の五倍は下るまい。さらにボーナスも弾はずむ。雀すずめの涙なみだほどしか出ぬ今とは桁けた違ちがいじゃ。社会保ほ障しようや諸もろ々もろの待たい遇ぐうも高級官かん僚りようたるそれに切り替かわる。そなたの抱える借金なぞ、それこそアッと言う間に返せるじゃろう……」

　穏和な笑みで話すゼラーエフ師の言葉に、それまで停てい滞たいしていた感のあったラキスの頭が急速に回り出した。

（……あたしの事を調べてある……！）

　ラキスは、自分の抱える借金の事を人に話したことはない。自じ慢まんする事ではないし、同情されるのが嫌いやだからだ。それなのにゼラーエフ師が借金の事を知っているのは、何らかの意図があって調べたからに違いない。そのゼラーエフ師の意図に、ラキスの知ち性せいが激はげしく警けい報ほうを鳴らす。

「今回の『師』昇格は、そなたに重大な使命を与あたえるためじゃ。宮廷魔術師団では、こういった使命は『師』の称しよう号ごうを持つ者と定められておるからのう。いくら何でも『見習い』では、ちと不都合じゃて……」

「……使命？」

　警けい戒かいしながら呟つぶやくラキスに、ゼラーエフ師が意味深な笑みを浮かべる。

「そなたも、今この帝国の抱える大問題の事は知っておるじゃろう？」

「……………………」

　果てしなく嫌な予感に顔を強こわ張ばらせるラキスに、ゼラーエフ師が小さく頷く。

「陛へい下かの勅ちよく命めいに対し儂わし等ら五大老は、それぞれの配下の中から優秀な者を一人選び、その使命に当たらせることを決めた。そして儂は宮廷魔術師団を代表する者として、ラキス・フレーバー、そなたを陛下に推すい薦せんしたのじゃ。陛下は儂等の人選にご満足なされ、そなたをリーダーとした五人のパーティに、この重大使命を任まかせることが、既すでに決定したのじゃ。陛下の命を受けたからには他の事にかまけておる暇ひまはない。一々儂に報ほう告こくする必要はないから、全力で任に当たると良い」

　ゼラーエフの言葉に、ラキスの唇くちびるが震ふるえる。

（……帰ってくるなって事だ……）

「儂からの話は以上じゃ。後は、隣となりの部屋でマクドール師から聞くが良い」

　ラキスはしばし沈ちん黙もくし、震えるまぶたを閉とじて考えを巡めぐらす。

　これは事実上の左さ遷せんである……ラキスの頭ず脳のうは高速で回転し、そう解かい答とうを導みちびき出した。確たしかに給料の増ぞう額がくは大きな魅み力りよくだが……。

「せっかくですけど……断ことわらせて下さい」

　やがてラキスは、顔を青ざめさせ、震える唇を開き、小さく言葉を紡つむぎ出した。

「……お金のために宮廷魔術師団に入ったんじゃありません……単に『師』になれればいい訳わけじゃなく、やりたいことがあるんです……夢に向かって努力しているんです……それを奪うばわないで下さい……」

　上じよう層そう部ぶが決定した事を断ればどういう事じ態たいを招まねくか……それでも全くのゼロよりマシだという思いがラキスを突つき動かしていた。そのラキスの想おもいに、一瞬その場が沈ちん黙もくする。

　だが……。

「ラキスよ……残念じゃが、そなたに選せん択たく肢しは与えられておらぬ……これは勅命じゃ！」

　ゼラーエフ師の言葉が雷らい鳴めいの如ごとく執しつ務む室しつに響き、ラキスの小さな抵てい抗こうを搔かき消した。

「勅命に反するは逆ぎやく賊ぞくの行こう為いぞ。そなた、帝てい国こくに反逆するつもりか？　その罪つみはそなた一人には止とどまらぬ。親、弟妹、親族、親しき友人達にまで及およぼう……その覚かく悟ごが、そなたにはあるのか？　諦あきらめよ、これがそなたの運命だったのじゃ」

　その言葉にラキスは俯うつむき。

「……運命なんて言葉、大ッ嫌きらい……」

　小さく吐はき捨すてるように呟つぶやいたラキスの言葉に、ゼラーエフ師が笑みを浮かべる。

「嫌いか、ならば抗あらがうが良い。夢への道は、己おのれが力で切り開くもの。運命もまた然しかり。絶ぜつ望ぼう的てきな現げん状じように足あ搔がき、苦しみ、見事道を切り開いてみよ。そなたにそれが出来るならばの話じゃがの」

　嘲あざけりを含ふくんだその言葉に、ラキスが憎にくしみを含ふくんだ瞳ひとみで睨にらみ付ける。

「……絶対、あたしを選んだ事を後こう悔かいさせてやる……」

「それは楽しみじゃの」

　表情を歪ゆがませてゼラーエフ師を一いち瞥べつし、ラキスは踵きびすを返して、礼もせずに執しつ務む室しつから出て行く。そんなラキスの姿すがたが扉とびらの向こうに消えるまで見送ったゼラーエフ師は、何な故ぜか満足そうな笑みを浮かべて頷いた。

「師よ、お人が悪すぎますよ。あれではあの娘むすめが可哀かわい想そうすぎます。我われ々われの目もく論ろ見みを教えてもよろしかったのではないですか？」

　呆あきれ、ため息混まじりに言うマクドール師に、ゼラーエフ師が人の悪そうな笑みを返す。

「あれで良いのじゃ。この程てい度どの事で潰つぶれるようでは所しよ詮せんその程度の者、儂の思いを託たくすに足る人物ではないという事じゃ。その程度であるならば、他の五大老の思おも惑わくに翻ほん弄ろうされ、飲み込こまれてお終しまいじゃろうからの。それに、この方が面おも白しろいじゃろう」

「面白くしなくてよろしいのですよ、まったく。これからあの娘に詳しよう細さいを説明しなければならない私の身になって下さい」

「上手に、それと気付かれぬように導みちびくのじゃな。少々厄やつ介かいなことじゃがの」

「誰だれが厄介にしたと思っておられるのですか……」

　再ふたたびため息を吐つくマクドール師に、ゼラーエフ師が笑い声を上げる。

「それで、そなたはあの娘をどう見た？」

「芯しんは強そうですね……しかし彼女の抱かかえる最大の問題点は、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん史上最弱とすら言われる魔力の低さです。実じつ質しつ１６０がボーダーラインである試験を１５０の魔力で、しかも首席で合ごう格かくした優秀さは認みとめますが、正直この任には不ふ適てき合ごうかと……」

「そなたも、まだまだ青いのう」

　ゼラーエフ師は小さく笑みを浮かべ、ラキスの出て行った扉に視線を向ける。

「いずれにせよ賽さいは投げられた。どう転がり、どんな目が出るのか……楽しみじゃの……」

　その笑みは、帝てい国こくの支し配はい者しやたる者の笑みであった。
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　ゼラーエフ師との会見から三日後、ラキスはとあるホテルのロビーにある待まち合あい室しつに座っていた。ここで、今回の使命に参加する他の四人と会うことになっているのだ。

　ラキスは自身はまだ、他のメンバーの顔も名前も知らない。ラキスが着ている深しん紅くの宮廷法ほう衣いを目印に、他のメンバーが集まってくるはずだった。それで最初は待合室のソファーで緊きん張ちようして待っていたラキスだが、待てど暮くらせど現れない他のメンバーにさすがに緊張し続けるのに疲つかれて、少しだらけた様子でソファーに身を預あずけていた。

「どんな人達だろ。いい人達だと良いんだけど……」

　無む意い識しきのうちに扇おうぎを閉とじたり開いたりするラキスの脳のう裏りに三日前のことが不意に甦よみがえり、小さく唇を嚙かみ締しめる。

「……許ゆるせない……人が大切にしているものを簡かん単たんに踏ふみにじるなんて……」

　固く握にぎり締めた扇を持っていない手が、小さく震えた。

　マクドール師から説明を聞いて、五大老が今回の勅ちよく命めいを成功させるつもりがないことをラキスは知っている。その詳くわしい理由も。だからこそラキスはこの使命を成功させるつもりでいた。無む論ろんゼラーエフ師に対する嫌がらせもあるが、それだけではない。皇こう帝てい陛へい下かが真に龍りゆうの肉を食したいと望んでいるわけではない……ラキスはそこに、一いち縷るの望みを見出しているのだ。

　今回の勅ちよく命めいで見付けなければならない物は、どれをとっても極きわめて困こん難なんな物ばかりである。ラキスもそれらを全部集められるとは思ってないし、勅命を下した陛下自身も思っていないだろう……要は、どれか一つでも見つけることが出来れば良いのだ。大切なのは陛下の勅命に誠せい心しん誠意応こたえることであり、結果は二の次なのだから。だからこそ一つでも結果を出すことが出来れば、陛下も認みとめてくれるだろう。帝てい国こくの絶ぜつ対たい権力者は皇帝陛下であり、たとえ五大老がどのようにごねようとも陛下を味方に付ければ勝てる……ラキスの望みはそこにある。これはゼラーエフ師という権けん力りよく者しやとの喧けん嘩かであり、権力に対してはそれ以上の権力をぶつけようというのだ。

「でも……どれか一つって言っても、どれも伝説とか伝でん承しようで伝わっているだけっていう雲を摑つかむような話ばっかりだし……確かく実じつにいるって判わかっているのは白嶺山脈に住んでいる紅龍ヴェルフェルだけど、そんなの相手にしたら、命がいくらあっても足りないし……考えれば考えるほど、お先真っ暗……」

　希望を見出しつつも、現状の困難さにだんだん気分が落ち込んでいく。

「あたしって、きっと大陸一不幸な少女よね……」

　ドンヨリとした表情で不気味に笑う。ハッキリ言って近づきたくない光景である。

「そう言えば、この扇は何なんだろう？」

　ラキスの頭の中でどういう思考経けい路ろを辿たどったのか、突とつ然ぜん雰ふん囲い気きを変えて首を傾かしげる。

　あの後、マクドール師から絶ぜつ対たいに広げるなと脅おどされて渡わたされた物だ。陛下から下された責せき任にん者しやの証あかし、そう説明を受けたが……。

（何で広げちゃいけないか解わからないけど、触さわらぬ神に祟たたりなしって言うし、広げない方が安全かな。荷物の底にでも押し込んで、触らないように……）

　そこまで考え、既すでに広げている扇に目をとめ、十数秒硬こう直ちよく。

（……て、手て遅おくれ……）

　一いつ瞬しゆん頭が真っ白になったラキスの手から扇がこぼれ、テーブルの上に落ちる。それにハッと我われに返り、証しよう拠こ隠いん滅めつとばかりに急いで扇を閉とじようとしたラキスは、その扇に書かれていた文字を目にし動きを止めた。

『この扇を持つ者の言葉、朕ちんの言葉と心得よ。オーウェル二世』

　しばらくその文字を見て固まっていたラキスは、右を見てしばし固まり、左を見てまた固まり、扇に視し線せんを戻もどして考える事数十秒。何か閃ひらめいたらしくポンと手を打ち、さっきの何十倍も不気味な含ふくみ笑いを漏もらす。

「……そうだ、いい事考えた……これを使って軍隊を動かして、隣りん国ごくに次々と戦争をふっかけちゃえばいいんだ……そうなればこんな使命どころの話じゃなくなって、どさくさ紛まぎれに塔とうに戻もどれるようになるかも知れない……」

　目が逝いってる……壊こわれたか？

「そうよ……何もあたし一人が不幸になることないじゃない……お天てん道とう様さまも、お星様も、み～んなまとめて不幸になればいいんだわ。うふ、うふふふふふふ……」

「止めんか馬ば鹿かたれ！　怖こわいわ！」

　突然何者かに背せ中なかを蹴り飛ばされたラキスは、ソファーから転げ落ちてモロに床ゆかで顔面を強打し、「むきゅぅ……」と意味不明の呻うめき声を出す。

「黙だまって聞いてれば何を物ぶつ騒そうなことを！　思わず回れ右をして引き返したくなったわ！」

　ラキスを蹴り飛ばしたのは、年の頃20代後半の、中央騎き士し団だんの服を着た屈くつ強きようそうな男であった。

　彼こそ仲間の一人、ロイヤル・ハーツ。

　……そう名乗っていた。







　第三章　五勇者、ここに集つどいて……
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　帝てい国こく領りよう内ないに存在するすべての道は、東、西、南、に存在して帝都を守る門のいずれかに至いたり、その三つの門から伸のびる三つの道は、いくつかに枝えだ分わかれしながらも、帝都の中心に向かって直進し、やがて中央噴ふん水すい広場で合流する。その中央噴水広場の北に存在するルグザーク大宮きゆう殿でん……その宮殿に至る道を遮さえぎるように、英えい雄ゆうの門と呼よばれる、門そのものである巨きよ大だいな建物がある。

　英雄の門は宮殿の入り口というわけではない。しかし、門とルグザーク大宮殿の間には各省の施設などが乱立し、帝国の頭ず脳のうとも言うべき重要拠きよ点てんを形けい成せいしている。そのため、帝都市民にとってこの英雄の門の先が、即すなわち宮殿であった。

　しかし、この門そのものである巨大な建物こそが中央騎士団の本部であることを知る者は少ない。帝国軍総そう司し令れい部ぶはルグザーク大宮殿の中にあり、それ故ゆえ、中央騎士団の本部もまたルグザーク大宮殿の中にあるだろうというのが一いつ般ぱん市民の認にん識しきなのだ。

『中央騎士団は神出鬼き没ぼつ。いずこよりか集まりて、英雄の門より姿を現あらわす』

　いつの頃からか、そう噂うわさされるようになった。

　その英雄の門の一室に有る執しつ務む室しつ。その部屋の主たる中央騎士団長エセルバート・クロイツの前に、その男は居いた。

「ロイヤル・ハーツ参上しました」

　騎士の礼をするハーツに、クロイツは何かを堪こらえる様子で肩かたを震ふるわせながら頷うなずく。

「ご苦労……ロイヤル・ハーツ君で、良いのかな？」

　そう言って、ついに堪えきれず吹ふき出したクロイツの姿に、ハーツは内心で戦せん慄りつした。

　中央騎士団長であるクロイツは40代後半の、ガッチリとした体型の男である。若わかい頃から軍を率ひきいて幾いく多たの戦場で名を上げた歴戦の勇者であり、軍を指し揮きするその戦いぶりは猛もう将しようとさえ称しようされるが、決して武ぶ一いつ辺ぺん倒とうの男ではなく、一見強ごう引いんとも思えるその戦いぶりの裏うらには、緻ち密みつに張はり巡めぐらされた戦せん略りやく、戦せん術じゆつの裏付けがある。

　そしてまた、優すぐれた政せい治じ家かでもある。

　帝国の重じゆう鎮ちん五大老の一人としてその辣らつ腕わんを振ふるい、その目で帝国の明日を見み据すえ、その頭で大陸の勢せい力りよく図ずを書き換えると言われる。

　それに対して、ロイヤル・ハーツは現げん在ざい28歳さい。１８０cmの長身で、均きん整せいのとれた体つきをし、その野や性せい味みに溢あふれた顔立ちは、男女を問わず多くの者を魅み了りようする。かつて冒ぼう険けん者しや時代『雷雲』の二つ名でその名を大陸中に轟とどろかせ、彼の愛刀である両手持ちの大たい剣けんから繰くり出される剣けん技ぎは騎士団に列ならぶ者がなく、そのサッパリとした性せい格かくと相まって、多くの騎士団員に慕したわれている。

　貴き族ぞくであることが横行する騎士団において、平民出身のハーツは小隊長でしかないが、その剣技と、冒険者時代に培つちかわれた、騎士として育った者には決して持ち得ない柔じゆう軟なんな発想により、上じよう層そう部ぶからも一目置かれる存在である。そのハーツの名を、クロイツが知らぬはずはなかった。

（まさか……誰だれも知らないはずの俺おれの秘ひ密みつに気づいたか……）

　ハーツは内心冷や汗あせをたらしながらも、何気ない表情で頷いてみせる。

　そんなハーツの反はん応のうにクロイツは、にやけた笑みを引っ込めるのに苦労しながら、やがて普ふ段だんの重じゆう厚こうな表情を取り戻し、「なら、そう呼ぶことにしよう」と頷いた。

「お主ぬしを呼んだのは他でもない。例の勅ちよく命めい、この中央騎士団からお主が選ばれることが先ほど御ご前ぜん会議で正式に決定した。その報ほう告こくをしようと思ったのだ」

「その件けんなら、先にご辞じ退たいしたはずですが」

「結けつ論ろんを急ぐものではない。この使命、お主が考えているよりも重要なのだ。……そう、帝国の明日を左右しかねないほどに」

「その事は承しよう知ちしていますが……」

「まあ、聞け」

　クロイツはハーツの言葉を遮さえぎると、一呼こ吸きゆう置いて話を続ける。

「この勅命自体については、儂わしはもうそれほど心配はしておらん。何な故ぜならば、儂等五大老によって、既すでに失敗することが決定しているからだ。問題は、その失敗の仕方だ」

　クロイツは座すわっているイスの背もたれに身を預あずけ、真剣な眼まな差ざしをハーツに向けた。

「儂等帝国の最終目標はこの大陸を完全統とう一いつすること、その目的のためにここで後方の憂うれいを完全に取り去らなくてはならん。そのためには、陛へい下かの御み心こころを傷きずつけぬ形で失敗するのが一番良いのだが、そのさじ加か減げんが難むずかしい。陛下にご満足していただくには、無様な失敗は許ゆるされん。その上で、大貴族達に口実を与あたえるように失敗する……その様な形に誰かが導みちびかねばならんのだ。ハーツよ、儂がお主をこの任に選んだのは、お主の冒険者としての経けい験けんに期待してのことだ」

（勝手なことを……）

　ハーツは内心で毒づいた。

　言いたいことは解わからなくもないが、それをどうやってしろと言うのだ。期待するのは勝手だが、出来ることと出来ないことがある。

　しかしそんな思いを表には現あらわさず、ハーツは静かに頭を下げる。

「身に余あまる光栄ですが、私には少々荷が重いかと」

「いや、お主しかこの任にんを任まかせられる者はおらん。それでも、どうしても断ことわると言うのなら……お主の真の名を、帝てい都と中ちゆうにバラす！」

「！」

　大爆ばく笑しようしながら宣せん言げんしたクロイツに、ハーツは動どう揺ようが隠かくしきれず呻うめき声を漏もらした。

「それに、お主でなければならぬ訳もある」

　クロイツは笑いを引っ込め、真剣な表情に戻って話を続ける。

「こたびの使命のリーダーに、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんのラキス・フレーバーが選ばれた。その者に対し、陛下が事も有ろうか、陛下の大たい権けんを与えることを約する旨むねを書かれた御自分の扇おうぎを与えられたのだ。これは、そのラキスとやらがこの使命に関かかわることに対して、陛下と同じ権力を持った事を意味する。その様な者をむざむざ放置する訳にはいかぬ。故ゆえにお主に頼たのむのだ。お主、そのラキスとやらと同どう郷きようの出身と聞く。同郷の者であるお主の言葉なら、そのラキスとやらも心を許そう。そのラキスとやらを、我らの目的のために導いてもらいたい。もし、それが不ふ可か能のうであるならば……」

　クロイツは、そこで言葉を止め、静かに瞳ひとみを閉とじる。

「もしその者が、帝国に災わざわいをもたらす存在であるならば……迷まよわず、斬きれ！」

　クロイツの言葉に、ハーツは息を吞のんだ。

　確たしかにラキスとは知らぬ仲ではない。いや、ラキスが子どもの頃から良く知っている。そのラキスを斬ることなど、はたして自分に出来るだろうか……。

　苦く悩のうの表ひよう情じようを浮かべ自問するハーツに、クロイツは静かに目を開いて言葉を続けた。

「その判はん断だんをお主に任せたい。同郷の者故、お主もその者を斬りたくはなかろう……儂も事を荒あら立だてるのを良しとはせぬ。故にお主にこの任を任せる。他の者なら避さけられぬ悲ひ劇げきも、お主なら避けられよう」

　クロイツの言葉に、ハーツにはその任にん務むを承しよう諾だくせざるを得なかったのだ。

　その様な事情でこの使命の一員となったハーツは、ラキスが待っているはずのホテルに向かいながら、言い知れぬ感かん慨がいを抱いだかずにはいられなかった。

（それにしても、よりによってエバートの妹とはな……）

　ハーツとラキスの兄エバートは親友だった。お互たがい熱く夢ゆめを語り合った日の事を、昨日の事のように思い出せる。しかしエバートは親の病気のために夢を諦あきらめ、ハーツが冒険の旅に出るのを見送った。その二人が再ふたたび出会ったのは二年前……ハーツが中央騎き士し団だんに入って一年が過すぎたとき、商談で帝都に来ていたエバートと偶ぐう然ぜん会った。

「まさか、あの君がロイヤル・ハーツだったとは思わなかったよ」

　そう言って大笑いしてくれたエバートの姿すがたも、今となっては懐かしい。

　エバートが可愛かわいがっていた妹が、この帝都で勉強している事を知ったのは、その時だ。

（俺達の後をついてまわっていたあの甘あまえん坊ぼうが、まさか宮廷魔術師とはな……。確か、まだ18歳のはず。その年で、こんな厳きびしい立場に立たされるとは……）

　成長したラキスとは一年前、ラキスがエバートの死を報告しに来たときに会っている。そのときの、悲しみを押し殺し、淡たん々たんと事実だけを告げるラキスの姿を思い出し、ハーツは心が痛いたんだ。

（安心しろエバート。お前の妹は、この俺が必ず守ってやる）

　亡なき友にそう誓ちかい、待ち合わせ場所であるホテルの待合室に着いたハーツは、深しん紅くの宮廷法ほう衣いを着たラキスに声を掛かけようとして、不気味な笑い声に顔をひきつらせる。

「……そうだ、いい事考えた……これを使って軍隊を動かして、隣りん国ごくに次々と戦争をふっかけちゃえばいいんだ……そうなればこんな使命どころの話じゃなくなって、どさくさ紛まぎれに塔とうに戻もどれるようになるかも知れない……」

（……世界平和のために、ここで殺していた方がいいかも知れん……）

　妖よう気きすら漂ただよわせるラキスの不気味な笑い声に一歩後ずさって、一いつ瞬しゆんマジでそう考えた。

「そうよ……何もあたし一人が不幸になることないじゃない……お天てん道とう様さまも、お星様も、み～んなまとめて不幸になればいいんだわ。うふ、うふふふふふふ……」

「止めんか馬ば鹿かたれ！　怖こわいわ！」

　思わず本気で蹴けりを入れる。

「むきゅぅ……」

「何を物ぶつ騒そうなことを言っとるか！　思わず回れ右をして引き返したくなったわ！」

　ソファーから蹴り飛ばされて、床ゆかに転がって変な呻うめき声を上げるラキスにそう言って、ハーツはソファーに腰を下ろした。

「妾わらわに蹴りを入れたるは何者か！」

「何が妾だ、いい加か減げん目を覚ませ！」

　ゲシッ！

「むきゅぅ……」

「まったく、エバートの妹じゃなければ、とっくに斬り殺しているぞ」

「テテテ……て、あれ？　サル兄？」

　やっと正気に戻ったラキスに、こめかみに青あお筋すじを浮かべつつ顔を近づける。

「前にも言ったと思うが、昔の名前で呼ぼうとしたら、胴どうから首が離はなれると思え……」

　脅おどしを含ふくんで言ったハーツの形相に、ラキスが顔を引きつらせる。

「えっと……確たしか、ロイヤル・アキ……」

「お前……わざと言っているだろう……」

「違ちがう……間違えただけ……だから、怖いから剣けんを引っ込めて……」

　喉のど元もとに突つきつけられた剣に怯おびえて、ラキスが引きつった笑みを浮かべる。

「二度とその名を口にしないと誓ちかうか？」

　凶きよう悪あくな笑みを浮かべてそう問うハーツに、ラキスは何度も頷うなずく。

「はい、もう二度と口にしません……」

「解わかればいい」

　ハーツはそう言って、剣を鞘さやに戻す。

「……多分」

　ボソッと呟つぶやいたラキスを、ハーツは思いっ切り蹴飛ばした。

「なるほど……ロイヤル・ハーツというのは偽ぎ名めいで、本名を言われようとすると怒おこる。と……」

　その時、そんな呟きがどこからともなく聞こえ、ラキスとハーツは顔を見合わせた。

「今の、お前か？」

「違う。何か、テーブルの下から聞こえてきたみたいだったけど……」

　二人がテーブルの下を覗のぞくと、そこに、器用に隠かくれて、何かメモをしている少女の姿があった。

　年の頃ころは15か16。幼おさなさの多分に残る顔立ちは、可愛かわいいという表現が良く当てはまり、クリッとした大きな目と、額ひたいに付けているバンドエードが可愛らしさを強調している。

　華きや奢しやな体つきで、黒く長い髪かみの毛を後ろで一つに束ねているその少女は、ラキス達に見られているのにも気付かず、一心不ふ乱らんにメモをとり続けている。

「それと、ラキスさんは変な人で、壊こわれると暴ぼう走そうする。と……」

「何だか、失礼な事言われてるんだけど……」

「事実だろうが」

　顔を引きつらせるラキスに、ハーツが冷たく言い放つ。

「えっと、それから……」

　そう言って、メモから視線を上げた彼女は、顔を引きつらせたラキスと視線を合わせ、目をパチクリ。

　ふと横を見て、苦く笑しようしているハーツと視し線せんを合わせ、再ふたたびパチクリ。

　しばし沈ちん黙もくして……

「何か、見つかってしまっているじゃないですか～！」

　何やら少し間の抜ぬけた悲鳴を上げて、慌あわてた様子で身を起こした。

　大きないい音をさせて、テーブルが震ふるえる。

「あぎゃぎぐげがご……」

　意味不明の呻き声を上げて、頭を押おさえてのたうち回る。

「何だ、これ」

「さ、さぁ……」

　少女をこれ呼ばわりしたハーツに、ラキスは笑みをひきつらせて首を傾かしげる。

「痛いたいよ～……でも、こんな事で挫くじけちゃいけない……あたしを信しん頼らいして大たい任にんを任まかせてくれた局長に応こたえるためにも、帝てい国こくの明日のため、ひいては子ども達の明日のためにも、挫けちゃいけないんだ……よ～し、頑がん張ばろ～。お～！」

　何やら一人で気き勢せいを上げ、握にぎり拳こぶしを天に突つき上げようとしたその少女は、再びテーブルの下面に頭と拳をぶつけて悶もん絶ぜつする。

「面おも白しろい奴やつ……ラキスに匹ひつ敵てきするな」
















「あたし、別にドジじゃない……」

　ニヤニヤ笑みを浮かべるハーツに、ラキスは憮ぶ然ぜんとした表情を向けた。

「うくく……挫けるもんか……」

「ストップ。同じ事を繰くり返さないで、とにかくそんな所から出て来て」

　頭を押さえて大きな瞳ひとみに涙なみだを浮かべる少女に、ラキスは苦笑を浮かべて手て招まねきする。少女はそれに不満そうにしつつも、何やら観念した様子でテーブルの下から這はい出てきた。

「あたしの完かん璧ぺきな潜せん伏ぷくを気付かれるなんて……悔くやしいですけど、さすがです……」

　少し落ち込んだ様子でそう言う少女に、ラキスは苦笑を浮かべる。

「えっと……気にしないで、あなたの事に気づけたのは、単に偶ぐう然ぜんだから」

「限かぎりなく必然に近い偶然だがな」

　ボソッと呟くハーツの足を、ラキスは思いっ切り踏ふみ付けた。

「多分あなたも私達の仲間なんだと思うんだけど、名前を教えてもらえないかな？」

「えっ！　何で、どうしてその事が解わかったんですか？」

（だってさっき、使命がどうとか、局長がどうとか言ってたもの）

　内心苦笑を浮かべるラキスは、しかしそんな事を少しも表情には出さず微笑ほほえむ。

「何となく……かな。判わかるの。お互たがいを結びつける運命みたいなやつが。さっきあなたの事に気づけたのも、多分それが原げん因いんだと思う」

「お～お～適てき当とうな事を。まったく、さっきまでトチ狂くるってピィピィ泣いていた奴が、急にお姉さん気取りだ……」

　ボソッと呟くハーツのすねを、ラキスが思いっ切り蹴け飛とばす。

「ラキスさんすご～い。あたし感動しました」

　その少女は、素す直なおにラキスの言葉に感かん激げきし、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向ける。

「あたし、帝てい国こく情じよう報ほう局きよくから選出された、メルフィ・アンブラッドです。帝国情報局直ちよく属ぞくのエージェントだって事は、言っちゃいけない事になっています」

　そう言ってメルフィは、ニッコリ笑みを浮かべた。
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　もっとも、メルフィのように優秀な能力を有しながらその様な性格をしているというのは希である。ほとんどの者はその性格故に能力を開花できず、『草』となるのが普ふ通つうだからだ。情じよう報ほう局きよく幹かん部ぶにとっては頭の痛いたい存在ではあるが、それ故に可愛かわいくもある。そんな彼女の立場は、情報局直ちよく属ぞくの特とく殊しゆエージェントである。

　対外的には直属のエージェントとして扱あつかわれ、立場上は彼等と同格であるが、他のエージェント達のような権限はなく、重大な国家機き密みつに関わるような仕事をしているわけでもない。彼女の仕事は、莫大な組織運営資し金きんの足しにするための営利営業をすることだ。

　とは言っても暗黒組織から上じよう納のう金きんを回かい収しゆうする仕事（実際に、その様な仕事をする人もいる）でも、情報局特とく製せいマンジュウを売る仕事（実際に売られているが、それは情報局が雇やとっている一般職員の仕事だ）でもない。彼女の仕事は、貴き族ぞくや有力商人等が持ってくる、浮うわ気き現げん場ばを調ちよう査さするとかいう情報局にとってはどうでもいいことで、故に情報がなく、実際に足で調べるしかないような依い頼らいを、高こう額がくの報ほう酬しゆうと引き替かえに調査することだ。情報局にとってはどうでもいいことだが金にはなるし、その様なくだらないことの中から、重大事じ件けんの解かい決けつにつながるような情報が出てこないとも限かぎらない。それにこの様な平和的な仕事をしている限り、彼女の性格的な問題が災わざわいするというミスも起こらない。

　これまで彼女が担たん当とうした仕事は、浮気調査からいなくなった子こ猫ねこの捜索まで多種多様だが、それによって得た利り益えきは、彼女自身に払はらわれる給料と比ひ較かくして多少プラスになっているのだから、まあ、役に立っていると言えなくもない。

　そんなメルフィが帝国情報局を代表する者として選ばれた裏うらには、帝国情報局局長アルバート・ゲイツの、苦く悩のうの選せん択たくがあった。

　今回の件けんを機会に不ふ穏おん分子を一いつ掃そうするつもりであるゲイツにとって、この使命は失敗に終わらなければならない。しかし皇帝に忠ちゆう誠せいをつくすために、派は遣けんするエージェントには全力を尽つくしてもらわなければならない。二心有りと、少しでも疑うたがわれる事があってはならないのだ。それ故、本当に優秀なエージェントを派遣する訳にはいかない。彼等は優秀であるが故、この任にん務むを成功させてしまう危き険けんがある。

　苦悩の中でゲイツは、直属の優秀なエージェントが情報活動で本部にいない事実を盾たてに、今本部にいる情報局直属のエージェントを派遣することを決定する。それが、メルフィ・アンブラッドだった。彼女を派遣することで任務の失敗を画かく策さくすると共に、ゲイツが可愛がっている部下を派遣することで、皇こう帝ていに対して誠せい意いを見せたのだ。

　そのゲイツは、自分の執しつ務む室しつにメルフィを呼び出した。

「これは重要な任務だ。しかしお前なら、きっと成し遂とげられると俺おれは信じる。頑がん張ばれよ」

　ゲイツは、他の者には決して見せない優しい笑みを浮かべてメルフィに言った。

　自分の思おも惑わくを一いつ切さい話さず、純じゆん粋すいにこの任務を成功させるようにメルフィには説明している。そのゲイツの言葉をまったく疑うたがわず、メルフィはその大きな瞳ひとみを輝かがやかせる。

「はい。頑張ります」

　握にぎり拳こぶしをつくってそう答えるメルフィは、初めて任される重大任務に、少し興こう奮ふんしている様子だった。

「よ～し、頑張るぞ～。お～！」

　そう言って、拳を天に突つき上げて出て行こうとするメルフィに、ゲイツは苦く笑しようする。

「メルフィ。出口はあっちだ」

「え？」

　窓まど枠わくに足を掛かけたメルフィが、キョトンとした表情でゲイツに振ふり向く。

「でも、重大任務を受けたエージェントは、窓から出入りしなきゃいけないって噂うわさが……」

「そんな噂を誰だれから聞いたのかは知らないが、全くのデマだから、ちゃんと扉とびらから出て行きなさい」

「なんだ……デマなんだ……」

　何な故ぜか少しガッカリした表情をして、照れ笑いをしながら扉の方に移い動どうする。

「それじゃ、行って来ます！」

　そう言って、勢いきおい良く手前に引いた扉に自分の頭をぶつける。

「うくく……」

　大おお粒つぶの涙を浮かべて、額ひたいを押おさえてうずくまったメルフィの姿すがたに、思わずゲイツも額を押さえる。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫です……」

　そう言いながらメルフィが、すりむいた額にバンドエードを張はり付ける。

「それじゃ、今度こそ行って来ます」

「ああ、そうだ。メルフィ、その服は着替えて行きなさい」

　開いた扉の向こうに消えようとしたメルフィに、ゲイツは思い出したように声を掛ける。

「えっ？」

　そう言って見下ろしたメルフィの服ふく装そうは、どこかの忍しのび辺りが着ていそうな黒くろ装しよう束ぞくだ。

「でも、エージェントは、任務の時はこの格かつ好こうじゃないといけないって……」

「今までどんな噂を聞いてきたのか知らないが、それもデマだから着替えて行きなさい」

「なんだ……デマなんだ……」

　今度は、心底ガッカリした表情をする。

「……一いち応おう訊きくが、他にどんな噂を聞いた？」

　そう訊たずねるゲイツにメルフィはしばし考え、

「えっと……任務の間は、日の当たる所に出てはいけないとか……」

「デマだ」

「任務の間は、本名を明かしてはいけないとか……」

「場合にもよるが、デマだ」

「ニンニクを食ってはいけないとか……」

「もういい。今まで聞いていた噂は全部噓うそだから、今までの任務どおりにやりなさい」

　頭ず痛つうを感じて額を押さえながら言ったゲイツの言葉に、メルフィは何やらひどく落らく胆たんした様子で項うな垂だれた。

「そんな……せっかくこれまで努力してきたのに……」

　一体どんな努力をした。

　思わずそう突っ込みそうになるのを、ゲイツはかろうじて飲み込み、メルフィに優やさしく微笑ほほえむ。

「よく聞きなさいメルフィ。エージェントにとって一番大切な事は、何を差し置いても任務を成功させることだ。そのためには何かをしなければいけないとか、何かをしてはいけないなんて事はない。その場において必要とされる、有りとあらゆる手しゆ段だんを用いて任務を遂すい行こうすればいい」

「そんな……それじゃ、今までの任務と代わり映ばえしない……」

「だから、今までと同じ様にやれと言ってる」

　苦笑するゲイツに、メルフィは大きなため息を吐つく。

「そんな……せっかく張り切ってたのに……」

　何に対してそんなに張り切っていたのやら……。

「やる事はこれまでの任務と変わらなくても、その任務の重要性は、これまでとは違う。帝てい国こくの未来はお前の働きにかかっているんだ。頑張れよ」

「はい！」

　ゲイツの言葉に、メルフィは嬉うれしそうに瞳ひとみを輝かがやかせる。

「よ～し、頑張るぞ～。お～！」

　再ふたたび拳を天に突き上げて、メルフィは気合いを入れ直して執務室から出て行った。

　そのメルフィが出て行った扉を見つめながら、ゲイツは密ひそかに苦笑を浮かべる。

（頑張れよ、か……俺としたことが、本気でそう思ってしまうとはな……）

　この任務を失敗させるために、わざとメルフィを選んだのだ。それなのに、メルフィがこの任務を成功してくれればいいとつい思ってしまう自分に、自じ嘲ちようの笑みを禁きんじ得ない。

「出来ることなら、無事に帰ってきて欲ほしいものだ……」

　ゲイツのその呟つぶやきは、誰にも聞かれることなく消えていった。
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　探たん究きゆう者しやと呼よばれる者達がいる。

　先せん祖ぞ代々各地の秘ひ境きようを探たん索さくし、世界の謎なぞを追い求める者達である。彼等が追い求めるのは純じゆん粋すいな知ち識しきであり、行動は同じでも富とみや名めい誉よを求める冒ぼう険けん者しやとは異ことなる。そしてその起き源げんは神話の時代までさかのぼるとされる。

『かつて人々と神々が共にあった時代、世界は平へい穏おんであった。魔ま王おうはそれを嫉ねたみ、憎にくしみ、反旗を翻ひるがえして神々を次元の狭はざ間まに追放し、その巨きよ大だいな魔力で世界を支し配はいせんと欲ほつする。されど、次元の狭間に追放された神々の中の三神が人類に託たくした三つの希望が、魔王の浅ましき野望を阻はばむ。一つは神しん剣けんエーデルハント。一つは魔を駆く逐ちくする魔法。最後の一つは知ち恵えの力。力を託たくされた三勇者は、魔法の力で魔を退しりぞけ、エーデルハントで魔を滅ほろぼし、知恵の力で魔界の道を切り開き、ついには魔王を滅ぼした。なれど魔王を滅ぼした後も神々は次元の狭間から帰って来ることは叶かなわず、人々はそれぞれ信しん奉ぽうしていた神の単位でいくつもの部族に分かれ、次し第だいに争うようになるのである。かくして神話の時代は終わり、人間の歴史が始まった』

　大陸各地で語り継つがれる伝説である。

　あらゆる記録には残されておらず、三人の勇者の名も各地方により異なり、正せい確かくな事は判わからない。おそらくただの伝説であろうというのが現げん在ざいの歴史家達の見けん解かいである。その時の知恵を授さずかった者の子し孫そんが現在の探究者であるとされるが、根こん拠きよはどこにもない。しかしながら、古いにしえより探究者と呼ばれる者達が存在してきたことは紛まぎれもない事実である。

　プロペティア帝てい国こくの建国大帝ピエールは、その探究者に注目した。

　一代で帝国を建国し、当時少数民族単位の国家が乱らん立りつして覇はを争っていた大陸中央部の周辺諸しよ国こくを次々と制せい圧あつしていった彼は、同時に二つの勢せい力りよくを敵てきに回すという愚ぐを冒おかさず巧たくみな外交政せい策さくを展てん開かいした。その彼の外交政策を支ささえていたのが、数多く雇やとい入れ周辺諸国の情じよう報ほう収しゆう集しゆうに当たらせていた探究者達である。その帝国創そう成せい期きの政策は今日にも引き継がれており、自前の情報機関である帝国情報局が設せつ立りつされた今でも、外がい務む省しようでは数多くの探究者が雇われている。

　もっとも、現在の彼等の役目は、主に大陸全土の地図作さく製せいである。

　急速に拡かく大だいした帝国は、今だその自じ領りよう内ないですら、完全に地理を把は握あくしきってはいない。周辺諸国を征せい服ふくしていった際さいに帝国に降こう伏ふくした旧きゆう王家などの大貴き族ぞく達は、意図的に自じ領りよう内ないの地理を隠かくし、帝国に対し虚きよ偽ぎの報告をする。まして表向きは友好を保たもっているものの、帝国に対して強い敵意を持つ諸外国ではなおさらである。その様な場所に潜せん入にゆうし、地理を始めとする数々の情報を調ちよう査さすることが外務省に雇われている探究者の職しよく務むであり、いわば外務省子こ飼がいのエージェントであると言える。もっとも外務省に仕つかえる者は帝国内にいる探究者の総そう数すうから見るとほんのごく一部であり、その職務は極ごく秘ひ事じ項こうで世せ襲しゆうされないため家族すら知らず、誰がそうであるのか判はん別べつするのは極きわめて困こん難なんである。

　そんな栄光に満ち、かつては人々の敬けい意いを受けた探究者であるが、現在では一いつ般ぱん探究者の社会的地位は低下していた。

　皮肉にも帝国が発はつ展てんして治安が安定し、文化レベルが発達するにしたがって、彼等はその蓄たくわえた知ち識しきを売って生計を立てねばならなくなったのである。現在賢けん者じやと呼ばれる施し政せい者しや達の相談人は、そのとき知識の売り方に成功した探究者の子孫がその大半を占しめる。現在皇こう帝ていオーウェル二世の信任厚あつい筆頭書記官ライナスなどもその例である。しかし大半の探究者はそれに失敗した。彼等は、経けい済ざい的てきに裕ゆう福ふくになった大商人や権力者達の、娯ご楽らくとしての旅の案内人を務つとめたのである。確たしかにそれは楽で実入りの多い仕事ではあったが、その代だい償しようとして彼等は誇ほこりを失い、結果としてその地位を失しつ墜ついさせてしまったのである。

　ラキス達三人がいるホテルの待合室に向かっている真ま面じ目めそうな青年……外務省が今回の任務の案内人として雇った20歳になったばかりのグレン・フォードもまた、その様な旅行代理人かガイドかと言った職業を生なり業わいとする探究者である。

　代々受け継つがれてきた知識と秘伝の地図を頼たよりにし、冒険者や観光客相手に道案内をする……確かに本来の探究者からすれば堕だ落らくかも知れない。しかしグレンはこの仕事に誇りを持っていた。それは、亡なき父の残した偉い業ぎようのおかげである。

　グレンの父エーデル・フォードは、又またの名を『マスター・ロード』とも呼ばれ、若わかい頃ころは冒険者と共に数々の秘ひ境きようを探索し、伝説にその名を刻きざんだ人である。本物の探究者として絶ぜつ賛さんを受ける父の生き様は、同じ様な境遇の探究者にとっては希望であった。グレンもまた、父に憧あこがれて探究者を志こころざしたのである。

　とは言っても、いきなり大秘境探索に旅立つような度ど胸きようはない。旅の案内人を務めながら、いつの日かと夢ゆめ見みているにすぎなかったのである。そんなグレンの元に届とどいた一通の手紙……外務省からの仕事の依い頼らいが、グレンの運命を大きく狂くるわせることになった。

　軽い気持ちで外務省本部のある青せい龍りゆうの塔とうに向かったグレンを待っていたのは、重じゆう鎮ちん五大老にして帝国の外交を一手に担になう外務省長官ゲイリー・カーターその人だった。

「懐なつかしいな……君の父エーデルは、かつて私の直属の部下だったのだよ」

　そう言って、まるで見る物を射い抜ぬくような眼がん光こうを備そなえた目を細めたカーターは、40代前後の、瘦そう身しんの男であった。身長もそれほど高くない。決して派は手でな出で立ちをしているわけではなく、様々な細工が施ほどこしてはあるものの、どちらかと言えば地味で実務的な服ふく装そうだと思えた。しかし言葉の端はし々ばしに感じられる揺ゆるぎない自信……その仕草から感じられる威い厳げん……その双そう眸ぼうから発せられる鋭するどい眼光……この男からは、偉大であった父が、時折漂ただよわせたのと同じ匂においが感じられた。

「君はこれより私直属の部下となる。これからはそのつもりで話させてもらおう」

　緊きん張ちようのために喉のどを枯こ渇かつさせたグレンに、カーターは言葉を続けた。

「君はこれから五大老が選出した者達と同行し、陛へい下か勅ちよく命めいの任にんに着く。この使命は我われら五大老の総そう意いにより失敗することが決定付けられているが、問題はその失敗の仕方にある」

　帝国の重大機密が語られようとしている……グレンは直感し、無理矢理唾つばを飲み込む。

　そのグレンに射抜くような視し線せんを向けながら、カーターはゆっくりと言葉を続けた。

「他の五大老……帝国情報局局長のアルバート・ゲイツや、中央騎き士し団だん長ちようのエセルバート・クロイツ等は、おそらく今回の勅命を利用して国内の不ふ穏おん分子を一いつ掃そうしようと画かく策さくするに違ちがいない。しかし私は、現在の帝国を取り巻まく状じよう況きようでそれをするのは時期尚しよう早そうと思っている。確たしかに帝国の力は強大だが、今全すべての諸しよ外国を敵てきに回せば勝ち目はない。そして、いつ諸外国が帝国に対する共同戦線を張はってもおかしくない状況にある。この様な状況で国内の不穏分子を一掃すれば、火に油を注ぐ結果になるかもしれん。また帝国に降こう伏ふくした旧きゆう王家の大貴族達を一掃すれば、今後帝国に下る勢せい力りよくがなくなる可か能のう性せいもある。今は武ぶ力りよくによる大陸統とう一いつを急がず、外交手しゆ段だんで敵対勢力の弱体化を計る時期にあるのだ。そのためこたびの勅命は、陛下の御み心こころを傷きずつけない形で、なおかつ国内の大貴族や諸外国を刺し激げきしない形で終わらねばならん。そこでグレンよ、お前の任務は彼等と同行して彼等の邪じや魔まをすることにある。外務省としては勅命の使命に難なん航こうして一向に進しん展てんしなくなり、そのまま何年も経けい過かした後、陛下がこの事をお忘わすれになった頃ころに失敗の報ほう告こくをするような事じ態たいになるのが一番好ましい」

（何だ？　一体僕ぼくは何に巻まき込こまれようとしているんだ？）

　内心冷や汗あせをたらしながら、グレンは必死になって頭を回転させる。

「なぜ、そんな任務を僕に……」

「お前には父の名声がある。これは陛下を満足させ、他の五大老の目を欺あざむくのに都合がよい。お前は私の出す指し示じに従したがって行動すればよいのだ」

（落ち着け、落ち着くんだ。とにかく今は、この場から無事に生せい還かんすることを考えないと……）

　そう考え、カーターの話が終わったらしいことを確かく認にんして頭を下げ、その場を立ち去ろうとしたグレンをカーターが呼よび止める。

（しまった！　何か気に触さわることでもしたのか！）

「一つ、重要な事を言い忘わすれていた。お前達のリーダーになる、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんのラキス・フレーバーという小こ娘むすめに注意を怠るな」

「……ラキス・フレーバー……」

　グレンは安あん堵どのため息を吐ついて、小さく呟つぶやく。

「そうだ。その者の師、筆頭宮廷魔術師のゼラーエフ師は、食わせ物ばかりの五大老の中でも特に食わせ物だ。その思おも惑わく、時として我ら五大老でも読めぬ事がある。今回の事もそうだ。その娘、色々と問題を抱かかえてはいるが、それらを補おぎなって余あまりあるほど有能な者だという報告が来ている。あの古ふる狸だぬきが何を考えてその様な人物を選出したのか解わからんが、用心するに越こしたことはない。場合によっては、不幸な事じ故こに遭あってもらうことになるかもしれん。くれぐれも監かん視しを怠ってはならん」

「……解わかりました」

　そう返事を返し、グレンはその場を立ち去った。

　そんな事があったのが三日前のこと。今彼は、ラキス達と待ち合わせしているホテルに向かっている途と中ちゆうだった。

（ラキス・フレーバーか……どんな人物だろう……カーター様は小娘と言っていたけど、宮廷魔術師なんだから僕より年上なのは間違いないな……カーター様からすればまだ小娘と言うことであって、実際は娘と呼ばれる年ねん齢れいじゃないはず……多分25歳さいくらいなんだろう。色々問題を抱えているって言っていたけど……）

　まだ見ぬラキスの人物像をあれこれと想そう像ぞうしながらホテルの待合室に着いたグレンは、明らかに自分より年下だと判わかるクリッとした瞳ひとみの少女と話をしている、深しん紅くの宮廷法ほう衣いを着た人物を発見した。

（……若い。僕より年下かも……）

「へ～、メルフィ、帝てい国こく情報局直ちよく属ぞくのエージェントなんだ」

　感心した様子でそう言う彼女に、メルフィと呼ばれた少女が、その大きな目を見開く。

「ど、どうしてその事が判ったんですか？」

「……えっと……何となく、かな？」

「突つっ込こめよ、自分でその事をバラしたって」

　ソファーに座すわってボソリと呟く騎士団の服装をした大きな男の足を、その女じよ性せいは顔に笑えみを浮うかべて蹴けっ飛ばした。

（あ、性せい格かくは悪いかも……）

　しかし想像していたよりまともそうだ。何となく拍ひよう子し抜ぬけした気持ちで、グレンは彼女に声をかけた。

「もしかして、君がラキス・フレーバー？」

「そうだけど……あなたは？」

　グレンの問いにその女性は少し戸と惑まどいながらも、笑みを浮かべて答える。

（やっぱり、この人がラキス・フレーバー……。本当にこの娘が、カーター様が気にかけるほどの要注意人物なんだろうか……？）

　欠点を補って余りあるほど優秀な者……カーターはラキスをそう表現した。なるほど、その瞳の奥おくに光る眼がん光こうは彼女が知的であることを表に現あらわしてはいる。この年齢で既すでに宮廷法衣を身に着けていることも、彼女がただ者でないことを示すだろう。しかし想像していた人物像とはかけ離はなれており、そのイメージとのギャップがグレンを戸惑わせる。

　彼女からは匂におわないのだ……父やカーターなどの切れ者が発する、一種独どく特とくの匂いを。

（買い被かぶりすぎなんじゃないだろうか……それでも一いち応おう用心しておいた方がいいな……）

　内心の思いを表に現さず、グレンはラキスに笑みを返して右手を差し出す。

「僕はグレン・フォードです。今回外がい務む省しようから雇われて案内人を務めることになりました。よろしくお願いしますよ」

　グレンの自じ己こ紹しよう介かいにラキスの笑みから戸惑いの色が消え、少し親しげな笑顔に変わってグレンの右手を握にぎり返す。

「こちらこそよろしく。本当はあたし一人で充じゆう分ぶんなんだけど、一応期待しとくね」

　さわやかにプライドを傷きず付つけるラキスの一言に、グレンの笑みが引きつった。

「ラ・キ・ス・さん？」

　異い様ように低い声を出したグレンに、ラキスが戸惑いの表情を見せる。

「あれ？　冗じよう談だんなんだけど……面おも白しろくない？」

　一いつ瞬しゆん流れる沈ちん黙もく。

「昔からその傾けい向こうはあったが、お前の冗談は、ますます磨みがきがかかって笑えんぞ」

「うわ、ひど。そりゃハーツの本名よりは笑えないかも知れないけどさ……」

　何やら落ち込んだ様子で拗すねるラキスに、グレンは自分が笑えばいいのか怒おこればいいのか判らず、複ふく雑ざつな表情のまま固まった。

（もしかして……問題って性格的なもの？）

　ハーツに蹴け飛とばされるラキスを見ながら、何やらとんでもない人と出会ってしまったんじゃないかと、自分の行く末が不安になるグレンであった。
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　内務省のある白びやつ虎この塔とう。この塔にある執しつ務む室しつで、内務省長官ハロルド・ブレッセンは、自分の机つくえの上に積み上げられた書類の山を見み詰つめて苦り切った表情をしていた。

「まったく目め敏ざとい奴やつ等らだ。何ど処こから情報を仕入れたのやら……」

　ブレッセンの呟つぶやきに、書類を持ってきた事務次官が答える。

「側近達が倒たおれてから復ふつ活かつするまでの一日間、情報規き制せいが緩ゆるんだことが原げん因いんかと」

「ふむ……確たしかにその間、様々な噂うわさが流る布ふしたことは事実だが、しかし、それだけではないな……」

　そのブレッセンの言葉に、内務次官が頷うなずく。

「確かに、この様な極ごく秘ひ事じ項こうまでが漏もれたとなると、これは単に噂が漏れた程てい度どでは済すみませんな……重要な地位を占しめる何者かが、故こ意いに情報を流したと見るべきでしょう。極秘裏りに、調ちよう査さをする必要が有ります」

「その件けんにつきましては、既に帝てい国こく情報局との合同調査が進められており、数日中に結果を報告できると思います」

　観察次官の言葉に、ブレッセンが頷く。

「その件はそれでよい。問題は、この書類の方だ」

　ブレッセンは一番上に置いてあった書類を持ち上げ、事務次官に視線を向けた。

「神しん殿でん関係施し設せつからの抗こう議ぎ文ぶんは、これで全すべてという訳ではないのだろう？」

「はい。ここにお持ちしたのは、大陸各地に存そん在ざいするそれら施設の中で、主要な地位を占める27の神殿からの、公式の抗議文だけを選別した物です。陛下が勅ちよく命めいをお出しになってから五日目より、公式、非ひ公式、個人、組織を問わず、内務省に様々な抗議文が寄よせられています。そのあまりの量に、事務局機能が一時麻ま痺ひするという事態に陥おちいりました。責せき任にん者しやの一人が過か労ろうで倒れたという被ひ害がいも報告されています。現在人員を増ぞう員いんしてこれに当たらせていますが、しばらくは通つう常じよう業務に戻れる見込みがありません」

「まったく、厄やつ介かいなことだ……」

　ブレッセンは手に持った書類を机つくえの上に放ほうると、腕うで組ぐみをして、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　エベルシア大陸には様々な宗しゆう教きようが存在するが、もっとも勢せい力りよくの強いのが、人間に三つの力を託たくしたとされる三神を祭った『三さん神しん聖せい教きよう』である。

　大陸各地に神殿があり、数多くの信者を抱かかえる三神聖教の総そう本ほん山ざんアグフィール大神殿は、三神が人間に力を託したとされる地に一番近い、この帝都内に存在する。何な故ぜ、三神が力を託した地に存在しないかというと、そこにはルグザーク大宮殿があるからだ。

　この両者の位置関係は微び妙みような両者の勢力関係を物語っており、その歴史は、戦せん乱らんの時代に帝国を建国したピエール大帝の建国宣せん言げんに端たんを発する。

　帝国の基き礎そ教育期間における教科書の記き述じゆつより、建国宣言の一部を抜ばつ粋すいしよう。

『我われ々われ人間は、神々の手よりこの大陸の統とう治ちを託たくされた。しかるに、今の我々の状じよう況きようはどうであろう。隣りん人じんを憎にくみ、神を信じる者同士が傷きず付つけ合い、いがみ合う。これが、神々に対して、胸むねを張はって現状を報ほう告こくできるような状況であろうか！　【中略】我々人類は、まだ歩き始めたばかりの幼よう児じである。親たる神々が不在の今、その幼児を護まもり、育て、導みちびくべき、親代わりの兄の存在が必要なのだ！　我ピエールは、神々が人類に未来を託したこのプロペティアの地に帝国を建国するにあたり、人類の良き兄たらん事を宣言するものである！』

　この建国宣言は、帝国の皇こう帝ていが、神に代わって、神の代わりとして人類を統治することを宣言したものである。当然これに反発した周辺諸しよ国こくを、ピエールは三つの力を示しめして、これをねじ伏ふせたという。一つ目は、強力な軍隊による剣けんの力。二つ目は、組そ織しきされた魔ま法ほう使つかい達と神官達の魔法の力。三つ目は、外交政せい略りやくによる知ち恵えの力である。

　この時ピエール大帝を支し援えんした宗教勢力が、当時各地に潜せん在ざい的てきな信者を多数抱えながらも、確かつ固ことした勢力基き盤ばんを持たなかった三神聖教であった。帝国の発はつ展てんの歴史は、そのまま三神聖教の発展の歴史でもある。

　しかし、プロペティア帝国の国教は三神聖教ではない。宗教団体としての体てい裁さいは持っていないものの、神に代わって人類の兄たらんとする皇帝……いわば、現あら人ひと神がみに近い思想こそ、プロペティア帝国の国教と言える。プロペティアの民……特に身分の低い階かい層そうの者達は、実際に自分達に恩おん恵けいを与あたえ、身分を問わず能のう力りよくの有る者を登用する制せい度どを布しく帝国の思想を支し持じした。それに対して三神聖教は、貴き族ぞく階級……とりわけ旧きゆう他国王家である大貴族達の間に支持層を伸のばし、大貴族達の領りよう民みんの中に信者を増ふやした。

　表向きこそ三神聖教は皇帝を支持し、三神聖教の教典の延えん長ちよう上じように帝国が有るという体てい裁さいをとってはいるが、その実、勢力の逆ぎやく転てんを謀はかる大貴族達を利用し、帝国の国教として確固たる地位を築きずかんと、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているのだ。もちろん大貴族達も、そんな三神聖教の思おも惑わくなど承しよう知ちしている。知った上で利用しようとしている。

　今回の抗議文は、表向きはあくまで神剣であるエーデルハントを、包ほう丁ちようにしようという行為に対する抗議だ。しかしこれまで内ない務む省しよう長官として、その両者の思惑と戦ってきたブレッセンには解わかる。三神聖教と大貴族達が、今回の勅命を機に自分達の野望を果たそうと、既に動き出しているのだと。

　それを如によ実じつに現あらわしているのが、この抗議文の執しつ拗ようさである。

　皇こう帝ていの勅命直後、ブレッセンは抗議文が内務省に集められる直前に消去するように手を打っていた。それにもかかわらず、内務省に抗議文が殺さつ到とうしているのである。

　ブレッセンが打った手が効こう果かを現さなかった訳わけではない。事実、莫ばく大だいな量の抗議文が水みず際ぎわで差し押さえられている。今殺到している抗議文は、正式な手順を踏ふまず、裏うらルートで内務省内に押し寄せているのだ。その手口は巧こう妙みようで、明らかに貴族勢力が裏から手を回しているに違いなかった。

「今回の勅命の中で神剣に関する事のみがこれほど流る布ふしたことは少々解げせんが、いずれにせよ奴やつ等らには、皇帝陛下がこの大陸における絶ぜつ対たい権けん力りよく者しやであることを、もう一度思い知らせてやる必要が有る」

　そのブレッセンの言葉に、部屋にいる次官達が黙だまって頭を下げ、それぞれの行動を開始するために執しつ務む室しつを退たい出しゆつして行った。

　しかし一人だけ執務室に居い残のこり、太ふて々ぶてしい態たい度どで座すわっている男がいた。

　その男は、明らかに次官ではなかった。

　その屈くつ強きようそうな体付きから判はん断だんするに、年ねん齢れいは30代前半であろうか。その格かつ好こうは、旅の傭よう兵へいか冒ぼう険けん者しやといった出で立ちである。

「嫌いやだね～。黒い腹はらと黒い腹同士の陰いん謀ぼう劇げき。これだから、ここは俺おれの性しように合わねえんだ」

「ぬかせ」

　ニヤリと惚とぼけた笑えみを浮うかべた男に対して、ブレッセンも笑みを返す。

「貴様の方が、俺なんかよりもずっとこの席が似に合あうはずだぞ。どうだ、今からでも遅くない、俺の代わりに、この席に座らんか？」

「ご冗じよう談だんを」

　男は人を食ったような調子で肩かたを竦すくめてみせる。

「俺には、お嬢じようちゃん達の遠足の相手をしているのが性に合っているのさ」

「その遠足の件けんだがな……今は俺にも、どのような結果に導みちびけば、帝国にとって一番良いのか判断できん。おそらく状況の変化によって、一番良い結果も変わってくるはずだ。大貴族達の思おも惑わく……三神聖教の思惑……他の五大老達の思惑……様々な思惑が入り組み、様々に状況が変化する。しかも、こんな所に座って指し示じを出していたのでは間に合わないほど早く。だから、貴様に遠足の件は任まかせる。頼んだぞマイルズ」

　その言葉に、マイルズと呼ばれた男は、また肩を竦めた。

「任されましょっ。ま、君は、腹黒い狸たぬき達を相手に、せっせと陰謀劇の脚きやく本ほんでも書いていてくれたまえ。頑がん張ばれや、ハロルド」

「ぬかせ」

　無礼なことを言ったマイルズに、しかしブレッセンは笑みを浮かべた。

「さて、俺はお嬢ちゃん達の顔を拝おがみに行ってくるか」

　マイルズはそう言って椅い子すから立ち上がり、壁かべに立て掛かけてあった、人の身長ほどの大きさは有ろうかという大たい剣けんを背せ中なかに背負った。

「マイルズ……俺はたまに、貴様の生き方を羨うらやましく思うことがあるよ」

　部屋から出ていこうとするマイルズに、ブレッセンは少し寂さびしそうな目を向けた。

「帝国の重じゆう鎮ちんたる五大老の貴方あなた様にそう言っていただけるとは、光栄の至いたりですな」

　そう言ってブレッセンに振ふり向き、わざとらしく大おお袈げ裟さに宮きゆう廷てい式しきの礼をするこの男こそ、内務省が雇やとったベテラン冒険者マイルズ・キュベルウィンである。

　その内務省が掲かかげた看かん板ばんに偽いつわりがあることは、もはや疑うたがう余よ地ちはない。
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　マイルズが自じ己こ紹しよう介かいをした途と端たん、突とつ然ぜんラキスが頭を抱かかえてテーブルに突つっ伏ぷした。

「ない。全くバランスを考えてない。上の人達、本気で失敗させるつもりなんだ……」

「何だ、これ？」

　ラキスを指さして訊たずねるマイルズに、ハーツが肩を竦める。

「どうせまた変な事を考えて、一人でトチ狂くるっているんだろう。二、三発蹴けりを入れれば正気に戻もどる」

「……人を、壊こわれた玩具おもちやみたいに言わないで欲ほしいんだけど……」

　ため息混まじりにラキスがムクリと起きあがり、憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようをハーツに向ける。

「よく考えて。ここに集まっているメンバーに、神官とか僧そう侶りよとかいった神しん聖せい魔ま法ほうを使える人がいないのよ。これから危き険けんな任にん務むに旅立たなければいけないパーティに、どうして回かい復ふく魔法が使える人がいないのよ！」

「……当たり前だろうが」

「……へ？」

　間ま抜ぬけな表情で見つめるラキスに、ハーツは少し呆あきれたようにため息を吐ついた。

「今回の任務は様々な宗教の戒かい律りつに触ふれる。伝説の剣エーデルハントなんぞはその最さいたるものだ。そんな任務をする俺達に、宗教関係者が協力をしてくれると思うか？　少し考えれば解わかる事だろうが」

「それじゃ、あたし達はこれから、回復魔法なしで冒険しなくちゃいけないの……？」

「それどころか、霊れい薬やくなんかも嫌いやがらせで売ってくれんかもしれん。なにせここは、三神聖教の勢せい力りよくが強い所だからな」

　ハーツは苦く笑しようを浮うかべる。

　霊薬とは、神官なんかが回復魔法の力を込こめた聖水のことだ。酷ひどい重じゆう傷しようなんかには気休め程てい度どの効こう果かしかないが、軽い怪け我が程てい度どなら、この聖水を傷きず口ぐちに振ふりかければ、あっと言う間に完治してしまう。回復魔法を使える者が同行しない冒険者にとってこの霊薬は必要不ふ可か欠けつの物だが、問題は結けつ構こう高こう価かな物であることと、宗教関連施し設せつでしか購こう入にゆうできないことである。この帝てい都との宗教関連施設は全すべてに三神聖教の息がかかっており、その三神聖教の反感を買っている以上、帝都での霊薬の購入は困こん難なんだと思えた。

「いえ、実じつ際さい売ってもらえませんでした」

　ハーツの言葉に、グレンがため息を吐つきながら答える。

「どうやら既すでに、僕ぼく達たちの似に顔がお絵えが出回っているようです。準じゆん備びのためにあっちこっちまわりましたが、宗教関連施設は門前払ばらいをされました。それと、行ぎよう政せい側がわも非ひ協力的ですね。表立って邪じや魔まをされることはないですけど」

「……もしかして、帝都中の嫌われ者……何か既にピンチなんじゃ……」

　引きつった笑みを浮かべるラキスを、隣に座っていたメルフィが、その大きな瞳ひとみに疑ぎ問もん符ふを付けて首を小さく傾かしげながら見つめる。

「ラキスさんは回復魔法を使えないんですか？」

「あのねメルフィ……」

　素そ朴ぼくな疑問を尋ねるメルフィに、ラキスは自分が回復魔法を使えないことの理由を説明しようとして思い止とどまった。

　回復魔法の所しよ属ぞくする神聖魔法とラキスの使える魔法は、その根本的な違ちがいから相反する性せい質しつがあり反発する。その魔法法ほう則そくを基き礎そ知ち識しきを知らない者に解るように説明しようとすれば、六時間を超こえる講こう釈しやくになってしまう。それはさすがにラキスも嫌だった。

「えっと……要するに、使えないの」

　苦笑を浮かべて事実だけを言ったラキスに、グレンが小さくため息を吐く。

「まあ、仕方ないですよ。それよりもどうします？　この先何らかの回復手しゆ段だんは、きっと必要になってくるでしょうし……」

「その件けんだが、俺に良い方ほう策さくがある」

　マイルズがグレンに不ふ敵てきな笑みを向ける。その余よ裕ゆうの笑みに、グレンは少し驚おどろいた様子でマイルズに視し線せんを向けた。

「霊薬を手に入れるアテが有るんですか？」

　これまでいろんな手を試ためして霊薬を手に入れるのは無理だと判はん断だんしていたグレンは、驚きと共にショックの色を隠かくしきれない。探たん究きゆう者しやとしてこういった旅の前準備には自信もプライドもあるグレンである、その自分が見つけることの出来なかった手段をマイルズが見付けたことがショックだったのだ。

　そんなグレンにマイルズは、チッ、チッ、チッ、と舌したを打ちながら、器用に人差し指を振ふって見せる。

「怪け我がしないように、気を付けるんだ」

「なるほどそれは良い手ですね。それにあたしバンドエードをいっぱい持ってますから、もし怪我しても大だい丈じよう夫ぶです」

　思いっきりテーブルに額ひたいを激げき突とつさせて突つっ伏ぷしているラキス達三人を後しり目めに、無む責せき任にんなことを自信たっぷりに言い放ったマイルズに、メルフィが瞳を輝かがやかせて頷うなずいた。

「怪我をした時にどうするかって事を話しているの！」

「戦せん闘とう時じの怪我に、バンドエードでどうするつもりだお前は！」

　素す早ばやくダメージから回復して怒ど鳴なったラキスとハーツの剣けん幕まくに、メルフィは身を竦すくめ、マイルズは苦笑を浮かべて後ずさる。

「いや、その時はその時考えるって事で……」

「それじゃ遅おそいの！」

「バンドエード、役に立ちます……」

「そういうレベルの怪我の話じゃないだろうが！」

「……いない……この中に、僕以外まともな人がいない……」

　まだダメージから立ち直れず、テーブルに突っ伏したまま呟つぶやくグレン。回復できる人がいないとか言う前に、根本的な所で人選ミスだと思えてきた。

「と、とにかく、手に入らない物の事をあれこれ考えても無む駄だですね。僕が何とか代用品を見付けてみます。それよりも、これからどうするかを考えませんか？」

　グレンの目的から言えばこのまま混こん乱らんさせておけばいいのに、思わず話を先に進めようとしてしまうのは、真ま面じ目めであるが故ゆえの悲しい性さがである。

「僕達の使命は様々な物を集める事ですけど、行き当たりばったりで探さがすのではなく、どれから手を付けるのか、確かつ固ことした目的意い識しきを持って探す方がいいと思うんですよ」

「おっ、良い事言うね～。そうだな、龍りゆうを倒たおすっていうのも冒ぼう険けん者しやとしての心をくすぐられるが、それは最後にとっておこう。あと、エルフとかドワーフとかの持ち物を……ってのは面めん倒どうそうだからパス。後回し、後回し。やっぱり、伝説の武ぶ具ぐを集めるっていうのが冒険の醍だい醐ご味みだね～」

　どんな醍醐味なのかはよく判らないが、ともかくマイルズが頻しきりに頷きながら話を進める。それにハーツは相づちを打ちながらも、しかし小さく首を傾げた。

「確たしかに伝説を追うっていうのは冒険心をくすぐられるが、具体的にはどうやって探す？」

　そのハーツの疑ぎ問もんに返答したのはグレンである。

「考えたんですけど、それらの武具には大陸各地に様々な伝説が残っています。それらを実際に集めて、伝説の武具の在処ありかを探るっていうのはどうでしょう？　それに最初にどれっていうのを決めず、剣と盾たて、両方の伝説を追いかけるのが良いと思いますよ」

　グレンの意見にハーツとマイルズの二人が頷く。

　今回の勅ちよく命めいを成功させてはいけないという使命を受けた三人の思おも惑わくが微び妙みように重なり、トントン拍びよう子しに話が進んでいく。その三人の間でメルフィが頻りに頷いているが、まったく状じよう況きようを理り解かいしていないに違いない。

「それで最初の目的地ですが、帝てい国こく領りよう内ないのグランサス地方に伝説の盾の伝でん承しようがあるという話です。地理的に言ってもまずそこから向かうべきだと思うんですよ。それから……」

　おそらく綿めん密みつに練り込まれたのであろう計画を口にするグレンの言葉を、それまで黙っていたラキスが妙に低い声で遮さえぎった。

「……何言ってるの……帝都内で情じよう報ほう収しゆう集しゆうするに決まっているじゃない……」

　一いつ瞬しゆんその場を支配する沈ちん黙もく。

（しまった！　思っていたより賢かしこい！）

　綿密に計算された自分の計画が、今この瞬間崩くずれ去る音を確実に耳にし、グレンは内心で頭を抱かかえた。

　帝国領内どころか大陸中の情報が集まる帝都である。更には勅ちよく命めいを受けた身であり、望めば各省しよう庁ちようの極ごく秘ひ情報を見ることも可能なのだ。それらを調べれば、実際に足で調べるのの何十倍もの効こう率りつで望む情報を集められるはずである。だからこそ敢あえて、遠回りをさせようと誘ゆう導どうしていたグレンの思惑は、しかしラキスにあっさり見み破やぶられた。

　ラキスの能のう力りよくを過か小しよう評ひよう価かしすぎていた己おのれの愚おろかさを内心で呪のろうグレンを後目に、ラキスはパタパタと扇おうぎで扇あおぎながら、わざとそこに書かれた文字を三人に見せる。

「それと、最初に探すのは剣に決まっているじゃない。三神聖教がせっかく嫌いやがらせしてくれているんだから、こちらもちゃんとお返しをしてあげないと……これ、決定ね」

（……なにげに権けん力りよくを振ふりかざしてやがる）

　薄うすく笑うラキスに、ハーツは内心で呻うめき声を上げた。

　ハーツとしては、今回の勅命を成功させる必要など全くない。要はラキスの身の安全と軍部の利害が守れればよいのだ。その二つは相反するものではないと今まで考えていたのだが……目を見れば判る、どうやらラキスはこの使命を成功させたいらしい。

（この馬ば鹿か、自分の立場が解わかっているのか？）

　どうやら完全に相反しそうな二つの守るべきものに、両立させることの困こん難なんさを嚙かみ締しめて思わず目眩めまいを感じた。

「それと霊れい薬やくの件けん、あたしに考えが有るから任まかせてね」

　意味深な笑みを浮かべるラキスに、マイルズは内心苦笑する。

（……自分の邪じや魔まをするなという警けい告こくだな……。さて、おのおのの考えは読めたが、どのような結果に持っていくか……しばらく様子を見た方が良さそうだな……）

「それじゃ、早さつ速そく行動開始」

　それぞれの思惑が入り乱みだれる中、メルフィ一人だけがラキスの言葉に笑顔で頷うなずいた。
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　三さん神しん聖せい教きようの総そう本ほん山ざんアグフィール大神しん殿でんで、その二人は静かに対たい峙じしていた。

　一人は、一連の抗こう議ぎ行動に警告を発しに来た内ない務む省しよう宗しゆう教きよう監かん査さ局きよく局長アナベル・ギリー。もう一人は、三神聖教の最高指し導どう者しやカーウェル大司教である。

「信心熱い信者達は、今回の事じ態たいに心を痛いためております。神しん剣けんエーデルハントを、何な故ぜに包丁などにしなければならないのか……。神剣に勝まさる物はないにせよ、それは必要不ふ可か欠けつという物ではございますまい。代用できる物があれば、敢あえて神剣を包丁にするという愚ぐを犯おかさずに済すみましょう。しかるに、代用品の有う無むも確かく認にんせず、安あん易いに神剣を包丁にしようとする……その行こう為いに、我われ々われは疑ぎ念ねんを禁きんじ得ないのですよ」

　終始穏おだやかな表情で語るカーウェル大司教の言葉は、丁てい寧ねいな口調でありながら、威い厳げんと高こう圧あつ的てきな印象を与あたえた。

　それに対するアナベル・ギリーは、次官の多い内務省長官ハロルド・ブレッセンの側近の中で、貴き族ぞく出身でありながらハロルドの右みぎ腕うでと呼ばれる優ゆう秀しゆうな男である。

「何を言われます。かの神剣エーデルハントは、神より人間に下された物。即すなわち今は、人間の代表者であり、神の代理人である皇こう帝てい陛へい下かの所有物。その陛下のご許きよ可かを頂いただいての我らの行為に反対することは、つまり陛下の御み心こころに逆らうこと。引いては神意に逆らうことになると、私は申し上げているのです」

　アナベルは、カーウェル大司教に対して余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべながら、言内に弾だん圧あつという脅おどしの意い志しを含ふくませる。

　しかしカーウェル大司教は、その脅しを一笑に付した。

「確たしか陛下は、『他に手しゆ段だんがないとあらば、致し方なし』と申されたと聞き及んでおります。なればこそ、我らは問うのです。どの様にして、あなた方が他に手段がないと判はん断だんしたのか、と」

　そのカーウェル司教の言葉に、アナベルは沈ちん黙もくした。

　代用品については、陛下の側近達を中心に激はげしい議ぎ論ろんが行われたのだ。しかしながら、代用品足り得うるのか試すためには、実じつ際さいに試してみるしかない。しかし、いくら龍りゆうの肉と言えども、死した後には腐ふ敗はいを始める。多大な犠ぎ牲せいを払って紅龍ヴェルフェルを倒たおした後に、代用品が役に立ちませんでしたでは話にならない。

　それに、今回の使命を失敗で終わらすと決めた五大老の思おも惑わくもある。その裏うら事じ情じようを、カーウェル大司教がどこまで知っているかを見み抜ぬかなければ……そう沈黙したアナベルを、カーウェル大司教が見つめる。

　カーウェル大司教とて、全ての裏事情を承しよう知ちしている訳ではない。しかし五大老が何らかの思惑で陰謀を張はり巡めぐらしている事は承知している。その思惑が、自分達や大貴族達に言えないものであると……。

　両者、決定的な切り札を持ち合わせていない。それ故ゆえ、両者沈黙して見つめ合った。

　その時……。

「失礼いたします」

　何やら大司教に報告するために入って来た司教の存そん在ざいが、部屋に張りつめた空気をわずかに緩ゆるませる。

　しばし会談が中断したこの合間に、アナベルは小さく息を抜ぬいた。

（さすがは、前大司教から疎うとまれていながらライバル等を次々と蹴け落おとし、三神聖教の最高位にまでのし上がったカーウェル大司教。一ひと筋すじ縄なわでいく相手ではないな……）

　三神聖教の目的が、帝国国教としての地位を確かく保ほし確固たる影えい響きよう力りよくを持つことであり、表向きこそ体てい裁さいを繕つくろっているものの皇帝陛下が神の代理人という思想を疎うとんじていることは、内務省の人間なら誰だれでも承知している。しかしそうであっても、貴族勢せい力りよくをバックに付けている以上、大たい義ぎ名分なしに官かん僚りよう勢力が三神聖教に強きよう硬こう手しゆ段だんをとることは出来ない。

（どうやら、今回は一いつ旦たん引き下がった方が良さそうだ……）

　大司教に耳打ちする司教の姿すがたを見ながら、アナベルはそう結けつ論ろんを下していた。

「追い返せと、申し付けていたはずだぞ……」

「で、ですが……」

（……おや？）

　大司教達のやりとりと、背はい後ごの扉とびらから聞こえてきた喧けん噪そうに興きよう味みを引かれ、アナベルは静かに壁際まで移い動どうする。

『お待ちなさい、ここから先は、大司教様の執しつ務む室しつですよ！』

『こ、この様な無法が、許ゆるされると思っているのですか！』

『その大司教に話があるの！　ゴチャゴチャぬかさず、退どく！』

　そんな言い争いが聞こえたかと思うと両開きの扉が勢いきおいよく開き、多くの司祭を引き連れて、深しん紅くの宮きゆう廷てい法ほう衣いを身にまとった、まだ少女と呼んでも差さし障さわりのない女じよ性せいが現れた。

（ほう……これは、これは……）

　その女性の後ろに居いる、額ひたいに手を当てた背せの高い騎き士し。動きやすそうな服を着て妙みように張はり切っている様子の少女。落ちつきなく周りに視し線せんを向けている青年。それらの様子に、アナベルはこの女性が何者であるかを察し、苦く笑しようを浮かべた。

「どうも、お騒さわがせします」

　大司教の姿を見て微笑ほほえむと、ラキスは引き止めようとする司祭の手を視し線せんで制せいし、堂々とさっきまでアナベルが居た辺りまで歩みを進め、不ふ敵てきな笑みを大司教に向けた。

「初めまして大司教様、あたしの事は承知しておられると思います。お話があるのですが、当然聞いていただけますよね？」

「ラキス・フレーバー君ですね？　君はこの部屋まで一直線に来たみたいですが、以前ここに来たことがあるのですか？」

　いきなりの乱らん入にゆう、更さらに不ふ遜そんなラキスに、カーウェル大司教は穏おん和わな笑みを浮かべ、丁てい寧ねいに応じる。この事じ態たいに全く動じていないのはさすがと言うべきか。そんなカーウェル大司教に、ラキスは笑みを深める。

「いいえ、初めてです。ですけど、皆みなさんが行かせまいと邪じや魔まする方向に向かったら、何な故ぜか着きました」

　ラキスの言葉にカーウェル大司教は笑みを浮かべ、無言でラキスを止めようとしていた司祭達を見やる。その視線に、司祭達はすっかり恐きよう縮しゆくしてしまった。

「あたしの話は三つです、聞いて下さい」

　ラキスの態度はどこまでも不遜である。カーウェル大司教が自分の話を聞くのが当然と……いや、聞けと命令しているような印象すら与あたえる。

「一つ目は、神殿関連施し設せつに出回っている、あたし達の似に顔がお絵えのことです」

「出回っている似顔絵を、回かい収しゆうしろとでも？」

　笑みを浮かべるカーウェル大司教に、ラキスはため息を吐つきながら大おお袈げ裟さに首を振ふる。

「書き直せって言いたいんです。特にあたしの似顔絵、あの出来は最悪。来る前にちょっと見せてもらいましたけど、目は釣つり上がって目つきが悪いし、鼻が妙みように潰つぶれているし……全然あたしに似てない！　ご覧らんの通り、あたしの顔はもっと整っているし、可愛かわいいんです。是ぜ非ひ、書き直してもらいたい……って、あれ？」

　ラキスはキョトンとして、メルフィ以外の、コケている自分の周りを見回す。

「冗じよう談だんだけど……そんなにウケた？」

「ウケるか！　脱だつ力りよくしてるんだ！」

　素す早ばやく立ち上がったハーツが、ラキスを蹴けり飛ばす。

「むきゅぅ……」

「大騒そう動どうを起こして乱らん入にゆうし、緊きん迫ぱくした場面で冗談なんかぬかすな馬ば鹿か者もの！　さっさと用よう件けんを言え！　笑えんわ！」

「いてて……。全く短気なんだからサル……」

「……なんか言ったか？　ん？」

「……ロイヤル・ハーツ。うん、そう、それ。解わかったから、剣けんは引ひっ込こめて……」

　大司教の前で漫まん才ざいを始める二人の様子に、壁かべ際ぎわで傍ぼう観かんするアナベルが笑みを漏もらす。

「さっきのつかみで、完全にあの娘むすめのペースになりましたね」

　アナベルは、そう自分の隣となりに居る男に囁ささやく。そこには、人の背せ丈たけはあろうかという大剣を背負った男……マイルズ・キュベルウィンが居た。

　いつ、そこに現あらわれたのか、傍観にまわっていたアナベルにすら判わからない。気づいたときにはすでに居たのだ。さすがだ……。そう、内心で思う。

「あの娘、想そう像ぞう以上に切れる。一体ここに、何しに来たのやら……」

　そう小さく呟つぶやくマイルズは、しかしその顔に楽しげな笑みを浮かべた。

「とにかく、話の二つ目」

　居い並ならぶ宗教関係者が呆ぼう然ぜんとする中、ラキスが大司教に話し掛かける。

「霊れい薬やくを、譲ゆずって下さい」

『……は？』

　そのラキスの言葉に、居並ぶ宗教関係者が間抜けな声を上げる。それに対して、ラキスはニコッと純じゆん粋すいそうな笑みを浮かべる。

「霊薬を売ってもらえない事は解りました。ですから頂ちよう戴だい。これが二つ目です」

「また、無む茶ちやなことを……」

　小さく呟くグレン。彼は、最初に言ったラキスの言葉にコケてから、今やっと立ち上がったところだった。その彼の呟きが、啞あ然ぜんとした空気が支し配はいする広場に響ひびく。

　と、それまで静かにしていた大司教が、突とつ然ぜん笑い出した。

「これは面おも白しろいお嬢じようさんだ、売ってもらえないなら頂戴とは。しかし残念ながら、全くトンチになっていないようです。売れない物は、当然あげられない。そうではないですか？」

「そうかなぁ？　そんな事もないと思うんですけど？」

　そう呟くラキスに、居並ぶ宗教関係者から失笑が漏もれる。そんな周りの嘲ちよう笑しようを、ラキスは平然として受け止めた。

「それではひとまずその事はおいといて、三つ目です。神剣エーデルハントの在処ありかを、教えて下さい」

　何気ない様子で言ったラキスの言葉に、その場が水を打ったように静まった。

「……確たしかに、笑えませんね……」

　決して大きくない大司教の声が、奇き妙みように大きく響ひびく。

「お嬢さん、お忘わすれですか？　我われ々われ三神聖教が、未いまだに神剣エーデルハントの捜そう索さくを続けていることを……我々も、未いまだにその所しよ在ざいを見付けてはいないのですよ？」

「表向きは、でしょ」

　その瞬しゆん間かん、ラキスの雰ふん囲い気きが、明らかにそれまでと変わった。

　外見的な変化は、単に目を細めただけでしかない。しかしたったそれだけで、それまで不ふ遜そんな印象を与えてはいたものの、あくまで年相そう応おうのものでしかなかった雰囲気が、五大老や大司教など『切れる者』が持つ一種独どく特とくのそれへと豹ひよう変へんしたのである。その変化に、その場に居合わせた誰もが一瞬息をのんだ。

「宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんを甘あまく見ないで欲ほしいな……判っているのよ。六代前の大司教の時代に突とつ然ぜん始まった神剣捜索が、その大司教の存命中に、突然打ち切られた事……」

　カーウェル大司教の瞳ひとみが細まる。

「……それはフレーバー師の記き憶おく違ちがいですよ。フレーバー師は御存じないのですか？　あの、六代前の、リューベント大司教の時代に行われた神剣捜索で、どれだけの敬けい虔けんな信者が不幸な運命を辿たどったのか……あの行こう為いは、神意に反した、リューベント大司教の独どく断だんでした。それに心を痛いためておられた次の大司教が、リューベント大司教の御ご逝せい去きよと同時に、捜索を打ち切られたのです。それはまさに御英断でした。今でもたまに有ゆう志しによる神剣捜索を行っておりますが、あの時代のように、半強きよう制せい的てきに駆かり出すという行為は行っていません。それでも、神剣を捜索しているというのは、紛まぎれもない事実なのです」

「それが変なのよ。リューベント大司教は、当時穏おん健けん派はとして知られていたわ。なのに何な故ぜ、愚ぐ行こうとも思える神剣捜索を始めたのか……それにその後に就しゆう任にんした大司教は、神剣捜索の推すい進しん派だったはず。なのに何故、突然捜索を打ち切ったのか。不思議な事はまだあるわ。その時代、宮廷魔術師団はとある地方で不思議な光を観かん測そくしている。その直後にリューベント大司教が意い識しき不明になり、まるでリューベント大司教が目覚めないと判っていたように、新しい大司教が即そく位いしている……。いろんな資し料りようを調べてみたけど、その時代の資料は矛む盾じゆんと疑ぎ問もんだらけ。でも、こう考えれば説明は付くの……三神聖教は神剣を発見し、それを来きたるべき時のためにどこかに隠かくした。それらの行為に反対していたリューベント大司教は、その偽ぎ装そう工作のために殺された……違ちがう？」

　口元に笑みを浮かべ、挑ちよう発はつするような目を向けるラキス。それを受けたカーウェル大司教は、しかし少しも動じずラキスに応おうじる。

「実に大だい胆たんな推すい測そくです。それに不ふ愉ゆ快かいな推すい論ろんです。仮かりに、百歩譲ってその憶おく測そくが事実だったとしても、残念ながら、私はその様な報ほう告こくを受けていません。教えろと言われても、知らないとしか申し上げられませんね……」

「そう、それは仕方ないね。だったら、勝手に神しん殿でんの資料を調べさせてもらうわ」

「そのお頼たのみは、残念ながらお聞き入れできませんね……この侵しん入にゆう者しやを、摘つまみ出しなさい」

　大司教の言葉に神官達が動く。それを見て、ラキスが鼻を鳴らした。

「勘かん違ちがいしないで、これは頼んでいるんじゃないの……命令しているのよ！」

　断だん言げんして広げた扇おうぎ。そこに書かれた文字に、カーウェル大司教が思わず息を吞のむ。

「皇こう帝てい陛へい下かは神の代理人。あたしは皇帝陛下の代理人。よってあたしの命令に逆さからえば、それは神の意志に逆らうことになるわよ！」

　ラキスはそう言い放って、ニッコリと笑みを浮かべた。

　三神聖教の司祭達がラキスの進入を阻そ止しできなかった最大の理由が、この扇である。皇帝陛下を神の代理人と認みとめる教きよう義ぎを持つ三神聖教の司祭達にとって、この扇を持つラキスの行為を止めることができなかったのだ。そしてカーウェル大司教は、その事実を報告されていなかった。報告する前に、ラキスがこの部屋に現れたためだ。もし知っていれば何か打つ手はあっただろう。しかし知らなかったがために、この様な事じ態たいを許ゆるしてしまった。

　カーウェル大司教の顔が、初めて歪ゆがむ。

「仕方がありませんね……誰か、フレーバー師を資料室までご案内して差し上げなさい」

「その必要ないわ。勝手に探すから、ね、メルフィ」

「はい」

　ラキスの言葉に無む邪じや気きに同意したメルフィが、懐ふところから何やら取り出した。

「ここに来る前に帝国情報局に立ち寄よって、この神殿の、極ごく秘ひ資料のある場所を記した見取り図を持ってきたのよ」

「帝国情報局の情報収集能のう力りよくを、甘く見ないで欲しいです」

　ラキスの真ま似ねをして、しかし無邪気に笑うメルフィ。その二人の様子は、まるで仲の良い姉妹しまいの様にも見える。もっとも神殿関係者達からすれば、悪魔の笑みに見えたであろう。

　そんな二人を見つめるカーウェル大司教の表情から、あらゆる感情が消えていた。

　ほとんどの者がラキス達に注目していてそれに気付かなかったが、アナベル・ギリーとマイルズ・キュベルウィンの二人は、その変化を冷静に観察していた。

「……遠足の件けん、少々厄やつ介かいになりそうだとハロルドに伝えてくれ」

「承しよう知ちしました……楽しそうですね、マイルズ様」

「……判わかるか？」

　そう会話を交かわす二人。しかしその口は動かさず、視し線せんを合わすこともない。交わされた言葉も、内ない務む省しようの高官のみが使える特とく殊しゆな言葉である。それ故ゆえ、この二人が会話を交わしたことを、誰だれ一人ひとりとして気付かなかった。

「そういう訳わけで、秘ひ密みつの資し料りよう室しつに出発！」

　上じよう機き嫌げんでそう宣せん言げんするラキスを、様々な思おも惑わくが取り囲んでいた。
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「どうだ、見つかったか？」

　ラキスの座すわる机つくえの上にドサドサと資料を積み上げながら訊たずねるハーツを、魔ま法ほうで作った明かりの下で資料を調べていたラキスが見上げ、積み上げられた山に視線を移い動どうさせ、口元を歪ゆがませる。

「……気楽そうね」

「そう言うな。お前は資料を調べる人、俺おれは資料を運ぶ人。そう決めたのは、お前自身だろうが」

　ハーツはそう言って、トゲのある視線で見つめるラキスに苦く笑しようを返す。ちなみに、資料を探さがす人は、メルフィとグレンの二人である。

「それはそうなんだけど……。何の因いん果がで資料の山に埋うもれてばっかりいるんだろ……」

　ラキスは大きなため息を吐つくと、手に持っていた資料を後ろに放ほうり投げた。そこには、既すでに調べられた資料が、無む造ぞう作さに積み重なって山ができている。人の所の重要書類だと思って、いい加か減げんな扱いである。

「それに、あっちよりはマシだろうが」

　ハーツが苦笑を浮かべて親指で指さした光の届とどかない暗くら闇やみから、マイルズ・キュベルウィンの豪ごう快かいなイビキが聞こえてくる。

「あれは論外！」

　ラキスの顔が、怒いかりで歪む。

　これまで三回、頭に来て蹴け飛とばしたラキスだが、まったく動じずに眠ねむり続けるマイルズに、もうすっかり諦あきらめてしまった。既すでに夜中と言える時間なので眠くなるのも仕方がないとしても、みんなが頑がん張ばっているのに悠ゆう々ゆうと眠れるとは大物と言うべきか……。そんなわけで、ラキスの頭の中には『マイルズ＝役立たず』という公式が、完全に出来上がってしまっている。

　それに比くらべて、一見頼たよりなげに見えるメルフィは意外に役に立っている。たまに金魚の飼かい方とかいう、何でこんな所にあるのかというような資料を器用に捜さがし出してラキスを机に突つっ伏ぷさせるが、それ以外は効こう率りつよく関連ありそうな資料を見つけ出すのだ。同じ仕事をしているグレンと比くらべても、当社比ひで三倍はスピードが速い。おかげでラキスがいくら早く書類を調べても、机の上に積まれる資料は増ふえる一方である。

「ま、仕方ないか……自分で決めたことだし」

　ラキスはそう言ってため息を吐き、一番上に積み上げられた書類を手に取った。

「……少し、真ま面じ目めな話がある」

「ん？」

　目で文章を追いながら声だけで返事するラキスに、ハーツは真面目な視線を向ける。

「何故、こんな事をした？」

「……こんな事って？」

「何故、三神聖教に喧けん嘩かを売るような真ま似ねをしたのか訊きいているんだ。確たしかに、こうすれば早く情報が手にはいるだろう。だが、それと引き替かえに何を失うか、解わからないお前じゃないはずだ」

「……嫌きらいだから」

「……？」

「あたし、何か良く解らないんだけど、三神聖教って嫌いなのよ、本ほん能のう的てきに」

「嫌いってお前……」

「冗談。……半分は本気だけど」

　ラキスは自じ嘲ちよう気ぎ味みに微笑ほほえんで、最後までページをめくった書類を後ろに放り投げると、次の書類を手に取った。

「俺は、真面目な話をしているんだぞ！」

「この書類、メルフィとグレンのどちらが集めたのか、すぐ判わかっちゃうのよね……」

　憤ふん慨がいするハーツを無視して、ラキスは二、三行流し読みをしただけで、その書類を後ろに放り投げる。

「グレン、全然あたしに協力する気がないみたい。……ハーツも、そうなんでしょう？」

　少し寂さびしそうに言ったラキスの言葉に、ハーツは言葉を詰つまらせてラキスを見つめた。

「五大老の決定が成功させないことだそうだから、それも仕方がないと思う……でも、あたしは成功しなければ朱す雀ざくの塔とうに帰れないの……そうしないと、未来がないの……」

「ラキス……」

「あたし、何だか疲つかれちゃった……片かた意い地じ張はって、頑張って生きていくことに。何だか、全部どうでもいいような気がして……。だから、嫌がらせをしたくなったの……邪じや魔まをする三神聖教や、協力してくれないみんなに……ごめん」

　本当に疲れたような表情で、弱々しい笑みを浮かべる。

「他に手があったかも知れないけど……でも、他にどうすればよかったの？　マイルズは役立たずだし、グレンはわざと遠回りをさせようとしているみたいだし、ハーツだって……。官かん僚りよう組そ織しきは非ひ協力的だし……メルフィは協力してくれるけど、周り全部が敵てきという状じよう況きようで、たった二人で何ができると言うの？　他にどんな選せん択たく肢しがあったって言うの？」

　ラキスの瞳ひとみから、涙なみだがこぼれ落ちる。

「……あたしが、どんな悪いことをしたって言うのよ……何で、こんな目に……」

「もう、何も言うな……」

　項うな垂だれて涙をこぼすラキスを、ハーツは抱だきしめた。

「俺も協力してやる。だから、それ以上自分を追い詰つめるな……」

　ハーツに抱きしめられたラキスの目が一瞬驚おどろいたように見開かれ、それから取り乱みだしていた表情が、穏おだやかなものにと変化していく。それを見ながらハーツは、以前ラキスと帝てい都とで会ったときの事を思い出した。

　エバートの死をハーツに報しらせに来たラキスは、自分の感情を持て余あまし、泣くことすらできない状況だった。最愛の兄を失った悲しみ。低い魔ま力りよくの所せ為いで絶ぜつ望ぼう的てきだと思われた、目前に迫せまった官僚試験に対する不安。突とつ然ぜん背負わされた莫ばく大だいな借金と家族の生活。それらの困こん難なんに、押し潰つぶされそうになっていた。しかしその時のハーツは、ラキスをただ黙だまって抱きしめてやる事しかできなかった。
















「……昔みたいに、サル兄って呼よんでいい？」

　ラキスが小さく、呟つぶやくように、そう訊たずねる。

　子どもの頃ころのラキスは、ハーツの本名を略りやくしてそう呼んでいた。その頃からハーツは自分の本名を嫌っていて、だからその略りやく称しようも好きではなかったのだが……。

「駄だ目めだ」

　拒きよ否ひの言葉に目が見開かれ、瞳が揺ゆれる。そんなラキスに、ハーツは優やさしく微笑む。

「お前は俺達のリーダーなんだから、そのけじめは付けるべきだ。周りが全すべて敵てきという状況なら尚なお更さらな。それはお前も承しよう知ちしている」

「……うん。でも、少しは甘えてもいい？　昔みたいに……」

「少しだぞ」

　ラキスが嬉しそうに笑みを浮かべ、目を閉とじてハーツの胸むねに頭を預あずける。その姿すがたにハーツはラキスが、10歳さいも年の離はなれた、まだ少女でしかないという事を実感していた。

　ハーツが知っている頃のラキスは甘えん坊だった。しかし今のラキスはメルフィに対してはお姉さんを装よそおい、他の者に対しては気き丈じように接せつする。それは恐おそらく、エバートが死んで甘えることを許ゆるされなくなったための変化だろう……自分に甘えを見せるラキスの姿に、ハーツはそう感じていた。

「ラキスさ～ん、ちょっと来て下さい～。多分これだと思うんですけど～」

「ちょっと待って、すぐ行く！」

　遠くから聞こえたメルフィの声に、ラキスは少し慌あわてた様子でハーツから離れると、照れ笑いのような表情を残して、声のした方向に駆かけていく。

（だがなラキス……お前、今自分がどれだけ危あぶない橋を渡わたっているのか、承しよう知ちしているのか？　権けん力りよく者しやというのは、人を道具としか思っていない。目的のためなら、人の生き死になどどうでもいいんだぞ。なのにお前は、わざわざ自分からその権力者に喧けん嘩かを売った。それがどういう事を意味するのか、本当に解わかっているのか……？）

　ラキスの後ろ姿を見ながら、ハーツは自分の胸に蟠わだかまる不安を、心の中で問うていた。
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　風が、静かなる調べを奏かなでる。

　天てん窓まどより差し込む月明かりが、その部屋の床ゆかに、偉い大だいなる三さん神しんの姿すがたを画えがきだしている。

　すべてが計算され、幻げん想そう的てきな美を演えん出しゆつするその部屋で、カーウェル大司教は身動き一つせず、黙だまって腕うでを組んでいた。

　表情は彫ちよう像ぞうのように動かない。世界中でこの部屋だけが、時に取り残されているかのようであった。

　その幻想的な静せい寂じやくに支し配はいされた部屋に、時が流れる。

「大司教様……」

　恭うやうやしく頭こうべを垂たれた司教が、その静寂を壊こわすのを恐おそれるかのように、静かに言葉を紡つむぐ。

「小こ娘むすめ達たちが、例の資し料りようを発見したと……」

「そうか……」

　ようやく、大司教がその重い口を開く。

「意外と早いな。隠かくし書庫の中でも、更さらに隠された場所に保ほ管かんしていたはずだが……」

「それが、あのメルフィとか申す小娘が、そういった場所を優ゆう先せん的てきに調べたらしく……」

「そうか……」

　大司教は、重々しく頷うなずく。

「報ほう告こくよりも優ゆう秀しゆうではないか……まあ良い。早かろうと遅おそかろうと、結果は同じだ……」

「……既すでに、各神しん殿でんに大司教様のご意い志しは伝えてあります」

　大司教の瞳ひとみが、その司教の姿をとらえる。

「儂わしの意志ではない、偉い大だいなる神の御意志だ。間違えてはならぬ」

「……失言いたしました」

　深く頭を下げる司教に、大司教が重々しく頷く。

「よいな、くれぐれも表立って動いてはならん。それに、帝てい都と内ないで手を出すこともだ。帝都外であれば、多少の騒そう動どうは事じ故ことして処しよ理りできる。今この時期に、余よ計けいな騒動を起こすことだけは避さけるのだ」

「承知しております」

「万が一の失敗もゆるされん……ルーファス高司教を呼よび戻もどしておけ」

　その大司教の言葉に、司教が驚いたように目を見開く。

「しかしあの御お方かたは……」

「偉大なる計画を目前に控ひかえておるのだ、どの様な芽であろうと、障しよう害がいは完全に摘つみ取らねばならん。呼び戻せ」

「……御み心こころのままに」

　一礼をし部屋から出て行くその司教の姿を見送り、大司教は静かに瞳を閉じる。

（我われらが仇きゆう敵てきたる宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん……まさか何かをつかんだか？……いや、ならばこのような手しゆ段だんはとるまい。あのゼラーエフの事、何かに感づいて探さぐりを入れてきたというところか……。ならば問題はあるまい。やつが気づく頃ころには、すべては終わっておる）

　そう結論付けたカーウェル大司教だが、しかし彼はいったん閉じた目を、再ふたたび開く。

（……しかし、この胸にわだかまるものは何だ……？）

　いや、判わかっている。それが昼間あの小娘を見たときから……あの小娘が豹ひよう変へんしたときから感じているということは。

（まさかあの娘に、神剣を奪うばわれるとでもいうのか……？）

　しばし熟じゆつ考こうし、しかし小さな笑みを口元に浮かべる。

「……有り得ぬ。あのような小娘に、何が出来るか」

　小さな呟つぶやきを静寂の中に残し、大司教は再び目を閉じた。







　第五章　静かな湖面に浮うかぶモノ
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「と言う訳わけで、やって来ました大秘ひ境きよう！　神剣エーデルハントを求めるあたし達の目前に広がった、人の立ち入らぬ未開の大地……」

「結けつ構こう大きな町だな？」

「町とはなっていますが、ちょっとした街クラスの人口が集まっているそうですね」

「……魑ち魅み魍もう魎りようが、跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こし……」

「いや～、何か活気があっていいね～。みんな、表ひよう情じようが豊ゆたかだ」

「何でも温おん泉せんが出るらしく、観光地として発はつ展てんした町だそうです。治安が良いので、安心して観光に訪おとずれることができるのが、人が集まるようになった重要な要よう因いんだそうですよ」

「……人知の及およばぬ厳きびしい気き候こうが、立ち入ろうとする者に、容よう赦しやなく襲おそいかかる……」

「夏なのに、とっても涼すずしいです～」

「ここから見えるあの湖……シャルル湖って言うんですけど、水温の低い湖で、夏はそのシャルル湖の方から風が吹ふくので、とっても涼しいんですよ。そういった土地柄がらなんで、避ひ暑しよ地ちとして利用する人も多いらしいですね」

「……………………」

「……………………」

「だって、この資し料りようにはそう書かれていたんだもん……」

「泣くな、鬱うつ陶とうしい」

　持った資料を胸むねに抱かかえてべそをかくラキスに、ハーツから蹴けりが入れられる。

「さっきから妙みように静かだと思っていたら、町の真ん中で急に立ち止まって、突とつ然ぜん変なことを言い出すんじゃない馬ば鹿か者もの！　恥はずかしいだろうが！」

「いや、ちょっと場を和なごませようかと……。それにこの資料には、本当にすごいことが書かれていたんだもの、ちょっと期待しても仕方がないじゃない……」

「……何を期待した？」

「こう、見たこともないような不気味な怪かい物ぶつが次々と襲おそいかかり、そいつらを蹴散らすあたし達の行く手を、作さく為い的てきとしか思えないような困こん難なんが次々と……という、伝説のサーガに出てくるような事じ態たいを……」

「期待するな、そんなもん……」

「だって、冒ぼう険けんなのよ！　困難な使命に立ち向かう可か憐れんな美少女と、その従じゆう者しや達たちによる大冒険なのよ！　もっとファンタジックでノスタルジックな展開であっても罰ばちは当たらないわよ！　なのに何よ、この平和でほのぼのとした空気は！　血と、人の叫さけびが木こ霊だまする、バイオレンスな世界はどこ？　あたしの求める世界は！」

「そんなもの、求めるな！」

　今度は、手て加か減げん抜ぬきの蹴りが入れられる。

「むきゅぅ……」

「何が、ファンタジックでノスタルジックな、バイオレンスの世界だ！　そんな世界が展開したら、命がいくつ有っても足らんわ！」

「そんな世界に、何故ノスタルジーを……」

　ため息混まじりのグレンの声を、ラキスとハーツの声が当然のように遮さえぎる。

「本気で蹴りを入れるなんてひどい……。ちょっとした非ひ日にち常じように期待を膨ふくらませた、ささやかな乙女おとめの夢ゆめなのに……」

「それは悪あく夢むだ！」

「路上漫まん才ざいも程ほど々ほどに、そろそろ宿屋を決めねえか？　俺おれとしちゃ、町の真ん中で野宿ってのは避さけたいね～」

　ハッと我われに返る二人に、町行く人々の、好こう奇きの視し線せんが突つき刺ささる。

「見ろ、お前の所せ為いで変な注目を集めちまっただろうが」

「あ、あたしだけの所為じゃないわよ。ハーツが余計な突っ込みをしなかったら目立たなかったの。今回は隠おん密みつ行動をするってあれほど言ったのに、目立っちゃうじゃない」

「人の所為にするな馬鹿者」

　身を小さくして、小声で責せき任にんの擦なすり付け合いをしながら、コソコソと逃にげるようにその場を立ち去ろうとする二人。無論、既すでに手て遅おくれである。観光町のど真ん中、当然人通りは多い。そんな所で突然騒さわぎ出した二人に注目が集まるのは当然であった。

　帝てい国こく内ないでも辺へん境きように位置するカールサス地方にある、リストンの町。

　帝都を出て延えん々えんと西進すること約二か月、かつて魔ま王おうの居きよ城じようがあったと伝説では言われるカールサス地方の中心都市リーザスに至いたり、そこから北上すること三日、ようやくこの町に至る。これは徒歩での時間であり、馬車等の交通手しゆ段だんを利用すればその時間を大おお幅はばに短たん縮しゆくできるが、何いずれにせよ帝都より遠く離はなれた場所であることは変わりない。しかし、アグフィール大神しん殿でんでの出来事からまだ十日しか経けい過かしておらず、さらにはラキス達が帝都を出発したのが三日前である。にもかかわらずラキス達がこの町にいるのは、『瞬またたく扉とびら』と呼ばれる宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん独どく自じの移い動どう手段を利用したからだった。

　それは『瞬しゆん間かん移い動どう』の魔法が付ふ与よされた宮廷魔術師団の装そう置ちである。同様の装置が設せつ置ちされた場所にしか往おう来らいは出来ず、『師』以外使用禁きん止しなのだが……。

　ところで帝都に居いた一週間の間、ラキスはカールサス地方やリストンの町の下調べに明け暮くれていた。伝説では魔王の拠きよ点てんがあったとされる地方だけに、その資料の数は膨ぼう大だいにあったが、ラキスはそれを一週間で頭に叩たたき込こんだのだ。そしてそれら膨大な資料の山から厳げん選せんして持ってきたのが、今ラキスが胸に抱えている資料である。その表紙には『伝説の探たん究きゆう者しやアースフィルの伝聞旅行記～カールサス地方編へん～』と書かれている。

「アースフィル……伝説の、ほら吹ふき探究者ですね。何な故ぜ、そんな資料をわざわざ……」

　資料の表紙を見て嘆たん息そくを漏もらすグレンに、何故かラキスが愛あい想そ笑いを浮うかべる。

「ほら、事実は小説よりも奇きなりと言うでしょ？　もちろん全面的に信用することはできないけど、こういった一見デタラメを並ならべているような資料に、真実が隠かくされていることだって有るからね」

　疑うたがいの眼まな差ざしを向けるグレンに、ラキスは慌あわてて付け加える。

「もちろん知っていたわよ、これがデタラメばかり書いてあるって。だってこの資料にはこの町の事が書いてなくて、魔物が我が物顔で練り歩く、不毛の大地って書かれているんだもの……なのに、全然違うじゃない！　このあたしのやり場のない怒いかりを、どこに持っていけばいいのよ！」

「全面的に信用するんじゃない！」

　やり場のない怒りに興こう奮ふんしてきたラキスの背せ中なかを、ハーツが容よう赦しやなく蹴けり飛ばした。

「ラキスさん。あそこに見える大きな建物、あれ、魔法使いの関連施し設せつなんですよね？　あそこに泊とめてもらえないんですか？」

　無む邪じや気きな様子でメルフィが指さした場所に、一ひと際きわ目立つ高さの塔とうがあった。このリストンの町は、二階建ての建物は少なく、三階建て以上の物はない。そこにポツンとそびえる五階建ての塔は、町の中にあって異い彩さいを放っている。

「イテテ……。あ、あれね。あれは魔法使い組合の建物だから、歓かん迎げいしてもらえないし、居い心ごこ地ち悪いから、パス」

　背中をさすりながら言ったラキスの言葉に、メルフィがキョトンとする。それを見て、ラキスは苦笑を漏らした。

「魔法使い組合の事は知っているでしょ？　宮廷魔術師団に入っていない野の良ら魔法使いが自分達の権けん利りと人権を主しゆ張ちようするために組そ織しきした、民間の組合。中央官かん庁ちようたる朱す雀ざくの塔の官かん僚りよう試し験けんはおろか、支し部ぶが行う地方公こう務む員いん試験にも受かれなかった無む能のうの集団が作った組織だから大したもんじゃなかったんだけど、虚こ仮けも一心とやらで、今では結構組織化されているし、結構メジャーになってるね。で、宮廷魔術師団に対して対たい抗こう意識があるらしく、あんまり仲が良くないのよ。ま、表立って敵てき対たいしているわけじゃないけどね……」

　感心した表情で頷くメルフィを見て、ハーツがため息まじりの苦笑をもらす。

「……お前刺されるぞ、いやマジで」

　滅め茶ちや苦く茶ちや偏かたよった説明である。だがラキスはハーツの言葉が耳に入らなかった様子で、遠い目をしてその建物を見つめた。

「……野良魔法使いになるくらいだったら、さっさと田舎いなかに帰って実家の家業を継つぐなり畑を耕たがやしたりする方がよっぽど建設的だってみんなは言うけど……やっぱり、夢ゆめを諦あきらめきれないんだろうな……」

　小さな呟つぶやき……恐おそらくラキス自身、そんな事を呟いたとは気づいていないだろう呟きを耳にし、みんな複ふく雑ざつな表ひよう情じようでラキスを見つめる。そんなみんなの視し線せんに、我われに返ったラキスが「え？　何？」と戸と惑まどう。

「何でもないですよ。それよりもこの先にいい宿屋があるんです。案内しますから……今度は邪じや魔ましないで下さいよ」

　少し怒おこった様子のグレンに、ラキスは首を引っ込める。

「うん……善ぜん処しよするね……」

「……期待はしませんよ」

　プイとそっぽを向いて歩き出すグレンの背中に、ラキスは小さくため息を吐つく。

（完全に、嫌きらわれちゃったみたい……）

　少し落ち込みつつも、グレンの後についてラキスも歩き出した。




　　　　２




　伝説に曰いわく、魔ま王おうの居きよ城じようは空に浮うかびし大地に在ありし、と。

　三勇者と魔王の戦いは熾し烈れつを極きわめ、凄すさまじい力の衝しよう突とつは嵐あらしと成りて世界中を襲おそった。

　人知を超こえたその戦いの行方ゆくえは誰だれにも見み届とどけられることはなく、凄まじい衝しよう撃げきと共に浮ふ遊ゆう大地が砕くだけ散るという形で幕まくを閉とじる。それ以い降こう、魔王の支配は姿すがたを消し、三勇者の姿を確かく認にんした者もいない。ただ現げん在ざいも存そん在ざいする空に浮かぶ岩が、その戦いの結末を物語っていると伝説は伝える。

　その伝説を真に受けるならば、その大地はかなりの大きさだったと推すい測そくできる。何故ならば、現在空に浮遊する岩は大小合わせて優ゆうに百を超え、一説によれば千以上はあるともされるからだ。もっともその大きさには隔へだたりがあり、小石大の小さな物から全長数十kmに及およぶ巨きよ大だいなものまで様々である。その様な浮遊岩は、帝てい国こく領りよう内ないのみならず大陸各地に存在するのだが、このカールサス地方に魔王の居城があったとされるのは、その浮遊岩が集中的に存在しているからであった。

　そんな浮遊岩の一つが、シャルル湖の上空にも存在する。かなり大きい部類に入る浮遊岩で知名度も高く、既すでに神しん殿でん関係者の捜そう索さくの手が入り、結果白と公こう称しようされている場所である。ラキスの目的地はそこであった。

「……と言う訳で、明日あの湖の上に浮かぶ岩に行くからね」

　夕食のスープをすすりながら、ラキスがみんなにそう宣せん言げんした。

　ラキスが選んだ宿屋の、一階にある食堂である。

　この町は観光地であるだけあってかなりの数の宿屋が軒のきを並べ、客の奪うばい合いを展てん開かいし、少しでも他と差別化を図はかろうと様々な趣しゆ向こうを凝こらしたものがそのほとんどを占しめる。しかしラキスが選んだのは、極めて平へい凡ぼんな宿屋であった。

「……あの……みんな、あたしの話、聞いてる？」

　完全に無視をして食事を進めるハーツ、マイルズ、グレンの三人に、ラキスがおずおずと訊たずねる。そんなラキスに、ハーツがスプーンを皿の上に下ろし、冷たい視し線せんを向けた。

「そんな話の前に、俺達に言うべき事があるんじゃないのか？」

「え？　えっと……？」

「俺達がこの町に到とう着ちやくしたのは昼前だ。先に宿屋を決めてから昼食を摂とろうと決めて、そして実じつ際さいに食事をしている今現在、日は完全に沈しずんでいる。昼食が晩ばん飯めしに代わってしまった事に対して、その原げん因いんであるお前から俺達に、人間として当たり前の、しかるべき一言があってもいいんじゃないか？」

「……………………」

　沈ちん黙もくするラキスに、三人の冷たい視線が突き刺さる。

　この町に着いて宿屋を探さがし始めてからおよそ八時間。値ね段だんが高いだの外がい装そうが悪いだの、ほとんど言い掛がかりとしか思えないイチャモンを付けてみんなを引きずり回した挙げ句く、最終的にラキスが決めたのが、決して値段も安くなく、見み栄ばえもしないこの宿屋である。しかもその理由が「足が疲つかれたから」となれば、ラキスに非ひ難なんが集まるのは当然だろう。事前に調べて良心的な宿屋を案内した挙げ句、全すべてに文句を付けられたグレンなどは、すっかりむくれてしまって、さっきから一言も話さない。

「えっと……」

　三人の冷たい視線に晒さらされたラキスは、少し抵てい抗こうするように左右に目をさまよわせ、

「……あたしが悪かったです」

　やがて、諦めたように頭を下げた。

「解わかればいい」

　三人はラキスの言葉に頷うなずき、食事を再さい開かいする。

「あの……あたしの話を聞いて欲ほしいんですけど……」

「……話してみろ」

「あのね、この資し料りようによると、あの岩には翼よく人じんが住んでいるんだって！　翼つばさの生えた人！　あたしそんな人会ったことないし、伝説に出てくるような有名人だから、サインをもらおうと思うの！　そう言う訳で、明日、あの湖の上に浮かぶ岩に行く……むきゅぅ……」

「世よ迷まい言ごとは終わったか？」

　思いっ切りイスから蹴け飛とばしたラキスを、冷たく見下ろすハーツ。

「ひどい……お茶目なジョークなのに……」

「お前の冗じよう談だんは、全然笑えん！　というか、本気だとしか思えんが？」

「そんなわけないじゃない。あそこに神しん剣けんがあるって確かく信しんしているわよ」

　ラキスは頰ほおを少し膨ふくらませながら服に付いた埃ほこりを叩たたき落としてイスに座すわり、ハーツに少し自じ慢まんげな笑みを向ける。

「エーデルハントが浮遊岩のいずれかに有るんじゃないかって話は、結構有名な話なの。そもそもエーデルハントが行方ゆくえ不明になったのは、伝説を信じるならば、魔ま王おうが消しよう滅めつしたときに魔力衝しよう突とつで英えい雄ゆう共々吹ふき飛んじゃったからなのよ。まあ、その魔力衝突の中で、神剣が無事であるかどうかなんて保ほ証しようはないんだけど、もし無事だとしたら、魔王の居きよ城じようがあった浮遊大陸の破は片へんのいずれかに神剣が眠ねむっているんじゃないか……という仮か説せつは、誰でも思い浮かぶんじゃない？　事実三さん神しん聖せい教きようの神剣捜索は、浮遊岩の捜索が主なんだし。この浮遊岩……アーサラスって名前が付いているからそう呼ぶけど、アーサラスは昔三神聖教が捜索して、何もなかったって事になっているんだけど、あたしがここに神剣が有ると思う根こん拠きよが、三つあります」

　ラキスが得意げに、指を一本立てる。

「一つは、このアーサラスが、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの資料によると突とつ然ぜん出現したって事。出現した時期は、例の不思議な光が観かん測そくされたのとほとんど同時期。光が観測された場所とはてんで方向も場所も違ちがうんで、今までこの二つを繫つなぎ合わせて考えた人はいなかったんだけど、よく資料を調べてみたら、やっぱり関係が有るんじゃないか……そう思って、あたしはここに注目してみました。それが一つ目」

　立てた指の数を二本に増ふやす。

「二つ目は、三神聖教が、このアーサラスの捜索だけ二回行っているという事実。一回は公式に、二回目は……これは三神聖教の資料でわかった事実だけど、極ごく秘ひに行われているの。変でしょう？　一回目の公式捜索で、何もなかったと判はん断だんされた場所に、どうしてコソコソと再ふたたび捜索する必要があったのか？　ここに何かがある……そう考えて、間違いないんじゃないかな？」

　三本目の指を立てる。

「三つ目は、アーサラスって名前。これは三神聖教の資料にしか出てこないの。一いつ般ぱん的てきには『シャルル湖に浮かぶ島』って呼ばれているし、宮廷魔術師団ではナンバー表ひよう示じだしね。だけどそのアーサラスって、古代神語で『神の奇き跡せき』って意味があるのよ。これって偶ぐう然ぜんの一いつ致ちだと思う？　以上のことから、ここにエーデルハントが隠かくされている……あるいはその手て掛がかりがあると睨にらんだのでした」

　得意げに話し終えたラキスに対して、しかし感心したような表情を見せているのはメルフィ一人だけで、他の三人は話を聞き流す様子で食事を進めている。

「……あの……あたしの話、聞いてる？」

　悲しげな表情をして縋すがり付くラキスに、ハーツが煩わずらわしげに手を振ふる。

「聞いた、聞いた。三神聖教で見付けた資料に、そこにあるって書いてあったんだろ？」

「……そんな身も蓋ふたもない言い方したら、あたしの名めい推すい理りが介かい入にゆうする余よ地ちが……」

「なくていい、そんなもの」

「ひどい、そんな言い方しなくても……」

　いじけた様子で頰を膨らませるラキスを無視して、ハーツは食事を再開する。グレンとマイルズの二人は、そんな会話を全く無視して食事を続けていて、ラキスの言葉を真ま面じ目めに聞いているのはメルフィ一人だけだ。

「それで、どうやって空に浮かんでいるあの島まで行くんですか？　ジャンプしてもとどきませんよ？」

　瞳ひとみを輝かがやかせて訊たずねるメルフィに、ラキスはそれまで拗すねて見せていた表情を一変させ、落ち着いた笑みを返す。

「『浮遊』の魔法を使うの。大地に引きつけられる力を逆ぎやく転てんさせて物体を浮かせる魔法なんだけど、それだと上下にしか移い動どうできないから、船かなんかで浮遊岩の下まで行って、そこで魔法を使って行くって手順になるわ。船の手配とかは、グレンお願いね」

　メルフィに優やさしく微笑ほほえみながら言ったとき、突然テーブルが音を立てて震ふるえ、スープがテーブルの上に飛び散った。

「そしてまた、僕ぼくの努力を嘲あざ笑わらうつもりなんですね……」

　立ち上がったグレンがラキスに鋭するどい一いち瞥べつを向け、食堂から出ていく。

　……まだ、食事の途と中ちゆう……。

　突然の事に呆ぼう然ぜんとしながらも、ラキスは慌あわててグレンの後を追う。

「グレン待って！」

　二階に向かう階かい段だんの途中で追い付き、部屋に戻もどろうとしていたグレンを振り向かせる。

「一体何を怒おこっているの？　そりゃ、今日の事は悪かったけど、ちゃんと謝あやまったじゃない」

「謝れば、それで済すむんですか？」

　突つき放すグレンの言葉に思わず言葉を詰つまらせるラキスだが、気を取り直してグレンの瞳を見つめる。

「そうは言わないけど、でも、違うんでしょう？　グレンが怒っているのは、今日の事だけじゃないんでしょう？　だってグレン、帝てい都とを出てからの三日間、ずっと様子が変だった。ずっと怒っていた。今日の事は、単にきっかけに過すぎない。でもあたしには、何でグレンが怒っているのか解わからないの」

　詰つめ寄よるラキスにグレンが唇くちびるを嚙かむ。

「そりゃ、解らないでしょうね、だって、それはラキスさんの所せ為いですけど、ラキスさんの所為じゃないんですから……」

「……え？　それ、どういう事……？」

「いいんですよ、気にしないで下さい」

　自じ嘲ちよう気味に笑えみを浮かべて背を向けるグレンの腕うでを、ラキスは反はん射しや的てきに摑つかんだ。そのラキスの行こう為いに対してグレンから返ってきたのは、激はげしい拒きよ否ひだった。

「放はなせよ！」

　それまで聞いたことのないグレンの荒あら々あらしい言葉に、ラキスは思わず手を放す。

「……明日の事は心配しないで下さい。僕にも探たん究きゆう者しやとしてのプライドはあります。ちゃんと船は用意しますよ……」

　背を向けて階段を上がっていくグレンを、ラキスは追うことが出来なかった。

　しばらくして聞こえて来た、怒りをぶつけるように荒々しく閉しめられた扉とびらの音が、グレンとの亀き裂れつが決定的なものになったことを示しめすようであった。
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　現れたばかりの朝日を受けて白銀に輝く湖面。

　遠くの岸辺から聞こえる鳥のさえずる声に混まじって、シャルル湖に浮かぶ小こ舟ぶねから流れるラキスの詠えい唱しよう。
















　バランスの悪い小舟に立ち、瞳を閉じて真しん剣けんな表情で呪じゆ文もんを唱えるラキスの姿すがたは湖面の照り返しに輝いていて、グレンにはとても美しく見えた。

　探究者として様々な言語を知るグレンにも、ラキスの唱える呪文の意味は解らない。ラキスの唱える呪文は言葉ですらないのだ。強弱を付けた意味不明の発声と言うべきか……。しかしこれこそが言こと霊だまと呼ばれる宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん独どく特とくの詠唱法である。意味のある一文を精せい神しん上で構こう成せいし凝ぎよう縮しゆくさせ、それを一音に乗せて発声する。そうすることで発せられた声は、単音ながら一つの文を内包し、呪文を形成する。簡かん単たんな呪文ならほんの四、五声、長いものでも普ふ通つうの魔法使いが唱えるより圧あつ倒とう的に早い。これが宮廷魔術師と一いつ般ぱんの魔法使いとの決定的な差である。

　そんな不思議な詠唱をしているラキスの姿に見とれながらも、しかしグレンは自分の気持ちを持て余あまし、苛いら立だっていた。

　冒ぼう険けんの邪じや魔まをして誤あやまった方向に導みちびくという外がい務む省しように与あたえられた使命をまったく果たせず、ラキスの独どく断だん専せん行こうに為なす術すべもなく振ふり回されている。

　ラキスの行動はいつも唐とう突とつで、みんなにはその素そ振ぶりすら見せず、直前になって突然みんなに自分の計画を告げ、さっさと実行してしまう。『瞬またたく扉』を使ったときは、みんなが集まった席で突然これから出発すると宣言し、朱す雀ざくの塔とうにみんなを引き連れ、押し止めようとする宮廷魔術士等を扇おうぎで追い散らして使ったのだ。『瞬く扉』は、たとえ宮廷魔術師が同行していても部外者の使用は禁きん止しされている。その事をよく承しよう知ちしていたグレン達にとってラキスのその行為はあまりにも意外すぎ、そのため外務省が用意していた様々な計画も、グレンのやっていた下した準じゆん備びも、全すべて水すい泡ほうと帰してしまった。

　外務省長官ゲイリー・カーターは、おそらく、いや間違いなく非情な男だ。役に立たないと判はん断だんすれば、容よう赦しやなく切り捨すてるだろう。そしてそう判断されてもおかしくない状じよう況きようにある。

　しかしグレンは、そんな事を問題視して苛立っているのではなかった。それはグレンにとって、外務省の操あやつり人形としてではなく自分の才覚だけで勝負が出来るチャンスでもあったからだ。ラキスが優ゆう秀しゆうであると知れば知るほど、自分の実力を試ためしてみたいと強く思うようになっていたのである。

　しかしグレンは同時に、そんな想おもいと矛む盾じゆんする気持ちが自分の中で芽生え、育っていることも自覚していた。

　その原因も承しよう知ちしている。ラキスの人となりを知りすぎたためだ。

　ラキスがもっと嫌いやな人だったら、こんな苦く悩のうはしなかった。しかしグレンはこの短い間に、ラキスの努力する姿を見てきた。アグフィール大神しん殿でんに行く前、ラキスは下調べに一週間もの時間をかけた。三さん神しん聖せい教きようについて一般常じよう識しき的てきな事も知らなかったラキスが、メルフィに案内されて情じよう報ほう局きよくの資し料りよう室しつに行ってから、下手をすれば探究者であるグレンよりも詳くわしくなっていたのである。そしてその後も、カールサス地方の情報を調べるのに一週間をかけた。それらの間、グレンはラキスが休んでいる姿を見たことがない。

　短期間で物事の本ほん質しつを見み抜ぬき、知識を吸きゆう収しゆうする力は驚きよう愕がくに値あたいする。しかしラキスの才さい能のうが人一倍の努力に支ささえられたものであることは、常つねにラキスを監かん視ししていたグレンが一番良く知っている。そんなラキスの邪じや魔まを自分の意い志しでしなければならない事に、どうしてもやりきれない気持ちになってしまう。そして、昨日ラキスが魔法使い協会を見つめながら呟つぶやいた言葉に、自分がとても醜みにくく思えた。

（彼女は自分の夢ゆめのために、前に進むために一生懸けん命めい努力している。それに対して僕は何だ？　僕は、僕の夢のために何をしている？）

　ラキスに対して引け目を感じる。そんな自分に苛立ちを感じ、その苛立ちをラキスにぶつけてしまった。その事を強く恥はじていた。

（情なさけない……僕は何をしているんだ……）

　グレンは自じ嘲ちよう気味に笑みを浮かべて空を仰あおぎ、今から自分達が向かおうとしている物体を見上げた。

　それはグレンの知る限かぎり、シャルル湖のおよそ五分の一に相当する大きさである。その大きさを概がい念ねんとしては知っていたが、こうして間近に見ると、やはりその大きさに驚おどろいてしまう。これがかつて空にあった大地の破は片へんと言うのだ。一体どのような力で空に浮いているのか、長年の研究を経へてもなお、未いまだ解かい明めいされていない。

　そんな謎なぞに満ちた物体を見つめながら、しかしグレンは別の事を考えていた。

（自分自身の気持ちに決着を付けないと……彼女の夢を妨ぼう害がいするのか、それとも……）

（……それとも？　それとも何だ？　他に、どんな選せん択たく肢しがあるって言うんだ？）

　意外な心の声に戸と惑まどうグレンの思考を、ラキスの少し遠えん慮りよ気味な声が中断させる。

「出発するから手につかまって欲ほしいんだけど……」

　見ると空中に浮かんだラキスがグレンに手を差し出している。他のみんなは既すでにラキスの身体からだに触ふれて、ラキスと一いつ緒しよに浮かんでいた。

　昨日の出来事を気にしているのだろう、ラキスの表情にいつもの元気がない。その事が解っていながらも素す直なおになれず、グレンはわざと不ふ機き嫌げんそうな顔を見せてその手を握にぎった。

　体が軽くなるような感覚を受け、グレンの身体も宙ちゆうに浮かぶ。

「それじゃ、出発するね」

　グレンの態たい度どを気にも止めなかったかの様に、ラキスは笑顔でそう宣せん言げんする。しかしグレンは、ラキスが小さく唇くちびるを嚙かみ締しめたのを見み逃のがさなかった。

（辛つらい立場なのに気き丈じように振ふる舞まって……泣きたい時も、無理して明るく振る舞って……。いつも一生懸命で、生きる事にちょっとだけ不器用で……）

　ラキスは常に一生懸命で、目的に向かって盲もう目もく的てきで、それで周囲を振り回し悪意を集めてしまう。目的に向かって常に最さい短たん距きよ離りを歩き、障しよう害がいを短期間に排はい除じよするから、どうしても強ごう引いんになってしまう。それなのに、グレンはラキスに対して憎にくしみを抱いだけない。逆ぎやくに、共感すら感じてしまう。

（そうか……僕は、彼女を……）

　そんな事を考えながら盗ぬすみ見るラキスの表情が、高度が高くなるにつれ、次し第だいに険けわしくなっていく。

「くぅぅぅぅ……」

　ラキスの唇から、堪こらえきれないような、小さな呻うめき声が漏もれる。

「あうぅぅぅぅ……痛つうぅぅぅぅ！」

　ついに顔を歪ゆがめ、声を大きくして呻きだしたラキスに、さすがに他のみんなもその異い変へんに気がつく。

「ラキスさん？　どうしたんです？」

「こんな所で冗談は止めろよ」

　しかし、全身に変な汗あせをかいて、必死で苦く痛つうに耐たえているようなラキスの様子はとても冗談には見えない。

「……もう……駄だ目め……」

　ラキスが苦しげに呟いたのとほぼ同時に、全員が重力に捕つかまる。

「何か、落ちてます～！」

「しっかりしろラキス！」

「いや～。これは参ったね～」

　各人様々な叫さけび声を上げる中、グレンは妙みように冷めた気持ちだった。

（確たしかこの湖って、とっても冷たかったような……）

　次第に高度が落ちていき、やがて静かだった湖面に、五つの水柱が立った。
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「な、なんて冷たさだ、この湖は……」

　全身水みず浸びたしになっているハーツが、船の上で震ふるえる声を出す。

「こ、これが冬だったら……ぼ、僕達凍とう死ししていましたよ……」

　同じく船の上で、グレンが嚙かみ合わない歯をガチガチいわせる。

「水着が必要だったです～」

　やはり船の上でメルフィが身体を震わせている。そういう問題ではないと思うのだが、誰だれも突っ込む気力がないらしい。

　そんなみんなの様子に、マイルズは湖面から首を出して苦く笑しようした。

「みんなしぶといね～。あの高さから落ちて、誰も怪け我がしてないんだから」

「マイルズ……お前よく平気だな。取り敢あえず上がれ、見ているこっちが寒くなる」

　そう言って、ハーツがマイルズに手を差し出した。

「悪いね～。ところで、一人足りないような気がするのは、気のせいかな？」

　差し出された手を右手で握にぎりながら言ったマイルズの言葉に、空気が一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。

「そう言えば、いませんね……」

「……誰か、見み掛かけなかったか？」

「いや～。空中でみんなバラバラになったからね～」

「ラキスさ～ん！　どこですか～！　返事してくださ～い！」

　メルフィの上げた呼び声に、しかし返事は返ってこなかった。妙な沈ちん黙もくが一同を包む。

「まさかあの馬ば鹿か、泳げなかったとか……？」

　ハーツの漏らした疑ぎ問もんを、誰も否ひ定ていできなかった。

　冒ぼう険けん者しやをしていれば、必要性から泳ぎを身に付ける事は多い。しかし大陸の中央部に存そん在ざいする帝てい国こくでは、探たん究きゆう者しやとして修しゆ行ぎようしたグレンやエージェントとして訓練を受けたメルフィなどの特とく殊しゆな例を除のぞけば、普通は泳げないと考えて間違いない。それに官かん僚りよう試し験けんを受けるために勉強をしていたラキスに、泳ぐ練習をする暇ひまがあったとは考えにくい。

「泳げないかどうかはともかく、彼女、意い識しきを失っているはずだしね～。多分、溺おぼれているんじゃないかな～」

「……どういう事だ？」

「さっき空中でラキスちゃんが突とつ然ぜん苦しみだしたの、あれ神しん聖せい魔ま法ほうの結界に触さわったからだと思うんだよね～。神聖魔法は正の力、ラキスちゃんの魔法は負の力。その両者が触ふれ合ったとき、簡かん単たんな算数が行われて、結局正数が大きかった。結果、ラキスちゃんの魔法が強引に中和されたというわけさ。強引だから、中和された方はかなりの精神的苦痛を感じる。しかもラキスちゃんは限げん界かいまで抵てい抗こうしていたみたいだから、気を失っちゃったって考えるのが妥だ当とうだね～」

　そのマイルズの言葉が終わらないうちに、湖面に水柱が上がった。

「メルフィ！」

「ラキスさんを探さがすんです！」湖面から顔を出し、ハーツの声に答える。

「このまま何もしなかったら、ラキスさん死んじゃいます！」

　そう言って、水の中に潜もぐっていく。

「……そうだな。俺おれ達たちも探すぞ！」

「はい！」

　メルフィの行動に決心したハーツとグレンが水に飛び込もうとしたとき、しかしマイルズがその意気を盛もり下げるような発言をした。

「止めといた方がいいんじゃないかな」

「……どういう意味だ？」

　睨にらみ付けながら問い掛けるハーツに、マイルズは依い然ぜん水の中に浮かびながら、涼すずしげな表ひよう情じようを見せる。

「このまま彼女には、事じ故こ死ししてもらった方が都合がいいんじゃないかって事さ」

「なんだと……」

「そう怒おこる事じゃないだろう？　だって俺達は各勢せい力りよくの意向を背せ負おってここにいる。その任にん務むに、使命の成功なんてシナリオはなかったはずだ。だけどラキスちゃんは使命を成功させようとしている。彼女には気の毒だけど、このまま舞ぶ台たいから退たい場じようしてくれた方が、俺達には都合がいいんじゃないかな？」

　マイルズの言葉に押おし黙だまってしまう船上の二人。その二人に向けられるマイルズの言葉はなおも続く。

「ハーツ、君は大人だ。グレン君だって、もう子どもじゃない。二人とも、権けん力りよくに逆さからう事の恐おそろしさは承しよう知ちしているんだろう？　だったら迷まよう必要はない……そうだろう？」

「……言いたいことはそれだけか？」

「これで充じゆう分ぶんだろう？」

「ああ……そうだな……」

　ハーツはそう言って、小さく息を吐つく。

「お前の言ってる事は、俺も充分承知しているつもりだ。だが俺は、ある男にラキスを守ると誓ちかいを立てた。その誓いは、俺にとって神聖なものだ。その神聖なものを破やぶるほど、俺は権力に飼かい慣ならされたわけじゃない。それに俺は、ラキスに助けてやると約束した。その舌したの根も乾かわかぬ内にラキスを見み捨すてたら、俺は一生後こう悔かいする」

　そう言って、ハーツは湖に飛び込んだ。

「あれま、行っちゃった」

　マイルズは水中で器用に肩かたを竦すくめてグレンに視線を向ける。

「それで、グレン君はどうするのかな？　もともと彼女が事故に遭あうというシナリオは、外務省のシナリオに書かれていた事じゃないのかな？」

　そう言ったマイルズに、グレンが微び笑しようする。

「そうですね……僕ぼくにとって、彼女がここで退たい場じようしてくれれば外務省に対する僕の面めん目もくも立ちますし、今後の展てん開かいも楽になる……良い事ずくめですよね」

　そう言って、しかし小さくため息を吐く。

「でも、やっぱり僕は、彼女を憎にくめないんです。きっと僕はまだ子どもなんですよ。上う手まくは言えませんけど、彼女は目的に向かって純じゆん粋すいで、常つねに一生懸けん命めいです。そんな彼女の邪魔をする僕はとても醜みにくい存在なんじゃないかって、そう思うんですよ。ここで彼女を見殺しにすれば、僕は富とみを手にすることが出来るかも知れません。だけどそれと引き替かえに、僕は何かとても大切なものを失ってしまうような気がするんです。僕は彼女と対等の立場でいたい、彼女に引け目を感じたくないんですよ。だから僕は行きます。このまま彼女を見殺しにしたら、僕は何かに負けてしまう……そう思うから……」

　そして、グレンも湖に飛び込んだ。

「あれま、これじゃ俺一人が悪者だね～」

　そう言って再ふたたび器用に肩を竦めると、みんなが遠くに行ったのを確かく認にんする。そしてみんなからは死角になるように左手で抱かかえていた、完全に気を失ってぐったりしているラキスを船の上に上げると、自分も船に上がった。

「それにしても不思議だね～。まだ会ってから一か月と経たってないのに」

　そしてケースからタバコを取り出すと、火を付け、煙けむりを吐はき出す。

「ハロルド……君の勘かんは当たっていたね。彼等は既すでに、五大老の呪じゆ縛ばくから逃のがれつつある。そんな所に座すわっていたら、この状じよう況きようの変化に対たい応おうできなかっただろうね……」

　しかしハロルドもまさか、この様な状況が五大老の思おも惑わくでも大司教の思惑でもなく、一人の少女によって引き起こされるとは思ってもみなかっただろう……。そう思いつつ、マイルズは再びタバコを口にくわえる。

（それにしても不思議な娘むすめだ。全く必要のない資し料りようをわざと一週間も調べて敵てき対たい勢力の注意を帝てい都と周辺に引き付けておいてから、相手を一気に引き離はなして目的地に到とう着ちやくし、三神聖教が罠わなを張った宿屋をことごとく避さけて、なおかつこっそりとあの浮遊岩に潜せん入にゆうしようとした……そんな計算高い娘なのに、本人からはその陰いん険けんさが全く感じられない。俺以外の者ならそれに惑まどわされて、まったく見当違いの報ほう告こくをハロルドにして、あいつの判はん断だんを狂くるわせていただろう。まったく面おも白しろい娘だ……）

　さて、どうしたものか……。

　タバコの煙を吐き出しながら、青い顔をして気を失っているラキスを見下ろす。

　今はまだ、ラキスが帝国に不ふ利り益えきをもたらす存在であると確定しているわけではない。しかし不確定因子の元げん凶きようである。この先の展開を操そう作さしやすくするためには、彼女には舞台から退場してもらった方がいいだろう。今なら事故として処しよ理りするのも難むずかしくはない。

　しかしマイルズはタバコの火を揉もみ消し、遠い目をして笑みを浮かべた。

「個人の立場で出来ることには限界がある……俺が長官のイスを蹴けったとき、君はそう言ったねハロルド。だけど俺の求めた問いの答えが、この娘の中にあるかも知れないよ……」

　そう呟つぶやくと、ラキスが見付かったことを告げるために、大きく息を吸すい込こんだ。
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　クシュン！

　夕ゆう闇やみの中、魔ま法ほうの明かりで照らされた部屋に小さくクシャミの音が響ひびいた。

「うみゅぅ……風か邪ぜひいちゃったかな……」

　ベッドの上で毛もう布ふにくるまったラキスがそう呟き、ティッシュで鼻を押おさえる。

「どうやら、馬ば鹿かは風邪をひかないと言うのは迷めい信しんらしいな」
















　妙なことに感心しながら頷うなずくハーツに、グレンが首を傾かしげる。

「でも、馬鹿しかひかない夏の風邪……とも言いますよ？」

「あ、なるほど。それなら納なつ得とくがいく」

　好き勝手な事を言う二人に、マイルズが苦笑を浮かべる。

「素す直なおじゃないね～二人とも。さっきまで青い顔して心配していたのに」

「べ、別に、心配なんか……」

　不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向くグレンに、ラキスが笑みを浮かべた。

「グレン……心配してくれて、ありがとう。あたしグレンの事、誤ご解かいしてた……グレンに嫌きらわれてると思ってた。だから、探さがしてくれたって聞いて、嬉うれしかったよ」

「別に……それに、助けたのは結局マイルズさんだし……」

「うん。でも、みんなが探してくれた事が嬉しいの。だから、ありがとうね」

　そう微笑ほほえんで、

「……でも、馬鹿しかひかないってのはひどい……」

　憮ぶ然ぜんとした表情でそう言った後、再びクシャミをする。その時部屋の扉とびらが開き、メルフィが入ってきた。

「ただいまです～」

「お帰り。どこに行ってたの？」

　そう応こたえるラキスに、メルフィが笑顔で答える。

「厨房を借りて、酒さけ卵たまごを作っていたんです。風邪にはやっぱり、これが一番ですから」

「酒卵……？　ああ、卵酒の事ね。ありがとうメルフィ、嬉しいな～。薄はく情じような事を曰のたまわってくれたどこかの二人とは大違い」

　二人に嫌いや味みな目を向けたラキスは、メルフィに視し線せんを戻して、小さく首を傾げる。

「……で、どこに有るの卵酒？」

「はい、これです」

　笑顔のメルフィからそれを両手で受け取ったラキスは、ホカホカしたそれを両手の平で転がしながら、しばし沈ちん黙もくする。

　……ゆで卵？

「……ねえメルフィ……卵酒って、どういう料理かな……？」

「え？　お酒で卵をゆでる料理ですよ、知らないんですか？　風邪の時には、これがよく効きくんです～」

『………………………』

　思わず重なる四人の沈黙。

　しばし沈黙が続いた後、ハーツがポンと手を打った。

「なるほど、だから『酒卵』か」

「言い間違えじゃなかったんだね～」

「でも、根本的な所で間違っていますよ？」

　呆あきれるやら感心するやらしている男三人をよそに、ラキスはどういう表情をして良いのかわからず、困こん惑わくした笑みを浮かべる。

「えっと……ありがとうメルフィ。いただくね」

「何で突つっ込こまない」

「これが僕だったら、すごい文もん句くを言われてますよ、絶ぜつ対たい」

　何やら不満げにブーイングをたれる二人に、ラキスは怒ったような困こまったような、複ふく雑ざつな表情を向ける。

「うるさいな～そんな事どうでもいいでしょ」

　プイと視線を背そむけ、もらった卵の殻からをむき始めるラキスの横に、メルフィがチョコンと腰こしをかけた。

「それで、どうやってあの岩に行くんです？」

「う～ん、どうしようかな……」

　無邪気なメルフィの問い掛かけに、殻をむいた卵をぱくつきながら独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

「まさかあんな強力な結界があるなんて思ってなかったのよね……いっそ、結界ごと岩を強力な攻こう撃げき魔ま法ほうで吹ふっ飛ばす方が簡かん単たんかも……どうせ神しん剣けんが本当にあっても、それくらいの事じゃ壊こわれないだろうし……『神魔滅めつ殺さつ』の呪じゆ文もんで、ドン！」

『げっ！』

　ラキスの独り言に、キョトンとしているメルフィ以外の三人が思わず声を詰つまらせる。

　かつて魔王が神々との戦いの中で使ったとされる『伝説の呪文』である。三人が言葉を失うのも無理はない。

「……とか、出来たらいいんだけどな……」

　ため息を吐いたラキスを、ハーツが思いっきり蹴けり飛ばした。

「使えないなら言うな馬ば鹿か者もの！　一いつ瞬しゆんマジで焦あせっただろうが！」

「イテテ……蹴らなくてもいいじゃない！　ちょっとした幻げん想そうに夢ゆめを抱いだく、乙女おとめの軽い冗じよう談だんなのに！」

「お前の冗談は、まったく、これっぽっちも笑えんのだ！」

「それに、冗談に聞こえないんですよね。冗談かと思えば本気でやりますし」

「間とタイミングが悪いんだよね～」

「うわ、ひど。そこまで言う？」三人の言葉にラキスがむくれる。

「だいたい使える訳わけないじゃないそんな魔法。どんな呪文なのかさえよく判わかってないのに。考えなくても解わかる事なの……むきゅぅ……」

「知らん。そんな事」

　ハーツが容よう赦しやなくラキスをベッドから蹴り落とした。

「ラキスさん。あの塔とうに、何か役に立つ物はないんですか？」

　メルフィが無邪気な様子で、窓まどから見える魔法使い組合のある建物を指さす。月明かりの中でその建物は、やはり一種独どく特とくな存在感をかもし出している。

「イテテ……。それはあたしも考えたんだけど、こんな地方にある支し部ぶだし、ちょっとアテに出来ない……」

「そんな事はないと思いますよ。この町は行ぎよう政せい区分の妙みようで、規き模ぼの割わりに宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの支部がありません。公的機関からあぶれた人々に救いの手を差し伸のべるという大たい義ぎ名分で活動している魔法使い組合にとって、人口が多く富とみが集まるこの町は、格かつ好こうの活動拠きよ点てんであるはずなんですよ」

　グレンの説明にラキスが口ごもり、誤ご魔ま化かすように視線をさまよわせる。

「えっと……それじゃ取とり敢あえず、可か能のう性せいがあるってことで、早さつ速そく当たってみようかな」

　そそくさとベッドから這はい出して準じゆん備びを始めるラキスに、メルフィが首を傾かしげる。

「今から行くんですか？　でもラキスさん調子も良くないし、もう真っ暗ですよ？」

「うん。もうとっくに受付時間は過すぎてるだろうけど、あたし一いち応おう宮廷魔術師だし、どうせ魔法使いなんておおかた夜や行こう性せいだしね」

　心配そうなメルフィに、ラキスは安心させるように微笑ほほえんだ。
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　一ひと晩ばん明けて、一行は再ふたたび船上の人になっていた。

「ラキスさん、風か邪ぜはもういいんですか？」

　無む邪じや気きな笑顔で訊たずねるメルフィに、ラキスが笑みを向ける。

「うん。おかげさまで快調、快調」

「良かったです。やっぱり酒さけ卵たまごのおかげです」

『それはない』

　声をそろえて否ひ定ていするハーツとグレンの二人。

「そんな事ないです。酒卵は本当に効きくんです～」

　二人に悲しげな視し線せんを向けるメルフィに、ラキスが困こまった表ひよう情じようで苦く笑しようする。

「えっと……そうね。多分、メルフィの作ってくれた酒卵のおかげかもしれないね」

　いかにも苦しげな文脈の言葉を吐くラキスに、しかし二人が驚きよう愕がくの声を上げる。

「何な故ぜだ！　何故メルフィにだけ突つっ込こまん！　一体何が目的だ！」

「変ですよ！　おかしいですよ！　きっとこの裏うらには、陰いん険けんな罠わなが隠かくされているに違ちがいありませんよ！」

「あのねぇ……」

「そもそもメルフィのラキスに対する質しつ問もんが、風邪の事だというのも解げせん！　ハッキリと断だん言げんするが、俺おれは今朝、このラキスの有様を見てアクセサリーの山が動いていると、マジで我わが目を疑うたがったんだぞ！」

「僕ぼくなんか、新種の珍ちん獣じゆうを発見したと、真しん剣けんに喜んだんですよ！」

「……二人とも、湖に蹴けり落とされたい？」

　険悪な目で二人を睨にらむラキス。もっとも、二人の言葉はそう見当外れではない。と言うか、かなり当を得た意見である。今のラキスは、これでもかと言わんばかりの数のアクセサリーを身に着けて……と言うか埋うずもれていて、表面に出ているのは顔と両手首の先だけである。動くアクセサリーの山、新種の珍獣……そう思っても、誰だれも責せめられまい。

「アーサラスに行くためには、魔ま力りよく増ぞう幅ふくアイテムの力を借りて昨日と同じ方法を試こころみるしか方法を思い浮かばなかったんだもの。……あたしだって鏡を見てちょっとみっともないかなって思ったけど、だけどとにかく強力な結界だから、それに対たい抗こうするには仕方ないじゃない。まあ、あたしもこんなには必要ないとは思うけど、一いち応おう念のためね」

「でも、魔法使い協会を襲しゆう撃げきしたのはやりすぎですよ」

　グレンの指し摘てきに、一瞬ラキスが言葉を詰つまらす。

「……仕方ないじゃない。あれだけ露ろ骨こつに嫌いやがらせをされたんだもん……」

　ラキスが頰ほおを膨ふくらませながら、少し視線を逸そらした。

　魔法使い協会と宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの仲は、ラキスが想そう像ぞうしていたより悪かったのである。本当はちゃんとした手続きで借り受けるつもりだったのだが、呆あきれるほどに手間暇ひまのかかる手続きを要求されてキレたラキスが、宮廷魔術師という立場と例の権けん力りよくを振ふりかざして、半ば強ごう引いんに徴ちよう集しゆうしてきたのである。事実上強ごう奪だつしてきたという状況であり、協会の魔法使い達が、今現在もラキスの行方ゆくえを探さがして血ち眼まなこになっていたりする。

「手続きに二週間もかかるなんて、馬鹿にするのも程ほどがあるわよ！」

　思い返して腹はらを立てるラキス。もっとも、ラキスも少しやりすぎたと思っているので視線を逸らしているのだが。

「しかし、魔力を増ぞう幅ふくするなんて都合のいい事、本当に可能なのか？」

　ハーツが疑うたがわしげな表情でラキスに尋たずねる。冒ぼう険けん者しやとしての経けい験けんから培つちかわれた彼の知ち識しきでは、かなりの限げん定てい条じよう件けん下かでのみ可能だったはずなのだ。

　しかしラキスは、余よ裕ゆうの表情でハーツに微笑む。

「そんな事、出来る訳わけないじゃない。……むきゅぅ……」

「出来もせんのに魔法使い協会を襲撃したのか！」

「イテテ……軽い冗じよう談だんなのに……」

「……つまり、冗談のために襲撃したと？」

「……違う……出来ないのが冗談だから……お願いだから、そんな真剣な表情で湖に突き落とそうとしないで……」

　冷や汗あせを流しながら、何とかハーツをなだめる。

「危あやうく冗談で命を落とすところだった……。まあ、論ろんより証しよう拠こって事で、魔法を使うから静かにしてね。集中したいから」

　そう言って立ち上がろうとするラキスに、マイルズが何気なく声をかける。

「宮廷魔術師って簡かん単たんに魔法を使うイメージがあるけど、ラキスちゃんが魔法を使う時ってイヤに慎しん重ちようだよね～。あんまり魔法を使いたがらないし、使う時は必ず立ち上がって真剣な表情をするし。確たしか立った状じよう態たいってのは、一番魔力が安定した状態なんだよね～」

「……でも、ほら、あたしって『師』とは言っても名目だけだし、言こと霊だまを習得してまだ日が浅いからね。万が一失敗したら恥はずかしいじゃない」

　ラキスは照れ隠しをするように笑いながら立ち上がり、そして真剣な表情に戻もどって呪じゆ文もんを唱え始める。しかし一瞬だけその表情が強こわ張ばったのをマイルズは見逃さなかった。

（ラキスちゃんの魔法、何か裏うらがあるな。それにしても、ハーツもグレン君も、魔力を増幅させることが無む謀ぼうだって承知しているはずなのに……。まあ、ラキスちゃんは裏付けのない行動はとらない子だけど……）

　仲間意い識しきと信しん頼らい関係が生まれている。

　ラキスの唱える呪文を聞きながら、マイルズはそう感じていた。
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　そこはまさに岩の固まりだった。ゴツゴツとした岩がむき出しに見え、植物や動物の気配がまるでない、死の大地であった。

　そんな、かつて魔ま王おうの居きよ城じようがあったと伝えられる浮ふ遊ゆう大陸の成れの果てに、ラキスの情なさけなさそうな声が響ひびいた。

「どうしよう……。これ、借り物なのに……後で返さないといけないのに……」

　浮遊岩を覆おおう結界がラキスの想そう像ぞうよりも遥はるかに強力だったため、限げん界かいを超こえて酷こく使ししたアイテムが、辿たどり着いた途と端たんボロボロと崩くずれ去ってしまったのだ。

　不毛の大地に座すわり込んで両手にアクセサリーの残ざん骸がいを抱かかえながら半ベソをかくラキスを、他の四人が様々な表情で取り囲む。

「限界以上の力を引き出されて、その力を失ったんだな。まあ、当然の結果だ」

　ため息を吐つきながら、ハーツが冷静な口調でそう評ひようする。

「いや～、壊こわれたのが途中じゃなくて良かったね～。正直、あの湖をもう一度泳ぐのは嫌だからね～」

　マイルズが吞のん気きな様子で肩を竦すくめる。

「それどころじゃなかったですよ……魔力を増幅させるアクセサリーが全部真っ赤に輝かがやいてましたからね。僕なんか、いつ魔力が暴ぼう走そうするかと、生きた心ここ地ちがしませんでしたよ」

　グレンが深い安あん堵どの息を吐く。

「何だかよく解わかりませんけど、ラキスさんの髪の毛が真っ赤に輝いていて、とっても綺き麗れいでした～」

　メルフィが無む邪じや気きな様子で微笑む。

　そんなみんなの言葉を聞いているのかいないのか、ラキスは「あああ……」と小さく呻うめいてガックリと項うな垂だれた。

　少々強ごう引いんであったとしても、任にん務む遂すい行こう中ちゆうの宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しに与あたえられる特権と皇こう帝てい陛へい下かの権けん威いをもってすればどうにでも誤ご魔ま化かせるはずだった……ちゃんと後で返しさえすればである。もしくはちゃんとした手続きをとっていれば、壊れた物の請せい求きゆうは宮廷魔術師団に行くはずであった。しかし強ごう奪だつまがいの事をした上に壊してしまっては、どうにも言い訳のしようがない。このまま逃とう亡ぼうしては強ごう盗とうが成立してしまうし、かと言って弁べん償しようしようにも、マジックアイテムなぞという物は一つでも目が飛び出るほど高こう価かな代しろ物もので、逆さかさ吊づりにされて振ふられてもラキスに支払えるはずもない。

（ヤバイ……ただでさえ借金まみれなのに……それにこのままだと宮廷魔術師団の恥はじさらしとかで、本当に追放されてしまう……）

　ラキスの頰ほおを大量の汗が流れ落ちる。そんなラキスの姿すがたに、マイルズが肩を竦めた。

「まあ、弁償だろうね～。けど、それラキスちゃん個人の借り物だからね。そこんとこ、よろしく」

「そんな……連帯責せき任にんって事に……」

「確かに、借りたのも、使ったのも、壊したのも、ラキスさん一人ですね」

　ラキスの言葉を途中で遮さえぎり、グレンが頷く。

　そんな皆みなの冷たい言葉に、ラキスは泣きたくなった。

「……あのねハーツ、相談なんだけど……」

「断ことわる」

「協力してくれるって言ったじゃない！」

「それとこれとは話が別だ」

「噓うそつき！　借金を肩代わりしてくれないなら、ハーツの本名を言いふらしてやる！」

「そ、それは卑ひ怯きようだぞ！」

　何やら低レベルの言い合いをする二人に、グレンが苦笑を向ける。

「とにかく目的地に着いたんですし、行動を開始しませんか？　首しゆ尾び良く行けば、帝国が肩代わりしてくれるかもしれないですよ」

　その言葉に、しかしラキスはため息を吐く。

「そんな都合良く行くかな……何かあたしって運が悪いみたいだし。ま、こうしてても仕方ないのは事実だけどね……」

　ラキスはため息を吐きつつも立ち上がり、無理に笑みをつくって微笑む。

「それじゃ、取り敢あえず探そうか」

「ラキスさん。あそこに剣けんみたいなのがあるんですけど……」

「へ？」

　少し間の抜ぬけた声を上げて、ラキスがメルフィの指さす方向に視し線せんを向ける。しかしラキスがいくら目を凝こらしても遠くに小高い丘があるのが見えるだけで、そこに何かあるかどうか判わからない。

「確かに、何か見えますね……」

「目め敏ざといなメルフィ。さっきからキョロキョロとしていると思ったが……」

「俺おれには何かあるとだけしか判らないけど、メルフィちゃん目がいいね～」

（……あたしには何も見えないんだけど……）

　内心で少し拗すねるラキスだが、別にラキスの視力が悪いわけではない。単に皆の視力が良いだけである。

「……取り敢えず、行ってみようか」

　ラキスの言葉に、全員が頷いた。
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「……ついに足を踏ふみ入れましたか。あの結界を越こえて来るとは、正直驚おどろきですね……」

　誰だれに聞かせるともなく、瞳ひとみを閉とじた男が静かに呟つぶやく。

　アーサラスと呼よばれる浮遊岩の中心部。

　三さん神しん聖せい教きようでも限かぎられた者……大司教と二人の高司教しか知らない浮遊岩の内部にある隠かくされた心しん臓ぞう部ぶで、30代前半くらいの男が微び笑しようを浮かべていた。

　かつて三神聖教が、その総そう力りよくを上げて施ほどこした結界である。これだけの結界を突とつ破ぱするなど、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの総そう力りよくを挙げなければ無理なハズだった。

「正直、この重大な時期に、小こ娘むすめ一人如ごときに何を慌あわてているのかと思っていましたが……なるほど、さすが大司教様ですね……」

　魔力の増ぞう幅ふくは本来集団魔法を用いる時に儀ぎ式しきの補ほ助じよとして使われるのが通例であり、生来の魔力を増幅させようなどと考える魔法使いはいない。魔力の増幅は容易たやすく暴ぼう走そうを誘ゆう発はつし、身の破は滅めつにつながるからだ。

　個人の魔力を増幅させようなど愚おろか者のすることであり、少なくとも一いつ般ぱんより圧あつ倒とう的てきな魔力を保ほ有ゆうする宮廷魔術師の考えることではない。しかし現実に、ラキス・フレーバーという宮廷魔術師の小娘は、前回とは比くらべ物にならないほど強力な魔力によってこの結界を突破したのだ。魔力を増幅したとしか考えられない。

「単に愚かなのか、それとも私には理り解かいできない勝算有ってのことなのか……いずれにせよ、油ゆ断だんの出来ない存在ですね……」

　静かに呟くその男に、歩み寄ってきた一人の司祭が跪ひざまずいて頭こうべを垂たれる。

「ルーファス高司教様、全すべての準じゆん備びが整いました」

　ルーファスと呼ばれた男は小さく頷くと、静かにその瞼まぶたを開く。

「ご苦労でした。貴方あなた達は先に脱だつ出しゆつし、後始末の準備を始めなさい」

　振ふり向きもせずにそう言うと、視線を目の前にある虹にじ色いろの物体に向けた。

　上下に細長い、楕だ円えん形けいの球体。

　高さは大人五人分。横は、大人二人が両手を広げて手をつないだ分はある。

　クリスタルのように透すき通り、虹色に輝くその物体の上下を、浮ふ遊ゆう岩いわを構こう成せいする岩が、まるで木の根のように取り付き脈打っている。

　ルーファスはその物体の中心部に、ゆっくりと右手をかざした。

「ラキス・フレーバー……貴女あなたには、厳げん正せいなる神の裁さばきが下されます。三神の一神にして断だん罪ざいの神リヴァの使徒たる私の手によって。貴女の罪つみは、神への反逆。その罰ばつは、永えい遠えんなる魂たましいの死です。悔くい改める機会さえ、貴女には与あたえられません……」

　その手の平に、青白い魔法の光が出現する。

「汚けがれし力に身を染そめし者よ、聖なる結界を越こえてなおこの裁さばきから逃のがれる余力が、果たして貴女に残っていますか？」

　その表情には、薄うすい笑みが浮かんでいた。
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　地面に突つき刺ささったそれは、頭部に赤い色を放つオーブがはめ込まれており、そのオーブのすぐ下に、いくつかの小さい鉄の輪が付いていた。

　いわゆる錫しやく杖じようである。

　しかし注目するべきは、その錫杖のすぐ上の空中に丸い魔力の力場があり、その中に一振ふりの剣けんが浮うかんでいる事だった。その剣こそが神剣エーデルハントであろうと、その場に居い合あわせた者が思うに充じゆう分ぶんなほど、それは異い様ような光景であった。

「『魔王は希望を奪うばった。触ふれる者全てを焼き滅ほろぼす、魔界の炎ほのおの中に。諸しよ悪あくの根元を抜ぬかぬ限り、希望を取り戻すことは叶かなわず』……伝説の一文です。今、思い出しました」

　その光景を見つめながら呟くように言ったグレンに、ラキスが視線を向ける。

「……何でグレンが知ってるのよ」

「僕ぼくは一いち応おう探たん究きゆう者しやですから、これくらいの事は……何で不満そうなんです？」

「だって、三さん神しん聖せい教きようの資し料りようには、そんな一文出てこなかった……」

　拗すねたように頰ほおを膨ふくらませるラキスに、グレンは苦く笑しようする。

「それは当然ですよ。だって僕達が調べたのは最高機き密みつを集めた資料でしたけど、これは三神聖教の聖典にも出てくる、有名な一文ですからね」

　機密でも何でもないから、資料になかった訳である。三神聖教を毛け嫌ぎらいして、聖典など触ふれたこともないラキスが知らないのは当然であった。

「後、『魔王の錫杖は魔力の象しよう徴ちよう。そは、魔王のための武ぶ器きにして、魔王以外の者に手にすること叶わず』というのがあります。ある一部の地ち域いきに伝わる、知られてない伝説なんですけど……」

　そこまで言ってグレンは、座すわり込んで地面に『の』の字を書くラキスの姿に顔を引きつらせる。

「いいんだ、いいんだ。どうせあたしなんか……」

「拗ねるな馬ば鹿か者もの！」

「むきゅぅ……」

「要するに、この錫杖を抜けば神剣が手に入るんだな？」

　訊たずねるハーツに、グレンは少し遠えん慮りよ気味に頷く。

「確信はないですけど、可か能のう性せいはあると思います」

「なら、抜いてみるしかないね～」

　緊きん張ちよう感かんの欠片かけらも感じられないマイルズの言葉に、ラキスが蹴られた所をさすりながらボソリと、

「触れた途と端たんに、黒コゲとかならないといいんだけど……」

　その言葉に、三人の表情が凍こおり付く。

「……ラキス、お前な……」

「だって考えてよ。状じよう況きようから考えて、三神聖教はずっと以前に神剣を見付けていたはずなのよ。ま、これが本物かどうかは判わからないんだけど取り敢あえずおいといて、それなのに何な故ぜこんな所に放置したままにしておくのか……何か仕掛けがあったとしても、不思議じゃないでしょう？」

　ラキスの言葉に、沈黙が落ちる。

　その沈黙を破やぶったのは、さっきからキョロキョロ周りを見ているメルフィだった。

「ラキスさん……翼よく人じんさんは、どこに居るんです？」

　無む邪じや気きな笑みを浮かべたその問いに、四人が地面に座り込む。

「まだ覚えてたのか……」

「信じてたんですね……」

「無邪気だね～」

　疲つかれたように呟く三人に対し、ラキスは立ち上がって、思いっ切り引きつった笑みをメルフィに向ける。

「えっと……ほら、きっと引っ越こししちゃったのよ……多分」

「謝あやまれよ、噓うそをつきましたって」

　呟つぶやくハーツの足を、ラキスが思いっ切り踏ふみ付ける。

「そんな、せっかく楽しみにしてたのに……」

「でも、翼人さんには翼人さんの都合もあるだろうし……仕方ないわよ」

「……あたし、もう少し探してみます」

　まだ諦あきらめきれないのか、キョロキョロとしながら歩いて行くメルフィ。ラキスはその後ろ姿を見つめながら汗あせを一ひと筋すじ垂たらし、咳せきを一つ。

「と、とにかく、考えても始まらないわよね」

　話を元に戻して、ハーツの手首を摑つかむ。

「……何の真ま似ねだ？」

「いや、触ってみようかと……」

「自分の手でやれ！」

「そんな、怖こわいじゃない！」

「お前の方が怖いわ！」

　言い争いを始めた二人に、マイルズが苦笑を浮かべる。

「まあ、大だい丈じよう夫ぶじゃないかな～。もし何か有るんだったら、ラキスちゃんが資料で見付けているはずだしね～」

「じゃあ、マイルズが最初に抜いてみよう。これ、決定ね」

「頑がん張ばれよ、マイルズ」

「……こういう時は結けつ託たくするんですね」

「……別に、グレンが先でもいいのよ？」

「まさか。異い存ぞんなんて、全くありませんよ」

　皆みな、正直者である。

「ま、いいけどね～」

　マイルズが肩かたを竦すくめて杖つえに近づき、腰こしが引けて後ずさるラキス達を後しり目めに無む造ぞう作さに錫しやく杖じようを摑み、力を込めて錫杖を抜きにかかる。

「……どう？　抜ぬけそう？」

「駄だ目めだね～。根でも生えてるんじゃないかな～」

「えらく諦めが早いわね。ちゃんと力入れたの？」

「もうこれが精せい一いつ杯ぱい。いや～疲れたね～」

　肩を竦めて錫杖から離はなれ、「どっこいしょ」と声を出して地面に座すわり汗を拭ぬぐう仕草をするマイルズに、ラキスはため息を吐く。

「もう、当てにならないな。じゃあ二番手ハーツ、いってみよう」

　指さすラキスに、

「……仕方ない」

　言いたい事は山ほど有るが、取り敢えずそれを飲み込んだらしい。錫杖に近づき、力を込めて抜きにかかる。

　しかし、結果は同じである。ハーツは諦め悪く、何とか抜こうと粘ねばっていたが、やがて息を切らして座り込んだ。

「何よだらしない。こんな杖一本も抜けないなんて……」

「人にとやかく言う前に、自分でやってみろ」

「……じゃあ、三番手……」

「……駄目ですね。まるで地面と一体化しているみたいですよ。どうやら力だけで抜ける代しろ物ものじゃないみたいですね……」

　ラキスに指名される前に杖を抜こうと試こころみたグレンが、小さくため息を漏もらす。

「つまり、三神聖教もどうすることもできなかったから、ここに放置してある訳わけですね。恐おそらく様々な手しゆ段だんを試こころみたでしょうし……打つ手がないというのが実状なんでしょうね」

　グレンのその言葉に、ラキスが小さくため息を吐く。

「やっぱり駄目か……まあ、ある程てい度どは想そう像ぞうしていたけどね。でもこうなると、やっぱり駄目でしたって報ほう告こくするしかないかな……」

「ラキス、一いち応おうお前もやってみろ」

　そう言って立ち上がったハーツを、ラキスはしばし無言で見つめる。

「……男達が抜けなかった物を、あたしにどうしろと？」

「いや、どうやら魔ま法ほう的てきな代物のようだから、魔法使いであるお前になら抜けるかと」

「そんな事で抜けるんだったら、とっくに三神聖教が抜いてるわよ。期待しても無駄だって」

　深々とため息を吐きながらも、渋しぶ々しぶといった感じで錫杖を摑む。

「まあ、やってみないわけにはいかないけどさ……一応全員でやって、駄目だったら駄目って事にしないといけないし。でも、よく考えたらこれで良かったのかも……神しん剣けんがないと龍りゆうの料理は出来ないわけで……でもあたし達はちゃんと神剣を見付けたんだから、任にん務むは果たしたわけだし……三神聖教がこの神剣を隠かくしていた事を糾きゆう弾だんすれば、各勢せい力りよくの思おも惑わくもそれなりに果たされるだろうし……ちゃんと任務を果たしたわけだから、あたしも朱す雀ざくの塔とうに帰れるし……。何だ、抜けないで良かったんじゃない。ラッキ、そうと判わかればさっさと帝てい都とに帰って……」

　笑顔になって喜んでいたラキスがほんの少し力を入れた瞬しゆん間かん、それは何の抵てい抗こうも示しめさずあっさり抜ぬけた。

　目を点にして、自分が持っている物を見つめるラキス。

　その光景を、呆ぼう然ぜんとして見つめる三人。

「え、え～っと……」しばし瞳ひとみをさまよわし、手に持った物を元在あった場所に突き刺す。

「……さっさと帝都に戻って、この事を報告すれば任務完かん了りようっと！」

「何事もなかったように元に戻すな！」

　引きつった笑みを浮かべるラキスを、ハーツが蹴けり飛ばした。

「気持ちは解わかるが、それで済すむ問題じゃないだろうが！」

「ヤダ～！　あたしは触さわってない！　抜こうとしてない！　だから抜けてないんだ～！」

　必死で首を振って喚わめくラキスの声と重なって、カシャンと小さく乾かわいた音がする。そ～っと様子を覗のぞけば、宙ちゆうに浮いていたはずの剣が地面に転がっていた。

「いや～。何か全すべてが手て遅おくれみたいだね～」

　マイルズの言葉に、ラキスがイヤイヤと首を振る。

「何で？　どうして抜けなくてもいいのに抜けちゃうのよ！　もう嫌いやだこんな運命。せっかく全てが上う手まくいくと思ったのに。青い空なんて、大ッ嫌きらいだ～！」

　空に向かって泣き叫さけぶ。

「まあそれはともかく、これで取り敢あえず神剣は手に入ったわけだ」

「……手に入らない方が良かったのに……」

　ハーツの言葉にラキスが何やら拗すねた様子でボソと呟き、深く深くため息を吐く。

「ま、それは仕方がないか。とにかく当初の目的は達成したんだし、後はこれを使って上う手まく立ち回って、うやむやの内に終わらせる方法を考えないと」

「それはラキスの得意分野だな」

「……何か、すっごくむかつく言い方だけど、ま、いいや。とにかく……あれ？」

　言いかけて、何やら慌あわてた様子で駆かけて来るメルフィの姿に首を傾かしげる。

「ラキスさ～ん！」

「そんなに慌てて、どうしたの？」

　急いで駆かけ寄より息を切らせながら、メルフィが訊たずねるラキスを真剣な表情で見つめる。

「ここ、何だか落ちているみたいなんですけど……気付いてます？」

「……ここって？」

「ここです」

　メルフィが足あし下もとを指さす。

　しばし起こる沈ちん黙もく。

「みんな集まって、早く！」

　ラキスが突とつ然ぜん上げた声に、ハーツが戸と惑まどいの色を見せる。

「おい、どういう事だ？　まさか……」

「判らない。でも、有り得ない事じゃない。ここがどういう理り屈くつで浮いているのか解らないけど、錫杖と何らかの関係があったと考えれば……とにかくメルフィを信じて！」

　慌てた様子で呪じゆ文もんを唱え始めたラキスの髪かみが、赤く輝かがやく。

（お願い……もって！）

　内心悲鳴を上げながら、変色した自分の髪が目に映うつらないように、固く目を閉とじた。

　結界を越えるときに無理をしたため、本当はラキスには魔ま法ほうを使う余力が残されていない。無理に使えば暴ぼう走そうを引き起こす。髪が赤くなるのはその警けい告こくだ。

　しかし何もせずに運命を受け入れれば、自分がこれまで必死に守ってきた、命よりも大切な何かを失うことも解っていた。

　だからラキスは自分を捉とらえようとする恐きよう怖ふに抗あらがい、無む我が夢む中ちゆうで呪文を唱えた。

　その手に、先ほど地面に突き刺したはずの錫杖が、何な故ぜかしっかり握にぎりしめられていることに気づくことなく……。
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　帝てい都との、とあるホテルの一室に、その者達は再ふたたび集まっていた。

　帝国の重じゆう鎮ちん、五大老達である。

「ハッキリ申そう。状じよう況きようが変わった。しかも、我われ々われにとって良からぬ方向にじゃ」

　口火を切った筆頭宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師したるゼラーエフ師は、手に持った資料をテーブルに放ほうり、ゆっくりと一同を見回した。

「帝国領りよう内ない各地で、浮ふ遊ゆう岩いわと称しようされる物が墜つい落らくした。ある物は都市の中心に落ちて都市を壊かい滅めつさせ、またある物は山に落ちて雪崩なだれを発生させて周辺の村を壊滅させ、ある物は海に落ちて津つ波なみを発生させ、多くの町に被ひ害がいをもたらした。それによる被害の詳しよう細さいは、一か月が過すぎた今もなお、正せい確かくに摑つかめぬというのが現状じゃ」

　いったん口を閉とじたゼラーエフ師に、一同が静かに頷うなずく。ここにいる誰だれもが、既すでにその事を承しよう知ちしている。いや、それ以上のことを。

「天てん災さいならまだしも、人災であることが問題ですな。これがあのラキス・フレーバーを筆頭とする一味の仕し業わざであることは、もはや疑うたがう余よ地ちはありますまい。全すべての報ほう告こくが、それを裏うら付づけております」

　腕うでを組み、そう発言する外がい務む省しよう長官ゲイリー・カーターの内心には、しかし悔かい恨こんの念が渦うず巻まいていた。

　こんなハズではなかった。他の勢せい力りよくを出し抜ぬき、己おのれの思う筋すじ書がき通りに事を運ぶ自信はあったのだ。それがたった一人の小こ娘むすめによって狂くるわされた。その原げん因いんが己の油ゆ断だんにあったことを、彼は良く承知している。

　確たしかに警けい戒かいはしていた。しかし所しよ詮せん小娘一人に何が出来ると高をくくっていたのも事実である。己の慢まん心しんが生み出した結果に、自じ嘲ちようの笑みを禁きんじ得ない。

（これほどの相手、監かん視しに付けたグレン・フォードでは荷が勝ちすぎていたのだろう。これがグレンの父エーデルであったなら結果も違ちがってきただろうが……）

　自分が作り上げた組そ織しき力りよくには自信があった。意思伝達速度においては、魔法によってそれを行う宮廷魔術師団やそれを専せん門もんとする帝国情報局にも、決して引けはとらない。しかし一いつ旦たんその体たい制せいが崩くずれたあと、外務省がこれほど無能の集団と化すとは思わなかった。

　かつてはそうではなかった。長官職に就つく前は有能な者を配下に抱かかえ、彼等らを重用していたはずである。しかし自分が長官職に就き、もとの配下が年を取って退たい職しよくしていった後、外務省には人がいなくなった。自分で考えることを放ほう棄きしてしまった者以外は……。

（これを教訓として、今後に生かさせてもらおう）

　カーターは、しかしその思おも惑わくを表に出さず、その眼がん光こうの鋭するどさを隠かくすように目を瞑つむった。

　そのカーターに代わって発言したのは、帝国情報局局長アルバート・ゲイツである。

「これは私の配下が、魔ま法ほう使つかい組合本部から入手した報告書です」

　そう言って、数枚まいの紙をテーブルの上に差し出す。

「この報告書には、宮廷魔術師である少女がリストンの町の魔法使い協会から魔力増ぞう幅ふく能力を持つ装そう飾しよく品ひんを大量に借用し、その翌よく日じつ『シャルル湖に浮かぶ岩』がシャルル湖に落ちたとあります」

　静かに一同に目を向けるゲイツに、一同が静かに頷く。

　問題は、魔法使い協会が民間団体である事である。

　今回の皇こう帝てい陛へい下かの勅ちよく命めいは、嫌でも応でも様々な者達の関心を集めている。一いち応おう伏ふせてはいるもののラキス達がその任にんに就いたことはもはや公然の秘ひ密みつであり、浮遊岩のいずれかに神しん剣けんがあるのではないかとは誰もが考えることだ。これらの事を結び付けて考える者は、決して少なくはない。

「……握にぎり潰つぶせば良いではないか」

　そう言った中央騎き士し団だん長ちようエセルバート・クロイツに、ゼラーエフ師が小さく首を振ふる。

「既にやったのじゃよクロイツ殿どの。我わが宮廷魔術師団と、ここに居おられるゲイツ殿の帝国情報局とが協力して、各方面から圧あつ力りよくをかけておる。じゃが、人の口には戸は立てられぬもの。儂わし等らが動き出したのが、少し遅かったのかもしれぬ。いずれにせよ、既にかなり流出しておるのは間違いないようじゃ」

　そのゼラーエフ師の言葉に、ゲイツは静かに腕を組んで目を瞑る。

「結果的に、圧力をかけたのは失敗でした。これでは我らがこの報告書の内ない容ようを認みとめたのも同じ事……無む論ろん、いくらでも言い逃のがれは出来ますが、問題は、彼等が実際に神剣を持ち帰ってしまった場合です。この報告書と、それを揉もみ消そうとした事、それに神剣という事実が重なっては、どのようにも言い逃れは出来ますまい。どのような言い逃れをしたところで、宗しゆう教きよう勢力や有力貴き族ぞくに口実を与あたえてしまうのは避さけられない……」

「厄やつ介かいな事だの……」

（お主の弟で子しの所せ為いでな）

　発言の後に、内心でそう付け加えるクロイツ。彼もまた、事じ態たいを憂うれいている表情の裏で、別の思惑を巡めぐらす。

（まだ決心が付かぬのかハーツよ。情に流されれば、より多くの者が命を落とす……幾いく多たの経けい験けんをしてきたお主が、その事を理り解かいしておらぬはずはあるまい。辛つらくとも、心を鬼おににせねばならぬ時もある。お主ならそれができるはず……）

　幾多の戦場をくぐり抜けてきた者、責せき任にんを持つ立場にいる者のみが持ちうる想おもいを胸に、クロイツは今己の配下で信じられる唯ゆい一いつの男に、全てを託たくしていた。

　そんなクロイツの後に発言したのは、内務省長官ハロルド・ブレッセンである。

「今回の事じ故こ、今はまだほとんどの者が天災だと思っております。しかしこれが人災だと判わかれば、民たみの怒いかりは我々に向けられましょう。おそらく、貴族勢力はそれを利用してくるはず……今回の大惨さん事じは、官かん僚りよう組織の独断専行がもたらした人災であると。大たい義ぎが向こうにある以上、鎮ちん圧あつは容よう易いではありますまい」

　ブレッセンの言葉に、それまで身動きをしなかったカーターが発言する。

「事は、国内だけに止とどまりませぬ。浮ふ遊ゆう岩いわの墜つい落らくは、諸外国にも同じ様な被ひ害がいをもたらしているのです。この事が我らによる人災だという虚きよ言げんが起これば、それは帝てい国こくに介入するには打ってつけの大義名分となりましょう。その様なおりに国内で分ぶん裂れつしていては……これは、帝国存そん亡ぼうの危き機きです」

　それにクロイツが頷うなずく。

「兵士達の中には、身内を事故で亡なくした者もいよう。その様な虚言に惑まどわされて敵てきに走る者もないとは言えぬ。その様な状じよう況きようで戦いくさなど、無む謀ぼうというものじゃ」

　しばらく、沈ちん黙もくが室内を包む。

　各自それぞれの思惑に思いを寄せて、この事態をどう打開するかに思いを馳はせていた。

　やがてその沈黙を破やぶって、ゼラーエフ師が静かに発言する。

「事を起こしたのはラキス・フレーバーじゃ。あやつが儂等の意志に反し、帝国に反旗を翻ひるがえし、浮遊岩を世界各地に落としたのじゃ……そういう事にせぬか？」

　全員の目が注がれる中、ゼラーエフ師は笑えみを浮かべる。

「所しよ詮せんあやつ等は駒こま。どの様に優ゆう秀しゆうであっても……いや、優秀であればあるほど、重要になるのはその捨すて方じゃ……」
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　朱す雀ざくの塔とうの最上階。

　執しつ務む室しつの机つくえで何かの書類に目を通しているゼラーエフ師に、クリス・マクドール師が静かに頭を下げる。

「師よ、討とう伐ばつ隊たいの集結が終了いたしました。別命なくば、ご命令どおりラキス・フレーバー討伐の任に就つかせます」

「うむ。予定どおり進めるがよい」

　書類から目を離はなさずそう答えるゼラーエフ師に、マクドール師が小さく一礼する。

「明朝、出立させます」

　立ち去ろうとしたマクドール師だが、しかし「そう言えば」と、思い出したようにゼラーエフ師に向き直った。

「ラキス・フレーバーが住み着いていた地下の書類管理室から、機き密みつ資し料りようが30点ほど発見されたそうです。その中に、過か去こに封ふう印いんされたはずの、魔ま力りよく増ぞう幅ふく技ぎ法ほうの研究資料が発見されたとか。……妙みような話です、確たしかあれは『師』ですら持ち出しを許ゆるされない禁きん忌きの資料。何者かが意図的に紛まぎれ込こませない限かぎり、地下の書類管理室に紛れ込むなど有り得ない事ですのに……」

「それは不思議な話じゃのう」

　ゼラーエフ師は書類から視し線せんを離さず、気のない生返事を返す。

「……ラキス・フレーバーには、試験官をたぶらかして合ごう格かくしたという噂うわさがありました。無論彼女の才さい能のうに嫉しつ妬としての流りゆう言げんでしょうが、まったく根こん拠きよのない話でもなく、魔法を使う時に何となく感じられる魔力が、最低ラインであるはずの１５０よりも低く感じられたというのです。もっとも、ラキスが言こと霊だまをマスターしてしまったので消えてしまった噂なんですけどね。そもそも本当に最低ラインより低いのなら、本試験の前の一次審しん査さで足切りになっているはずです。……何者かが、検査結果を操そう作さでもしない限り」
















「有り得ぬ事じゃのう」

　そこで初めてゼラーエフ師が書類から目を離し、マクドール師を見て小さく笑みを浮かべた。その微び笑しようの意味が解わからないほど、マクドール師は間ま抜ぬけではない。

「本当に、ラキス・フレーバーをお切りになられるのですか？」

　その問いに、一いつ瞬しゆんの沈黙が流れる。

「儂は、才能のある者が好きじゃ。世の中に天才と呼ばれる者は数多くおれど、真の天才はなかなかおるものではない。真の天才とは、常じよう識しきを打だ破はし時代を変へん革かくする力を持つ者……儂等がどうすることも出来ずに繰くり返してきた悲ひ劇げきを、覆くつがえすことが出来る者。儂は長年そういう者の出しゆつ現げんを待っておるのじゃ……」

　少し遠い目をして想いを語っていたゼラーエフ師が、突とつ然ぜん目を見開いてマクドール師を見み据すえる。

「じゃが、所詮それは儂個人の感かん傷しように過ぎぬ。儂は宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんという組織の長おさであり、同時に五大老という帝てい国こくの要職を務つとめる立場にある。常識を守り、秩ちつ序じよを正す立場にある。帝国の秩序を乱みだし、混こん乱らんに貶おとす可か能のう性せいを放置するわけにはいかぬ。秩序を護まもるために有ゆう効こうであるならば、手しゆ段だんは選ばぬのじゃ。ラキス・フレーバーの処しよ置ちに、変へん更こうは有り得ぬ」

「……承しよう知ちいたしました」

　ゼラーエフ師に一礼をして執務室を退たい出しゆつした。

　深夜である上、ゼラーエフ師の執務室しかない十五階には『師』でも滅めつ多たに来ることはない。鼓こ動どうが聞こえるほどの静せい寂じやくに包まれている廊ろう下かに、マクドール師の足音が響ひびく。

（ラキス・フレーバーの魔力は、間違いなく最低基き準じゆんを満たしていない……）

　マクドール師は、そう確かく信しんした。

　魔力が最低基準に達していないラキスが言霊を操あやつれるようになるためには、あまりにも大きなリスクを承知の上で、魔力の増幅に手を出すしか手段がなかったのだろう。

　それは命を懸かけた、あまりにも無む謀ぼうな賭かけである。五年間は言霊を習得できなくても宮廷魔術師団をクビになることはないのだから、家族の生計をその双そう肩けんに背せ負おっているラキスが何な故ぜその様な無謀な賭に出たのかは、マクドール師には解らない。しかし現実に、ラキスはたった一年で魔力増幅法をものにし、言霊を習得した。無論、天てん性せいの才能があったからこそではあろうが、その努力は想そう像ぞうを絶ぜつするものであったに違ちがいない。ラキスはその一年間、まともに魔法の研究に打ち込める環かん境きようになかったのだから……。

　しかしその裏うらにゼラーエフ師の影かげがちらつく。

　どんな経けい緯いでゼラーエフ師がラキスの才能に気づいたのかは判わからない。だが、何らかの形でラキスの才能が開花する方向へ導みちびいたのは間違いない。

　それなのに、少し邪じや魔まになったらあっさり捨すてる。

「師よ、あなたの慧けい眼がんには敬けい服ふくします。……でも、人の運命を弄もてあそぶようなそのやり方は、私には許ゆるせない……」

　マクドール師の呟つぶやきは、足音に紛まぎれて小さく響いた。
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　アグフィール大神しん殿でん。

　三さん神しん聖せい教きようの中心であるこの建物の一室に、その三人は集まっていた。

　一人は、三神聖教の最高権けん威い者しやにして、法と秩序の神たるエシュヌ神に使えるカーウェル大司教。

　一人は、破は壊かいを司つかさどる断だん罪ざいの神リヴァ神に使える、ルーファス高司教。

　一人は、創そう造ぞうを司る生命の神グレマー神に使える、クロード高司教。

　三神聖教の、最高権威者達である。

「この重大な時期に、面めん倒どうな事じ態たいを抱かかえてしまいましたな……」

　口を開いたのは、クロード高司教だった。

　クロード高司教は62歳さい。先の権力闘とう争そうで、大司教候こう補ほに上げられながらもカーウェル大司教と共謀した人物である。その彼は、カーウェル大司教に大おお袈げ裟さなため息を吐ついた。

「ラキス・フレーバーとか申す宮廷魔術師の小こ娘むすめに神剣の在処ありかを嗅かぎ付けられ、証しよう拠こ隠いん滅めつと小娘の始末をしくじったばかりか、神剣をその娘に奪うばわれてしまったとか。先に、一言私に相談していただければ、この様な不始末は起こらなかったものを……」

　視線を向けて再ふたたび大袈裟なため息を吐くクロード高司教に、ルーファス高司教は表情を変えず、小さく頭を下げる。

「己おのれの未み熟じゆくさを痛つう感かんしております。少々敵てきを侮あなどりました」

「まさしく未熟ですな。敵の生死を確かく認にんせず事後処しよ理りを配下に任まかせて戻もどってきたうえ、その小娘の足取りすらつかめていないとは……この事が、我われらの計画に支し障しようをきたさねば良いですな……」

「もう良いではないかクロード高司教。そなたに相談しなかったのは、大事の前の小事と侮った儂の責せき。そう責せめるな」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたようなカーウェル大司教に、クロード高司教は大袈裟に首を振ふる。

「大事の前だからこそ、如い何かなる憂うれいも残してはならぬのです。なればこそ、万全を期して事に当たらねばならぬのです」

「解わかっておる。しかし今はその者を、いかに始末するかが問題であろう。もし神剣が官かん僚りよう組そ織しきの手中に落ちるような事態になれば、我々から大義が失われるのだ。その者が、我らが仇きゆう敵てきたる宮廷魔術師であることが気に掛かかる。しかも官僚組織はその者だけを指名手配にした……もしくは、何かを隠いん蔽ぺいするためかも知れぬ……」

「心配なさいますな大司教様、要はその娘を始末し、神剣を取り戻せばよいのです。既すでに私の手の者50人を始末に向かわせました、一か月後には事態は丸く収おさまっているでしょう。……幸いにして、敵が自ら神剣のいましめを解といてくれたのです……これで我々は切り札を手に出来ます」

　そう言って、クロード高司教は陰いん惨さんな笑みを浮かべた。
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　闇やみの中……。

　心安らぐ静せい寂じやくの中に、漂ただようように浮うかんでいた。

　辛つらいこと、悲しいこと、苦しいこと……挫くじけそうになる負の感かん情じようが薄うすれ、抵てい抗こうするために心にまとっていた鎧よろいを脱ぬぎ捨すて自由になったような、そんな安心感がそこにあった。

『……汝なんじは何な故ぜ、生来の力を超こえた力を欲ほつする……それが己おのが身を滅ほろぼす危き険けんを常つねにはらむことを知りながら……』

　不意に、闇やみの中から声が問い掛かけてくる。

（……あたしは魔ま力りよくが弱いから……言こと霊だまを使いこなせるだけの魔力がないから……元々一次試験で足切りされるはずだったのが、何かの間違いで入団出来て……だけど、あたしには幼おさない弟達や病気の両親を養う義ぎ務むがあるし……宮廷魔術師団をクビになりたくなかったから……）

　ずっと心の中に隠していた想おもいなのに、何故か抵抗なく出てくる。

（……魔力増ぞう幅ふく技ぎ法ほうが、あまりにも危険だからずっと前に禁きん止しされたって事は知っていた……だけど、たった一年じゃ他に手がなかったし、わずかでも可か能のう性せいがあるのなら賭かけてみたかった……夢ゆめを諦あきらめたくなかった……暴ぼう走そうしても抱かかえ込こめば、あたし一人だけの犠ぎ牲せいで済すむことは解っていたから……）

『……汝は力を求めながら、何故神しん剣けんも錫しやく杖じようも欲さない……』

（……あたしはどうせ剣なんか使えないし、錫杖がどんな力を持っているのか知らないから……それに宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんに入りたかったけど、魔法使いとして仕事をしたかった訳わけじゃない……だから宮廷魔術師になれる資し格かくさえ有れば、言霊さえ操れるだけの魔力が有ればいいの……矛む盾じゆんしているかも知れないけど、それが本当の気持ちだから……）

（……一いつ般ぱんには知られていないことだけど、この世界は何故か魔法的に安定してない……突とつ然ぜん異い界かいとのゲートが開くことがあるの……その時に魔物がこの世界にやって来るんだけど、数時間で閉とじるし、多くは人里離はなれた山やま奥おくなんかで起こるから深しん刻こくな問題にならない……だけど一年余あまりほど前、大きな街でゲートが開いたの……その時、兄さんが偶ぐう然ぜんその街で商売があって……）

（……その街は壊かい滅めつ状じよう態たいで、多くの命が突然理り不ふ尽じんに奪うばわれた……いくつもの想いが、幸せが、ある日突然踏ふみにじられてしまう……それが現実だけど、だけどあたしはそれが許ゆるせなかった……何で魔法的に安定していないのか、どうすれば悲ひ劇げきを避さけられるのか……宮廷魔術師団に入ればそれが研究できる。『師』になれば、極ごく秘ひ事じ項こうだって研究できる……宮廷魔術師団に合格したって知ったあの日、一生かけてその謎なぞを解かい明めいしようって決めたの……それをすることが、あたしの夢……）

『……汝の魂たましいは我に、かつて我と共に戦いし者の事を思い起こさせる……』

　不意に、辺りが明るくなってくる。それに伴ともない、その声は遠ざかってゆく。

（待って、あなたは誰だれなの？）

『……………………』

　声が聞き取れなくなり、辺りが真っ白に包まれ、視し界かいを奪い去った。




「……あれ？」

　見覚えのない部屋の、見覚えのないベッドで眠ねむっていた自分を発見して、ラキスは戸と惑まどいの声を上げた。

　ベッドの傍そばにある窓まどのカーテンは開けられ、柔やわらかい日の光が射さし込こんでいる。その窓の外の景色も、ラキスには見覚えのないものだ。

「……ここ、どこ？」

「ラキスさん！」

　呼よばれて振り向くラキスに、メルフィが跳とびかかるように抱だきついた。

「気がついたんですね！　良かった、一か月も高熱が続いて、心配したんですよ！」

「……一か月も？」

「グレンさんが毎日いろんな薬を調合してくれて……でも、熱も下がったし、もう大だい丈じよう夫ぶです。あっ、あたし、みんなに知らせて来ます！」

　メルフィが、駆かけ出すように部屋から出ていく。その姿すがたを見送りながら、ラキスは頭を押おさえた。

　何だか、長い夢を見ていたような気がする。そのためか、記き憶おくがハッキリしない。どうして自分が一か月も気を失っていたのか……。

　考え込んでいたラキスの脳のう裏りに、ふと記き憶おくが蘇よみがえる。

　壊滅的打だ撃げきを受けたリストンの町……恋こい人びとを抱きしめて名前を連れん呼こする若わかい男……泣き叫さけんで親を探さがす幼子……子どもの死体を抱きしめて、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす母親……。

「……あたしの所せ為いだ……」

　顔色を失い、震ふるえる声で呟つぶやいた。
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　シャルル湖から少し離はなれた森の中で、ハーツは苛いら立だたしげに唾つばを吐はき捨すてた。

「他愛もない。鬱うつ憤ぷん晴らしにもならん」

　彼の周辺には十数名の男が絶ぜつ命めいしている。いずれも、ハーツが所しよ持じする神剣を目的に襲おそってきた、三さん神しん聖せい教きようの刺し客かくである。

　素人しろうと相手ならまだしも、それなりに実力を持つ相手と一対多数……それがどれほど不利な条じよう件けんであるかということはお構かまいなしに、ハーツは非ひ常じよう識しきなまでに強い。神聖魔法を操あやつる十数名の手て練だれを相手に、ほとんど一方的に切きり伏ふせたのである。冒ぼう険けん者しや時代、大陸中に轟とどろかせた『雷らい雲うん』の二つ名は、伊だ達てではなかった。

「これ以上の時間稼かせぎは無理か……」

　血ち眼まなこになって行方ゆくえを探す三神聖教が二か月もの間ラキスの潜せん伏ぷく先さきを発見できなかったのは、ハーツの尽じん力りよくがあったからである。しかし捜そう索さく範はん囲いも狭せばまり、もはや発見も時間の問題となっている。悪あがきに捜索者を始末しても、大した時間稼ぎにはならない。

　抜き身の神剣で肩かたを叩たたきながら小さくため息を吐つくと、ハーツは仲間の所に向かって歩き出した。

　シャルル湖の浮遊岩から脱だつ出しゆつした二か月前、魔法を使ったラキスの髪かみの毛が深しん紅くに染そまり、激はげしい輝かがやきを放って荒あれ狂くるった。その様はさながら、限げん界かいを超こえる魔力を放ったラキスの、無言の悲鳴のようでもあった。

　しかし暴ぼう走そうは起こらず、消しよう耗もうしきったラキスは原げん因いん不明の高熱を出し、意い識しきを失った。そのためハーツ達は、この地に止とどまってラキスの回かい復ふくを待ったのである。しかし現げん在ざいはラキスも意識を回復し、原因不明の高熱も治まっている。それでもなお、ハーツ達はこの地を動くことが出来なかった。

　現在ラキスが寝ね泊とまりしているのは、街かい道どうより少し森に入った所に位置する一いつ軒けんの家である。もともと猟りよう師しか木こりの家だったのだろうが、ハーツ達が見つけたときにはこの家に住人は居おらず、そして二か月が経けい過かしても、戻ってくる様子はない。おそらく、あの大災さい害がいに巻まき込こまれたのだろう。

　ハーツはその家の扉とびらを開け、中に入った。

　玄げん関かんから入ってすぐの所にある居い間まに、座すわって本を読んでいるグレンと、寝転んで居い眠ねむりをしているマイルズの姿がある。メルフィは、おそらくラキスの傍そばにいるのだろう。

「ラキスの様子は？」

　ハーツの問いに、グレンは言葉を出さず首を振る。

　予想していた反はん応のうだったのだろう、ハーツは頷うなずいて、居間を横切り、ラキスが居る寝しん室しつへの扉を開けた。

　窓まど際ぎわに置かれた一つしかないベッドの上で、ラキスが膝ひざを抱かかえ、膝ひざ小こ僧ぞうに額ひたいを付け、身じろぎもしないで座っている。

　……もう、見み慣なれた光景である。

「ハーツさん……」

　ベッドの横にあるイスに座っていたメルフィが、嬉うれしそうな表ひよう情じようを向ける。

「何ど処こに行っていたんですか？　姿が見えないから、心配したんですよ」

「ちょっとな。集まってきたゴキブリが鬱うつ陶とうしくなったんで、始末してきた」

「……何の事かよく解わかりませんけど、お疲つかれさまでした。お茶でも用意します」

　そう言って立ち上がったメルフィに、ハーツは首を振る。

「いや、気にしないでいい。それよりもメルフィ、一日中部屋の中に居ると気が滅め入いるぞ、少し外の空気を吸すってきたらどうだ？」

「でも……」

　メルフィが、気き遣づかわしげな視し線せんをラキスに向ける。

　一か月前に熱が治まってからの落ち込みようは、痛いた々いたしいほどであった。悲しいまでに自分を責せめて、何かを一人で考え続けている。

　ラキスを心配して、メルフィは思い付く限りの面おも白しろい話を話し続けた。それに対してラキスは全くの無反応ではなく、「うん」とか、「そうね」とか返事を返してくる。しかし、自分から話をすることはない。そして何より、まったく笑わなくなった。

　一向に変わらないラキスの様子に、次し第だいにメルフィの方が参ってきていた。今も少し顔色が良くない。

「悪いが、しばらくラキスと二人きりで話がしたい。少し席を外していてくれないか？　ついでに散歩でもしてこい。ずっと家の中に居たから知らないだろうが、もう秋の気配を感じる季節になっているんだぞ」

　ハーツの言葉に、メルフィは少し迷まよったように考え込み、頷く。

「わかりました。ちょっと外に出てきます……心配かけて、すみません」

　部屋から出て行くメルフィを自じ嘲ちよう的てきな笑えみを浮うかべて見送り、イスに座ったハーツはラキスを見て一いつ瞬しゆん息を飲んだ。ついさっきまでボンヤリとあらぬ方向を見ていたラキスの黒い瞳ひとみが、ハーツを正面から見み据すえている。

「……世界中の浮ふ遊ゆう岩いわが落ちた……違ちがう？」

　その問いに、確かく認にんという響ひびきを感じる。

「噓うそを言っても意味はないな。想そう像ぞう通り、世界中の浮遊岩が落ちた。それも同時にだ」

　ハーツの言葉に小さく頷き、再ふたたび視線をあらぬ方向に向けたラキスの表情が、わずかに自嘲的に歪ゆがんだ。

「……しばらく一人にして……」

「考えすぎるな。お前の所せ為いだと決まった訳わけじゃない」

「……お願い……」

「……解わかった」

　小さく息を吐ついて立ち上がり、ラキスに背を向けた。

（だがラキス、時間はもうないぞ。時は迫せまっている。世界は、個人の都合で止まってくれはしない。俺おれの決けつ断だんは、お前次第だぞ……）

　戻もどった居間には誰も居なかった。グレンもマイルズも、ハーツが帰ってきたのを確認して行動を開始したのだろう。

　事じ態たいは少しずつ、しかし確実に動いている。
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「もう、こんな季節になってたんだ……」

　森を歩きながらメルフィは、自分が時間に取り残されていたことを感じていた。

　森の木々はまだ青い。しかし風は夏のそれとは違い、季節は確実に変わろうとしている。

「でも、ラキスさんはまだ、あの時間に取り残されている……」

　メルフィはあれ以来、誰よりも長くラキスと接せつしている。誰よりも多く、ラキスの苦しみを知っている。ラキスがずっと、自分を責せめ続けていることを知っている。

　ラキスが笑わなくなったと皆みなは思っている。しかしメルフィは、一度だけラキスが笑ったのを見た。それはメルフィが、悲しみを堪こらえきれずにラキスに抱だきついたときだった。

「もういいじゃないですか！　そんなに自分を責めないで下さい！　だって、仕方がなかったじゃないですか……ラキスさんはラキスさんの目的のために一生懸けん命めいだっただけなんですから……」

　涙なみだを流すメルフィに、ラキスが微笑ほほえんだ。

「そういう訳にもいかないわよ……あたしは責せき任にん者しやだから。仕方がないで終わらせる訳にはいかないの……ちゃんと責任を取らないと……それがどういう形であれ、ね」

　それは何かを半ば覚かく悟ごしたような、とても悲しい笑みだった。その日以来、メルフィはラキスの前では泣かなかった。ラキスのあんな悲しい笑みを見るのが嫌いやだったから……。

　そんな物思いにふけりながら歩いていたメルフィだったが、しかしそれには気付いた。

「……相変わらず勘かんがいいわね。完全に気配を殺したつもりだったのに」

　メルフィが向けた視線の先にいたのは女じよ性せいだった。年の頃ころ30前、メルフィと同様長い髪かみを後ろで一つにまとめている。落ち着いた物もの腰ごしでメルフィに話し掛けたその女性を見た瞬間、メルフィの顔に笑顔が浮かぶ。

「シェーラさん、何でここにいるんです？　任にん務むはもう終わったんですか？」

　尻尾しつぽが有れば振りそうな様子で駆かけ寄よるメルフィに、シェーラと呼よばれた女性が優やさしげに微笑む。

「元気そうねメルフィ、安心したわ。任務はまだ途と中ちゆうだったんだけど、局長に呼び戻されたの。ラキス・フレーバーの抹まつ殺さつのためにね」

　その言葉に、駆け寄ろうとしていたメルフィの足が止まる。

「……シェーラさん、それ冗じよう談だんですよね？」

　戸と惑まどい、無理に微笑もうとするメルフィに、シェーラは少し悲しそうな表情をする。

「冗談ではないの。ジェーンもアレスもラファードも、局長の命令で既すでに動いているわ」

　その言葉に、メルフィが驚おどろきを露あらわにする。

「噓です！　信じません！　だってみんな、とても大事な使命で他国に行っているはずじゃないですか！　そんな大切な使命を放り出すなんて、信じる方がおかしいです！」

「信じたくない気持ちは解るけど、これは事実なの。そんな大切な使命を途中で放り出しても構わないほど、これは大切な使命なの」

「噓です！　信じません！　シェーラさん、あたしに噓を言ってるんです！」

　あくまでも噓だと言い張はるメルフィに、シェーラは真しん剣けんな目を向ける。

「メルフィ、局長の命令です。あなたの手でラキス・フレーバーを殺しなさい」

「！」

　思い掛けないシェーラの言葉に、声が出せない。

「後の事は私達に任せなさい。あなたはそれをすれば、後は何もしなくていいの」

　優しい笑みを見せてそう言うシェーラに、メルフィは激しく頭を振る。

「嫌です！　何で、何でなんです！　何でラキスさんが死なないといけないんです！　ラキスさんはいい人です！　あたしに優しくしてくれました！　それに優しい人です！　今だって、ものすごく自分を責めて苦しんでいます！　それなのに、どうしてあたしがラキスさんを殺さないといけないんですか！」

　涙を溢あふれさせるメルフィに、シェーラが囁ささやくように告げる。

「ラキス・フレーバーは責任者だから……責任者は、責任をとらなくてはならないわ。いい人とか、優しい人とかは関係がないの。あなたがやらなくても、誰だれかの手によって始末されるわ……だから、あなたの手で殺してあげなさい。あなたが彼女を好きなら、尚なお更さらあなたの手で始末を付けなさい……」

「何で……」

「ラキス・フレーバーの死は、もはや覆すことの出来ない決定事じ項こうなのよ。彼女は、必ず何者かの手によって始末されるわ。問題は、どの相手に殺されるか……彼女に恨うらみを持つ者や、良からぬ者の手にかかれば、どんな苦しみの果ての死が訪おとずれるかわからない。あなたなら彼女に安らかな死を与あたえることが出来る。だから……」

「嫌です！　信じません！　信じたくありません！」

　シェーラの言葉を、メルフィの激しい否ひ定ていが遮さえぎる。

「あたしは局長に直ちよく接せつ、ラキスさんを手伝えって命令されたんです！　だから、シェーラさんの言葉でも信じません！」

「状況が変わったのよ」

「信じませんて言ってます！」

　固く瞳ひとみを閉とじ、頑かたくなにシェーラの言葉を拒きよ否ひするメルフィに、シェーラは少し悲しげな表情を浮かべる。

「そう……やっぱり、局長に無理を言って取り寄せていて良かったわ……」

　そう言って、懐ふところから巻まき物ものを取り出すと、メルフィに差し出す。

「受け取りなさいメルフィ。局長からの、新しい命令書よ」

　その言葉にメルフィがビクッと身体からだを震わせ、弱々しく首を振る。

「受け取りなさい。あなたには、その義ぎ務むがあるわ」

　静かな、しかし拒きよ否ひを許さないその口調に、メルフィは嫌々ながらそれを受け取り、広げて中身を見る。

　巻物を握る手が細かく震え、次し第だいに顔を俯うつむかせていく。

「……偽にせ物ものです……」

　それでもなお、メルフィは拒否の言葉を口にする……弱々しく。それはメルフィの、必死の抵抗であった。

「メルフィ……あなたも帝てい国こく情じよう報ほう局きよくの一員なら、それが本物であることは解わかるはず。本物と解っていて否定することは許されないわよ。私や局長がではなく、私達が背せ負おっているものの重さが」

　それは、決して大声ではない。激しい口調でもない。単に淡たん々たんと出しただけの言葉である。しかしメルフィにとっては、どんなものよりも重い言葉であった。

「……はい……」

　うなだれたメルフィの瞳から、大きな滴しずくが地面に落ちた。

『ちゃんと責任を取らないと……。それがどういう形であれ、ね』

　ラキスの浮かべた悲しい微笑ほほえみが、脳のう裏りから離はなれない。

（これが責せき任にんなんですか？　こういう形でしか、ラキスさんは責任を取れないんですか？　こんな結果でしか……）

　涙をこぼしながらメルフィは、答えの出ない問い掛けを問い続けていた。
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　夕日の射さす森の中で、また決けつ断だんが為なされようとしていた。

「グレン・フォード、それがお前の結けつ論ろんか……カーター長官の御ご意い志しに従したがえないと、そういうことだな？」

　男の問いに、グレンは小さく、しかしハッキリと頷うなずく。

「そう受け取って下さって構いません。ラキス・フレーバーは他人に与えられた運命を大人しく享きよう受じゆするような人ではないんです。少々の不都合で彼女を抹まつ殺さつしようとすれば、必ず大きなしっぺ返しをくらいますよ。不ふ条じよう理りな運命には命を懸かけて抵てい抗こうする……ラキス・フレーバーとはそういう人なんです」

「カーター長官の判はん断だんに過あやまちがあると……！」

　怒いかりの声を上げる男に、グレンが珍めずらしく激しい口調で断言する。

「現げん場ばの状じよう況きようをまったく把は握あくしていない者に、何が判断できるんです！」

　そのグレンの気き迫はくに気け圧おされたか、男が口をつぐむ。そこにグレンがすかさず言葉を続ける。

「確かにカーター様は優ゆう秀しゆうな御お方かたです。しかしながら長官という立場におられるが故ゆえに、正しい判断を下されるには多くの者達による緻ち密みつな情じよう報ほう収しゆう集しゆうが不ふ可か欠けつです。今回は、その条件が全く満たされていません。失礼ですが僕ぼくの見るところ、カーター様は状況の変化が解っておられないご様子。その様な方の判断に従したがっては、大局を見み誤あやまってしまいます」

「……そう、カーター長官にご報告して良いのだな？」

　脅おどしを含ふくんだ男の言葉に、グレンは少しも躊躇ためらわずに頷く。

「こう付け加えて下さい。……不ふ肖しようこのグレン・フォードに思う処ところ有り。無用な手出しはご遠えん慮りよ願います……と」

「……後こう悔かいせぬ事だ」

　不ふ快かい感かんを露あらわに、男は捨すて台詞ぜりふを残して立ち去った。

　残されたグレンは、しかし男の捨て台詞に小さな笑みを浮かべる。

（……僕は、自分で決断して決定を下した事の結果に後悔なんてしませんよ。僕が後悔するのは、他人に流されて決断できず、自分の気持ちが曖あい昧まいなままに出てしまった結果にだけです）

　その笑みは、何か割わり切ったような、何か晴れ晴れとした微び笑しようだった。

「思い切った事言ったね～。いいのかな、あんな事言っちゃってさ」

　かけられた声に、グレンは少しギョッとしたように振り向く。

「マイルズさん……いつから居いたんですか？」

「最初からさ」

「まったく気付きませんでしたよ」

　苦笑するグレンに、マイルズがおどけたように肩かたを竦すくめる。

「大だい丈じよう夫ぶさ、さっきの彼もまったく気付いてなかったからね～」

「……油断も隙すきもないですね」

「それで、グレン君はこれからどうするつもりなのかな？　あんな事言ったら、もう後には引けないよね～」

「僕は、僕にできる事をするだけですよ」

　そう言って、グレンは少し自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべる。

「僕に出来るのは頭を使うことだけです。それも、ラキスさんみたいに突とつ拍ぴよう子しもない事を思いつく訳わけじゃないですけど……。それでも僕はこの二か月間、この状況を打開する手だてを考えてみました。そして出した結論を、僕なりに確かめてみるつもりです」

　強い意志を秘ひめたグレンの言葉に、マイルズが微笑ほほえみながら肩を竦める。

「でもね～。肝かん心じんのラキスちゃんがあの調子じゃね～」

「彼女はどんな苦く境きように立たされても絶ぜつ望ぼうすることはなく、そこに希望を見出して努力する人です。最悪の状況を受け入れたりせず、そこにわずかでも希望を見出したなら、それに自分のすべてを賭かけて立ち向かってくる人なんです。だから、心配ありませんよ」

　どこか確信めいたグレンの言葉に、しかしマイルズはチッ、チッ、チッ、と人差し指を左右に振る。

「ラキスちゃんは優秀な割に、呆あきれるくらい欠点の多い子だからね～。まだ若わかいからかな？　ま、俺おれにはもう関係ない話だけどね～」

「……マイルズさん？」

「俺は所しよ詮せん、雇やとわれ人。これ以上付き合うと、こっちの身が危あぶない。君子、危あやうきに近寄らず……てね」

　そう言ってマイルズは肩を竦め、眉まゆを寄よせているグレンの肩をポンと叩たたく。

「最後に、俺からグレン君へ忠ちゆう告こくしておこう。ラキスちゃんは今、自分を見失っている。犯おかしてはならない大たい罪ざいを自分がやってしまったと思い込こんでいるからね～。だからあれほど頭が切れるのに、一か月経たっても自分がはめられたことに気付けないでいる」

「……………………」

「今は誰の言葉も届とどかない状じよう態たいだけど、もうじき状況が動く。もうじきラキスちゃんは、立ち直れるか自じ滅めつするかの瀬せ戸と際ぎわに立たされることになる。その時、きっとグレン君の助けが必要になる。一番対立して一番ギクシャクしたグレン君だからこそ、ラキスちゃんの支ささえになってあげることが出来るのさ」

　マイルズは、グレンに小さく微笑んで背せを向ける。

「……マイルズさん……」

　辺りは夕日に包まれて、夜のカーテンが降おりようとしている。

　自分とは別の決断を下して沈しずむ太陽を背に歩き去るマイルズを、グレンは太陽が完全に沈みきるまで見送っていた。
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　窓まどから射し込む月明かりが、部屋の中を青白く照らしている。

　隣となりの部屋からは物音一つ聞こえず、いつも明かりを持ってきてくれるメルフィも、あれからまだ戻もどってきていない。しかしラキスはそんな事に気付きもせず、ただひたすら自分の殻からの中に閉とじこもっていた。

　まだ何も決めることが出来ない。

　これからどうするか、どうしたらいいのか。

　何も決断できないまま、時間だけが無情に過ぎてゆく。

（……神しん剣けんを見つけようとなんか思わなければ、こんな事にならなかった……いわれたとおり適てき当とうにお茶を濁にごしていれば、誰も不幸にならなかった……一生懸けん命めいに走る必要なんてなかったのに……どうせ最初から誰も何も期待してなかったことなのに……最初から、あたしの夢ゆめに未来なんてなかったのに……）

（……あたしは馬ば鹿かだ……こんな事態になって初めて、自分が無む駄だなことをしていたって気づくなんて……）

（……もう歩けない……もう、疲つかれちゃった……）

　ラキスはこれまで、自分の想おもいを貫つらぬいてきた。

　様々な苦く難なんに翻ほん弄ろうされながらそれでも何とかしようと必死で努力し、時として無駄な足あ搔がきに思えても、自分の足で歩くことを決して諦あきらめようとはしなかった。

　そのラキスが、今は他人の思おも惑わくに、ただ流されようとしていた。

　ひどく傷きず付つき、苦しんでいた。

「……ラキスさん……」

　不意に声がかけられ、思いに沈んでいたラキスもさすがに驚おどろく。いつの間に戻ってきたのだろうか、目の前にメルフィが立っている。

「どうしたの？　明かりも点つけないで……」

「……ラキスさん……ごめんなさい……」

　いつもと全く雰ふん囲い気きの違ちがうメルフィに、ラキスは自分に残された時間がもうないことを悟さとった。ゆっくりと立ち上がり、短剣をどこからともなく取り出したメルフィに優やさしい目を向ける。

「そっか……メルフィは決断したんだ……ごめんね、辛つらい思いをさせて。こんなはずじゃなかったんだけどな……あたし、どこで間違えちゃったんだろ……」

　微笑むラキスにメルフィはゆっくりと近づくと、ラキスの首くび筋すじに刃やいばをのばす。

「ありがとう、これまで協力してくれて……」

　微笑みを浮かべたまま、ラキスは目を閉じ、静かに最後の瞬しゆん間かんを待った。

　しかしその瞬間は、いつまで経たっても訪おとずれなかった。

「ラキスさん卑ひ怯きようです……何で、抵てい抗こうしないんですか……」

　目を開いたラキスの前で、メルフィが瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだを溢あふれさせていた。

「らしくないです、こんなの……ラキスさん、今までどんな事があっても諦めたことなかったじゃないですか……いつだって、与あたえられた現げん状じようを打だ破はしようと努力したじゃないですか……あたし、そんなラキスさんに憧あこがれていたんです……あたしはエージェントとして役立たずで……そんな状況に不満があっても、あたしはそれを変えられるなんて思ったこともなかったです……そんなあたしにとって、状況そのものを変えようとするラキスさんは憧れでした……あたしもそんな風になりたいって、思っていました……なのに、どうして諦めちゃうんです！　こんな形で逃にげるなんて、卑怯です！」

「メルフィ……」

　メルフィが静かに、ラキスの首筋から短剣を下ろした。

「こんな結末、やっぱり嫌いやです……あたしにはラキスさんを殺すなんて、やっぱり出来ません。逃げて下さい。生き延のびて、別の方法を考えて下さい。……ラキスさんは、あたしの想おもいを裏うら切ぎったりしませんよね？」
















　メルフィはラキスにそう微笑むと、一体何ど処こに隠かくしていたのか無数のナイフを手に取り出し、周りの暗くら闇やみ数か所に向かって投げた。

「血ち迷まよったか！」

　暗闇から声が聞こえ、メルフィの投げたナイフが弾はじき落とされる。それと同時に、五つの闇が人の形をとった。

「逃げて下さい！」

　呆あつ気けにとられるラキスを窓に向かって突つき飛ばし、その盾たてになるように身み構がまえる。

「正気かメルフィ！　命令に逆さからえば、いくらお前でもただでは済すまないんだぞ！」

　その言葉に耳を傾けず、メルフィはラキスに叫さけぶ。

「ここはあたしに任まかせて、ラキスさんは逃げて下さい！」

「でもメルフィ……」

「帝国情報局のトップエージェントに従じゆう属ぞくする実行部隊です。実力は、その辺の暗殺者なんか比ひ較かくになりません。ラキスさんは邪じや魔まです。だから、逃げて下さい！」

　その言葉に、口調に固い決意を感じ取り、ラキスは窓を開けて外に逃げ出した。

　メルフィは、同どう僚りようである彼等らを傷きず付つけたくはないのだ。そんなメルフィにラキスが出来ることは、その思いを汲くみ取って逃げることだけだった。だからラキスは必死になって走った。息が切れて走れなくなるまで走るつもりだった。

　しかし家から少し離れた森の中で、ラキスの足が不意に止まる。

「……え？」

　戸と惑まどいの声を出したのはラキスである。故こ意いに足を止めたのではない。突とつ然ぜん身体からだの自由が利きかなくなったのだ。

（まさかこれが……影かげ縛しばり？）

　帝国情報局のエージェントがよく使う、身体を呪じゆ縛ばくする魔ま法ほうを応おう用ようした技ぎ術じゆつである。魔法を応用したものだけに、ラキスはその方法も対たい応おう策さくも良く知っている。しかしラキスは知ち識しきとして知っているだけで実じつ際さいに体験したのは初めてであり、そのためその事に気付くのが遅おくれた。経けい験けんが圧あつ倒とう的てきに不足しているのだ。そしてその事は容よう易いに致ち命めい傷しようになり得る。

　慌あわてて対抗呪文を唱えようとしたラキスの喉のど元もとに、刃が突き付けられる。

「大人しくなさい……」

　真後ろから耳元に囁ささやかれた女じよ性せいの声に、ラキスの思考が一いつ瞬しゆん止まった。

「あそこですぐに逃げ出したのは誉ほめてあげるわ。もし他の事をしようとしたら、その場で殺していたもの」

　喉からじんわりと流れる血の痛いたみ。

　今は首の皮一枚まいを少し傷付けられた程度だが、呪文を唱えようとすれば簡かん単たんに切り裂さかれてしまうだろう。そう判断したラキスの顔が、悔くやしさで歪ゆがむ。

　それを見た背後の女性が、小さく笑みを浮かべた。

「そう、もう死ぬ気はないのね。だったらいいわ。あなたにもう少しだけ時間をあげる」

　そう呟つぶやき、女性がラキスの喉元に押し当てていた刃は物ものを離はなす。同時にラキスを束そく縛ばくしていた術が途と切ぎれ、身体の自由を取り戻したラキスは慌ててその女性に振り向いた。

「私の名前はシェーラ・ミリオル。帝国情報局トップエージェントの一人よ。覚えておきなさいラキス・フレーバー、あなたが私に生かされているという事実を。あなたがメルフィの最後の願いを……あの子の想いを踏ふみにじったときは、私がどんな事をしても必ず、この世のあらゆる苦しみを味わわせて殺してあげるわ」

「……最後の？」

　ラキスの表情が青ざめる。しかしそれに答えるシェーラは無表情だった。

「殺しはしないわ。あの子は私達にとって妹、家族を殺すなんてしない。でも、命令違い反はんは重大な罪。あの子は薬を投とう与よされて、身体の感覚もない口もきけない、生ける屍しかばねにされてしまうわ。無む邪じや気きで明るいあの子が、もう二度と笑えなくなるの。私達の悲しみがあなたに解って？　でも、それはもうどうすることもできない決定。定められた掟おきて。私にも局長にも、そしてもちろんあなたにも、どうすることもできないわ」

「そんな……その事メルフィは？」

「もちろん知っていた……全すべてを承しよう知ちした上であなたを逃がしたの。良く嚙みしめなさい、その事の重みを……」

「メルフィ……」

　メルフィの固い決意に気付いてない訳わけではなかった。だからこそここまで逃げてきたのだ。しかしそれがメルフィにそんな運命をもたらすことになるとは思っていなかった。

　足から力が抜ぬけ、その場に座すわり込んだ。

　本当は、すぐにでも駆かけ出してメルフィを助けたい。しかし自分の実力では、シェーラに勝てないことは解っている。そして、たとえ助け出すことが出来ても、そんな事では根本的な解かい決けつにはならないことも。

　メルフィは罰ばつを受けることを受け入れたのだ。現状を変えなければ、助けることは出来ない。しかしどうすればいいのか……。

（メルフィ……どうしたらいいの……どうしたらあなたの期待に応こたえられるの……あたしに何が出来るの……どうすればいいの……教えて……誰だれか、助けて……）

　シェーラの立ち去った後の森に座り込み、ラキスは独ひとり震ふるえる身体を両手で抱きしめ、歯を食いしばっても溢あふれる涙をこぼしていた。
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　夜の帳とばりが降りる森に、独り声を殺して泣くラキスがいた。

「ラキスさん……」

　声を掛かけるとビクッと肩かたを震ふるわせ、不安げに泣き顔を上げる。そんなラキスらしくない仕草を見るのは、常つねに目標を見み据すえ背せ筋すじを伸のばした姿すがたを知るグレンにとって、胸むねを締しめ付けられるように切なかった。

「探さがしましたよ。帰ったら真っ暗で、争った形けい跡せきがありましたから……」

「グレン……メルフィが……」

「話はハーツさんに聞きました」

　グレンが向けた視し線せんの先に、ハーツが目を閉とじて立っている。ラキスから少し離れた先の大木に背せを預あずけ、腕組みをし、一部始終をただ見ている。

「グレン……あたし、どうしたらいい？　１３７しかない魔ま力りよくをインチキで誤ご魔ま化かしてそれらしく見せていたけど、神経を使うし危き険けんだから気軽に使えないし、とっさにも使えない……あたしは、魔法使いとしては大した実力がないの……」

　常に自分の道を自分で選せん択たくしていたラキスが、グレンに道を尋たずねる。己おのれを見失い、決して見せなかった弱みをさらけ出し、道標を求めて藁わらにすがりつこうとしている。

　ラキスに頼たよりにされることは、本来なら本望のはずだ。だが、これはグレンの望んだ形ではない。今のラキスは誰でもいいのだ。それが悲しい。

「……世界中の浮ふ遊ゆう岩いわがほぼ同時に落ちたそうです。それはそうならないと不自然ですけど、そうなると不ふ可か解かいな事もあるんですよ」

「……？」

　望んでいた答えではなかったからか、グレンの意図を計りかねてラキスが戸惑いの表情を見せる。そんなラキスに構わずグレンの言葉は続く。

「浮遊岩には、小石大の大きさの物だってありました。でも、そんな小さな物にそれだけの魔力を出すことは、僕ぼくの知る限かぎり不可能のはずです。それはつまり、バラバラになっていても同じ動力源げんで浮かんでいたということです。同時に落ちたって事は、それを証しよう明めいしています」

「……何が言いたいの？」

「ラキスさんは、魔王の錫しやく杖じようを抜いたため魔力の供きよう給きゆうが止まって浮遊岩が落ちたと思っているみたいですけど、浮遊岩って、元々錫杖が突つき刺ささる前から浮いていた大陸の成れの果てなんですよ。それなのに、どうして錫杖を抜いたくらいで落ちるんです？」

「……………………」

「僕ぼくは、浮遊岩を浮かせていた力が別にあって、それがどうかなったんで落ちたと考えるのが妥だ当とうだと思うんですよ。だけど、単なる事じ故こや偶ぐう然ぜんと考えるには、あまりにもタイミングが良すぎます。誰かが意図的に、この事じ態たいを演えん出しゆつしたって考えるのが自然ですよ」

　グレンの仮か説せつに、しかしラキスは小さく首を振る。

「……普ふ通つうの人には浮遊岩に行く術すべがないのよ。宮廷魔術師団に所しよ属ぞくする者なら、あたし以外に個人魔力を増ぞう幅ふくしようなんて思い付きもしないだろうし、それ以外の魔法使いがあの結界を突破するのは無理だし。有り得うるとすれば、神しん聖せい魔法を使う何者かが……」

　言葉が途と中ちゆうで途切れ、ラキスの表情が強こわ張ばる。

　確たしかに神聖魔法なら、結界は何の意味もない。アーサラスに神しん剣けんと錫杖があったという事実から、あの地がかつての浮遊島の中心部だったと考えて間違いはないだろう。浮遊島を浮かせていた何かしらの存そん在ざいも、当然そこにあったと考えるべきだ。そして二度もアーサラスを探たん索さくした三神聖教なら、その何かしらの存在を知っていても不思議ではない。その可能性に、初めて思い至いたったのだ。

　しかしラキスは視線を落として小さく首を振る。

「……だけど、ここまで事態を大きくしてまで浮遊岩を落とす理由がない……」

　三神聖教とすれば、確かにラキスに神剣を見つけられるのは嫌いやだろう。教きよう義ぎの象しよう徴ちよう的てき存そん在ざいであるし、神剣を隠かくしてきた事が知れたら当然問題になる。何な故ぜ隠す必要があったのか……それを理由に官かん僚りよう組そ織しきが介かい入にゆうしてくることは避さけられない。だが、言ってしまえばそれだけだ。別に報ほう告こくする義務はないし、それが三神聖教にとって致ち命めい傷しようにはならない。しかしこれだけの犠ぎ牲せい者しやを出して事が公になれば、三神聖教の存続そのものすら危あやうくなる。それだけの危き険けんを冒おかしてまで浮遊岩を落とす必要が、どうしても見つからない。

　しかし何かが、ラキスの頭の隅すみに引っかかった。

　そんなラキスの様子に、グレンが小さく微笑ほほえむ。

「確かく認にんしてみる価か値ちはあると思いますよ。僕に考えがあるんです。それに、諦あきらめるのはすべてが終わってからでも遅おそくないですよ」

「……………………」

　決けつ断だんできずに沈ちん黙もくするラキスの目の前の地面に、剣が突き刺さった。

　……神剣だった。

　いつの間に近付いたのか、ハーツがグレンの隣となりに立ってラキスを見下ろす。

「状じよう況きようは最悪に近い。情じよう報ほうによれば、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんから派は遣けんされた部隊や三神聖教が派遣した始末部隊が、もうすぐ到とう着ちやくするらしい。諦めるのなら、お前が希望を失ったのなら、俺おれに出来ることは苦しまずに逝いかせてやることだけだ……」

　冷たさすら感じさせるハーツの静かな言葉に、ラキスは目の前の神剣を見つめながら、しばし考えるように沈黙する。

　やがて視線を落とし、小さく首を振った。

「……メルフィが助けてくれた命だから……そのメルフィを裏うら切ぎること、出来ない……」

「そうか……」

「……うん。そうだね。無む駄だかも知れないけど、あたしにできることは足あ搔がくことだけだよね。グレン、ハーツ、ありがとう。あたし、もう少し頑がん張ばってみる」

　二人を見上げるラキスの表情は、迷まよいを振り切ったのか少しだけ笑顔だった。

「ラキス、受け取れ」

　差し出したハーツの右手に、小さな、ピンク色をした光球がある。

「……言こと霊だま？」

「さっき、クリス・マクドールという宮廷魔術師から預あずかった。お前宛あてだそうだ」

「マクドール師から……？」

　特とく殊しゆな詠えい唱しよう法ほうである言霊を応用すれば、会話を録ろく音おんしたり再さい生せいさせるという使い方もでき、宮廷魔術師団では極ごく秘ひ使命などは、もっぱらこの言霊でやりとりする。ラキスは小首を傾かしげながらそれを受け取り、再生のための呪文を唱えた。

　ラキスの髪かみが、呪文の詠唱と共に赤く輝かがやく。

「ラキスさん……」

　小さく息を吞のむグレンに、ラキスが安心させるように微笑む。

「ずっとこう……理由はよく解らないけど、アーサラスを脱だつ出しゆつするときに無理したし、あたし言霊を使うために足りない魔力を増幅するのに、一番成長率りつのいい髪の毛を媒ばい体たいにしてるから影えい響きようを受けやすいんだと思う。でも見た目ほど無理してないし、魔力も今のところ安定してるから大丈夫」

　そう微笑んでから、それでも用心するように呪文に集中する。

　やがて沈黙の中で言霊が点てん滅めつして小さくなってゆき、それに反はん比ぴ例れいして、ラキスの表情が険けわしくなる。

「……そういうこと……だったの……」

　言霊が完全に消え去ってから、ラキスが小さく呟つぶやく。

　身体が怒いかりに震ふるえる。

「……いいわよ、お望み通りにしてやるわよ……でも、捨すて石だなんて真っ平御ご免めん。あたしを利用したことを、絶ぜつ対たい後こう悔かいさせてやる！」

　断言するラキスの手の中で、錫しやく杖じようの宝ほう玉ぎよくがラキスの感情に呼こ応おうするように、小さく赤く輝いた。
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　深しん紅くは本来魔ま法ほう使つかいにとって忌いむべき色である。故ゆえに、忌むべき任にん務むを帯びた者は深紅の宮きゆう廷てい法ほう衣いをまとう。しかしその任務は重要であるため、歴代深紅の宮廷法衣をまとう者は、宮廷魔ま術じゆつ師し団だんで一、二を争う術者であった。

　その、ラキスの前に深紅の宮廷法衣をまとっていたグーセン師の配下だった者達は、魔力に優すぐれた魔法戦せん闘とうにおけるエキスパートである。数年前にグーセン師が殺害されて一いつ旦たん解かい散さんしていたのだが、新たに深紅の宮廷法衣をまとったラキス討とう伐ばつのために、再ふたたび召しよう集しゆうされたのである。

　ラキス・フレーバー討伐隊を指し揮きするリューセン・バラームス士は、グーセン師亡なき後の深紅の宮廷魔術師の最有力候こう補ほであり、ラキスが臨りん時じの『師』に昇しよう格かくするまで、最も『師』に近い『士』と目されていた人物である。そのバラームスは、配下の醜しゆう態たいを、腑はらわたの煮にえくり返る思いで見上げていた。

　ラキス・フレーバーを追い詰つめたという知らせを聞いて駆かけつけてみれば、そこにラキスの姿すがたはどこにもなく、10名の宮廷魔術士が、ロープに足を巻まかれ逆さかさ吊づりの状態で点々と眠ねむりこけていたのである。しかも全員の顔には、ご丁てい寧ねいにも宮廷魔術師が使う、落ちない特とく殊しゆなインクで『マヌケ』と落書きがされている。

「……叩き起こせ……」

　怒りに震えるバラームス自身の顔にも、『ドジ』と落書きがある。

「……これで我々は、本来なら全ぜん滅めつしたわけだ……笑えんな……」

　この森にラキス・フレーバーが潜せん伏ぷくしているとの信しん頼らいすべき情報を入手してから三日間、ラキスに翻ほん弄ろうされまくった挙あげ句く、ついに全員の顔に落書きが施ほどこされたのである。その事実は、魔法戦闘のエキスパートである彼等らのプライドをいたく傷付けた。

「おのれラキス・フレーバーめ！　どこまで我らを愚ぐ弄ろうするか！」

「許ゆるさんぞ！　無事に死ねると思うな！」

　口々にラキスを罵ののしる周りの仲間を見ながら、しかしバラームスは冷静な部分で状況の悪さを感じていた。

（ラキス・フレーバーの魔力は１５０。情報によれば、最も警けい戒かいすべき魔力増ぞう幅ふくアイテムを全すべて失っているとのことだから、その状じよう態たいでの魔力増幅は、資し料りようによれば本来の魔力から10％アップが限げん界かいだという。……精せい々ぜい１７０か。その程てい度どの相手に、魔力が２００以上の者だけで構こう成せいされた我々が翻弄されるとは……）

　原げん因いんは、この森である。

　至いたる所に罠わなが仕し掛かけられ、迂う闊かつに身動きすることもできない。

　罠そのものは単たん純じゆんな物なのだが、そこは魔法使いだけで構成された悲しさ。ラキスを追い詰めるのに集中してしまい、面おも白しろいように引っかかってしまう。そして動どう揺ようしたところを、ラキスに魔法で眠らされる。気がついたときは、顔に落書きがされているという寸すん法ぽうである。

（ラキス・フレーバーにその気があったらと思うと……正直恐おそろしいな。生前グーセン師が、魔法戦闘で一番重要なのは、魔力の強さよりも魔法を使うセンスだと言っておられたが……考えてみれば、ラキス・フレーバーは最低限度の魔力で首席合格した。魔法を使うセンスがずば抜ぬけているということか……しかも条じよう件けんさえ揃そろえば、理り論ろん上無限に魔力を増幅できるという、史上類を見ないタイプの魔法使い……化け物め……）

　内心で戦せん慄りつを覚えながらも、バラームスは指揮官の義務として、何とか動揺を表に出すことを押し止めた。

　今いま更さら引くわけにはいかない。宿しゆく敵てきである三さん神しん聖せい教きようの部隊がすぐそこまで近づいているのだ。敵もラキスの抹まつ殺さつと神しん剣けんの奪だつ取しゆが目的のはず、まして、公式には引いん退たいしたとされているグーセン師は、実は三神聖教によって暗殺されたという疑うたがいが強い。自分達の意地と宮廷魔術師団の誇ほこりに賭かけて、三神聖教に後れを取るわけにはいかないのだ。

「危険だがやむを得まい……分散させている戦力を集中する！　相手はたかだか三人だ、小こ賢ざかしい罠など、物量でもって押し潰つぶせ！　こうなった以上、多少の犠ぎ牲せいは覚かく悟ごしろ！」

　バラームスの指し示じに、周りから威い勢せいの良い返答が返ってくる。誰だれもが、ラキスの行こう為いに対して腑の煮えくり返る思いを抱いだいているのだ。

（……劣れつ勢せいの時は相手の利点ばかり良く見えるもの。ラキス・フレーバーとて人間、必ず付け入る隙すきはあるはずだ。士気は高い。最後に勝利するのは我々だ）

「各かく班はんへの伝達を急げ！」

　バラームスは己おのれの不安を打ち消すように、声高らかに指示を下した。
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　深い森の一角に、ラキス達の活動拠きよ点てんがある。

　その仮か設せつの作戦総そう司し令れい部ぶでこの作戦の指揮を執とるのは、今回はラキスではなくグレンであった。

「そっちの状況はどうだ？」

　そう問いながら歩み寄よるハーツに、グレンが笑顔で応こたえる。

「分散させていた戦力を集中させるつもりみたいです。予定どおりですよ」

「こっちは相変わらずだ。森に入る一歩手前で、盛さかんに偵てい察さつ隊たいを出している。三神聖教の奴やつ等らは、漁ぎよ夫ふの利を狙ねらっているみたいだな」

「漁夫の利を狙っているのか、目当ての物が見つからないから動けないでいるのか、判わかるのはこれからですよ」

　用心深いグレンの言葉に、ハーツは笑みを浮かべて頷うなずいた。

（優ゆう秀しゆうだな。目標を定め、それに対して論理立てて計画を立案するという才さい能のうは、行き当たりばったりの感のあるラキスよりも明らかに上だろう）

　ハーツは、ラキスのこれまでの行動が、実は計画性のないものであったことを確かく信しんしていた。その事を如によ実じつに現あらわしているのが、神剣を手に入れたときにラキスが呟つぶやいた、『とにかく当初の目的は達成したんだし、後はこれを使って上う手まく立ち回って、うやむやの内に終わらせる方法を考えないと』という台詞せりふである。宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんに帰ることを目的とし、その手しゆ段だんとして神剣を手に入れることを画かく策さくしておきながら、手に入れた後のことを何も考えてなかったのである。

　基き本ほん的てきにラキスの才は臨りん機き応変の才である。一見してその行動が当初から予定されていた事であったかにも思えるが、実じつ際さいには常つねにその場しのぎの積み重ねであり、しかしその才が突とつ出しゆつしたものであるため、常に最さい善ぜんの結果を出していただけなのだ。ハーツはそう確信している。

「それにしても、グレンもよくあれだけの罠を仕掛けられたものだな」

「大した事ありませんよ。二か月も準じゆん備びする時間がありましたし、配置も適てき当とうなんですから。それを縦じゆう横おう無む尽じんに利用できるラキスさんは流石さすがですよ」

「そのラキスはどうした？」

　宮廷魔術師団の部隊が態勢を立て直している間に、全体の状況確認のために戻ってきているはずなのだが……。

「少し休きゆう憩けいすると言って、向こうで泥どろのように寝ねてますよ」

　グレンの指さした、突き刺さった錫しやく杖じようがポツンと立つ藪やぶの中から微かすかな寝息が聞こえてくる。一旦行動を開始したラキスが眠るのはかなり珍めずらしい。よほど疲ひ労ろうしたのだろう。

「傍はたからだと、余よ裕ゆうで弄もてあそんでいるように見えたがな……」

「出来るだけそう見えるように仕向けてますからね。でも、まともに勝負したら絶ぜつ対たいに勝てない相手ですから、ラキスさんは常に極きよく度どの緊きん張ちようを強しいられてるんですよ。迂う闊かつに魔法の射しや程てい距きよ離りに入ったら一巻の終わりですし、かといって余あまり離れすぎると、相手が上手く罠にかかってくれませんし。ちょっとしたハプニングが命取りになりますからね。自分で作戦を立てておいて何ですけど、大変ですよ」

　グレンはラキスの眠る方向を見つめ、

「僕ぼくは、そんなラキスさんを手伝うことが出来ないんですよ」

　そう自じ嘲ちようするグレンに、ハーツは首を振る。

「そう自分を卑ひ下げする必要はない。それぞれの役やく割わりというものがあるだけだ。ラキスにはラキスの、グレンにはグレンの、そして俺おれには俺のな」

　そう言って、草藪の中から神剣を取り出す。

「そろそろこいつの出番だろう？」

「ええ、お願いしますよ。ラキスさんにも魔王の錫杖にも三神聖教は興きよう味みを示しめしませんでした。神剣の奪取が目的とすれば……」

「任まかせろ。ここまで来て俺がドジったら、面めん目もく丸まる潰つぶれだからな」

　順調に作戦が進んでいるように見えるが、これまで危機の連続だった。この場所が敵てきに発見されれば、作戦は失敗に終わっていた。そしてその危機は何度もあった。それらをラキスの巧たくみな誘ゆう導どうやグレンの機転で切り抜けてきたのだ。年長者として、それらの努力に対して結果で応こたえねばならない。

「……久ひさしぶりに、冒ぼう険けん者しや時代のロイヤル・ハーツに戻もどるのも悪くない」

　凄すごみのある笑みを浮かべて、神剣の腹はらで肩かたを叩たたきながらハーツは目的地に歩きだした。
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　森の外に待機する三神聖教の陣じん内ないで、小さな不協和音が起こっていた。

　創そう造ぞうを司つかさどる生命の神グレマー神の使徒は一いつ般ぱんに高い神力を持ち、クロード高司教が派は遣けんした者達は、三神聖教における最強の神聖魔法部隊である。

　その部隊を指し揮きする、クロード高司教からの信しん頼らい厚あつきグレマー神派はのナンバー２であるラウル司教は、テントの中でイスに座すわってふんぞり返り、その正面に立つ、リヴァ神の使徒であるハルド司教を見下していた。

「まだ、神剣の所在はつかめないのですか？」

　その言葉遣づかいは丁てい寧ねいながらも、明らかに蔑さげすみの色が聞き取れる。そのあからさまな侮ぶ蔑べつに対して、しかしハルド司教は無む表ひよう情じようで小さく頭を下げた。

「依い然ぜんとして、奴やつ等らの活動拠きよ点てんを限げん定ていできていません。宮廷魔術師団の方も、あのラキス・フレーバーには手こずっているようです」

　抑よく揚ようのない声で淡たん々たんと話すハルド司教に、ラウル司教はわざとらしくため息を吐つく。

「よいですかなハルド司教殿どの、我われ々われはあなた方のしでかした失しつ態たいの尻しり拭ぬぐいに来たのです。しかしそれではあなた方に立つ瀬がないと思いまして、私の広い慈じ悲ひの心で、あなた方に汚お名めい返上の機会を差し上げているのですよ。よもやとは思いますが、宮廷魔術師団に神剣を先に発見されるなどという恥はじの上うわ塗ぬりは……勘かん弁べんしていただきたいものです」

「承しよう知ちしました」

　相変わらず淡々と答えるハルド司教。しかしその態度がかえって癇かんに障さわるらしく、ラウル司教は不ふ快かいげに眉まゆを寄せ、大おお袈げ裟さに鼻を鳴らした。

「重ねて言いつけておきます。神剣の奪だつ回かいは至し上じよう命題です。ラキス・フレーバーの始末などついでで良いのです。万が一にも敵てきに先んじられた時は、責せき任にんをとってもらいますよ」

「肝きもに銘めいじておきましょう」

　多少深く頭を下げて、ハルド司教は踵きびすを返してラウル司教のテントを後にする。背はい後ごから「不愉快な奴め！」というラウル司教の吐はき捨すてるような声が聞こえたが、その表情には全く変化の兆きざしが見えない。内心の怒いかりを抑おさえるためというよりは、どうやらそれが彼の地顔であるらしかった。

「ハルド司教様、お待ちしておりました」

　無表情のまま自分に割り当てられたテントに戻ったハルド司教を、リヴァ派の司祭が頭を下げて迎むかえる。

「どうやら待たせてしまった様ですね。ラウル司教殿が意味もなく現状報告をとうるさいもので」

　ハルド司教はイスに座りながら、「疲つかれました」と無表情で首を傾かしげて骨ほねを鳴らした。

「何か動きがありましたか？」

「はい。あのロイヤル・ハーツが、神剣を持って姿すがたを現あらわしました」

　その報告に、ハルド司教は無表情のまま頷く。

「そうですか。しかしこの動き、臭においますね……宮廷魔術師団の苦戦ぶりから察するに、何か企たくらみがあるのでしょう。しばらく様子を見るのが賢けん明めいですね……」

　そう言いつつも、ハルド司教は今後の指し示じも与あたえずに無表情で立ち上がった。

「……ハルド司教様？」

「ラウル司教殿に、神剣が見付かった事を報ほう告こくしなければなりません。指揮権は私からラウル司教殿に移うつっているのですから、最終決定はラウル司教殿が下すべきです」

　そう言って歩き出すハルド司教に、その司祭が不安そうな表情で首を傾げる。

「よろしいのですか？　戦況を冷静に分ぶん析せきできる御方には見えませんが……」

　問う司祭に視線を向け、

「あの無礼な御ご仁じんには、少しばかり痛いたい目に遭あって頂いただきましょう」

　そう言って、ハルド司教は無表情でテントを出て行った。
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　深い森の中に、悲鳴にも似にた叫さけび声が木こ霊だまする。

　注意力を上下左右に揺ゆさぶるコンビネーション。

　一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみを巧たくみに突つく時間差攻こう撃げき。

　グレンの仕し掛かけた罠わなは、ラキスの巧こう妙みような活用により、見事なまでの陰いん険けんさでもって宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ士し達を苦しめていた。

「おのれラキス・フレーバー！」

　バラームスが、落とし穴あなから這はい出しながら怒いかりを露あらわにする。ラキスを魔法の射しや程てい距きよ離り内におさめ、呪じゆ文もんに集中した瞬間、落とし穴に落ちたのだ。このタイミングで呪文詠えい唱しようを邪じや魔まされる苛いら立だちは、魔法使いにしか解わかるまい。敢あえて例えるなら、突とつ然ぜん理由もなく平手打ちをくらうのに似ている。大してダメージはないため一瞬呆ぼう然ぜんとし、後から怒りと屈くつ辱じよく感かんが湧わいてくるのだ。

「許ゆるさん……絶対に許さんぞ！」

　大きく吼ほえてラキス追撃のために走り出す彼の周りも、同じ様な雄お叫たけびをあげて仲間達が駆けている。かかった罠は様々ながら、皆同じ様なタイミングでやられているのだ。

　想定以上の大苦戦。しかし人海戦術は、確かく実じつに効こう果かを上げていた。

　依い然ぜんとして罠にはかかるが、これだけの人数を一いち網もう打だ尽じんには出来ない。ラキスは逃にげ回るのに必死で魔法を使う暇ひまはなく、罠にかかった者達は素す早ばやく戦線に復ふつ帰きできる。ラキスの姿は確実に視し界かいに捉とらえられており、捕ほ捉そくするのも時間の問題に思えた。

　しかし数時間に及およぶ追つい跡せきの結果、彼等の着る宮廷魔術師団の制せい服ふくは、一人残らずプライドと共に泥どろまみれになっている。追いかける宮廷魔術士達は頭から湯気が出そうなほど激げつ昂こうしており、状況の優ゆう位い性せいから来る心理的余よ裕ゆうなど欠片かけらもなかった。

　見方を変えると、冷静さを喪そう失しつしているのだ。

　とは言え長時間の追いかけっこは、やはり逃げる方が体力の消しよう耗もうは激しかった。方向転てん換かんしようとしたラキスが、足がもつれて転んだのだ。それを見て取って、宮廷魔術士達が歓かん声せいを上げる。

「今だ！　捉とらえろ！」

「まだ殺すな！　生き地じ獄ごくを見せてやる！」

　口々に叫んで、ラキスを捉えようと殺到する。

　絶ぜつ体たい絶命のピンチに、しかしラキスは笑えみを浮うかべて立ち上がると、次の瞬間、その姿が搔かき消えた。

「な！」

「馬ば鹿かな……幻げん術じゆつか……？」

　思わず呆然として立ち止まる。そこへ遅おくれていたバラームスが追いついてきた。

「何をボーっと突っ立っておるか馬鹿者共！　幻術を使って消えたように見せかけただけだ！　ラキス・フレーバーが逃げるぞ！」

　その言葉に我われに返ると、ラキスの慌あわてて走り去る後ろ姿が視界に映うつる。

「しまった！　謀はかられたか！」

　呆然としていた宮廷魔術士達が弾はじかれたように行動を開始するが、既すでに遅い。せっかく詰つめた差を、再ふたたび取り返されてしまった。

（……ラキス・フレーバーに、苦戦しすぎたようだな……）

　本来ならこの様な初歩的な幻術に引っかかるような者達ではないのだが、冷静さを失っていたことと、あまりにもラキスに苦く汁じゆうを舐なめさせられたため、「これも何かの罠では」と勘かんぐってしまったのだ。それらの心理的要因が、この者達をしてあっさり幻術にかかってしまった原因である。

（それにしても小こ賢ざかしい奴よ……）

　隊の先頭に立ったバラームスは、ラキスを追いかけながら怒りに顔を歪ゆがめた。

　再び始まる追つい跡せき劇げき。しかし、ラキスの足は既に限界に来ているようだ。その足取りはおぼつかなく、一度は開いた距離も見る見るうちに縮ちぢまってくる。

　今や罠にかかる者は誰だれもいない。この追いかけっこも、ついに終わりが見え始めた。

　もはやラキスに策さくを弄ろうする余裕はない。そう確信したバラームスは、ラキスとの差を一気に縮める。

　充じゆう分ぶんに距離を縮めたところでバラームスは足を止めて呪文を詠唱すると、必死で逃げるラキスの背中に、両手の平で包むように持った光球を解とき放った。

　放たれた閃せん光こうがラキスを包み込み、大爆ばく発はつを起こす。

「……終わったな……」

　巻まき起おこった爆ばく炎えんを見ながら勝利を確信し、バラームスは笑みを浮かべて呟つぶやいた。

　その時、一陣じんの風が吹ふいた。

　風が、爆発によって発生した煙けむりを吹き散らす。

　風が晴らした視界の先を見つめ、バラームスは愕がく然ぜんとした。

「……馬鹿な……何な故ぜ奴等が森の中にいる……」

　ちょうど爆発した地点を中間点に、三神聖教の部隊と対たい峙じしているのだ。その状況に、バラームスの背中を冷たいものが流れる。

（この態勢はまずい……）

　戦力の集中が兵法の基き本ほんだが、こと魔ま法ほう使つかい同士の集しゆう団だん戦せん闘とうだと話は違う。魔法使いは集団でいてもあまり戦力のアップにはならない上に、お互たがいが広こう域いき集団魔法を使える。固まっていることは自殺行こう為いに等しい。

「各かく班はん散開しろ！　対魔法戦闘陣形だ！」

　そう指し示じを下し仲間を振り返ったバラームスは、視界の隅すみに走り去るラキスの姿を認みとめて一瞬愕然とする。

　さっきラキスが転んだ場所だ。

　あの時ラキスはわざと転び、そのまま起き上がらずに二つの幻術を使ったのだ。そしてバラームスは一つ目の幻術を見み破やぶり、二つ目の幻術に引っかかっていたのである。

「……あのペテン師しめ……」

　しかし今はそれどころではない。こうなってしまった以上、激げき突とつは避けられない。

「敵を殲せん滅めつしろ！　グーセン師の弔とむらい合戦だ！」

　バラームスは、憎にくしみに満ちた目で三神聖教の部隊を睨にらみ付けた。




　　　　５




「ただ逃げ回るばかりとは……ロイヤル・ハーツ、噂うわさほどではない」

　ラウル司教は状況の優ゆう位いさを確信してほくそ笑んでいた。

　神剣発見の報を受けて、ラウル司教はすぐさま軍を森の中に侵しん入にゆうさせた。警けい戒かいすべき宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんはラキス・フレーバーに翻ほん弄ろうされていて、こちらの動きにちょっかいを出す余裕がない。当然ラキス・フレーバーも、こちらにまでちょっかいを出す余裕はない。確かにロイヤル・ハーツは音に聞こえた剣の使い手ではあるが、遠距離からの魔法攻撃に対しては有ゆう効こうな対たい抗こう手しゆ段だんを持たないだけに、勝機は充分にある。宮廷魔術師団を苦しめている罠わなの存そん在ざいは気にかかるが、相手に魔法攻こう撃げきがないだけに物量でもってすれば恐おそるるに足らない。どこにも、侵攻を躊躇ためらわせる要因などなかった。

　そして実じつ際さい、事は順調に運んでいた。

　さすがに音に聞こえた相手だけに多少手間取っているが、しかしそれはさしたる問題ではない。このまま慎しん重ちように包囲を狭せばめていけば、所しよ詮せんは時間の問題である。神しん剣けん奪だつ回かいの成功を九割九分まで確信し、ラウル司教は上じよう機き嫌げんだった。

　そんな彼の上機嫌に、ハルド司教が水を差す。

「帝てい国こくの諺ことわざに、『強敵に正面から立ち向かわない騎き士しは臆おく病びよう者もので、正面から立ち向かう冒ぼう険けん者しやは愚おろか者』というのがあります。同じ行こう為いでも、立場と状況によって評ひよう価かがかわることの例えですが……」

「……何が言いたいのですかな？」

「ロイヤル・ハーツは、かつては大陸中に名を轟とどろかせた冒険者だったということです。不用意な侮あなどりは、お互たがいのためにならないでしょう」

　ハルド司教の言葉に、ラウル司教は大おお袈げ裟さに鼻を鳴らす。

「貴き重ちようなご意見を賜たまわり恐きよう悦えつ至し極ごくです。しかし心配には及およびません。戦力を小出しにして大打撃を受けたどこかのマヌケとは違ちがいますよ」

「そうですか」

　あからさまな嫌いや味みの言葉に、ハルド司教は相変わらず表情を変えない。無む論ろん内心ではそうではないのだろうが、彼の表情を見る限かぎりは馬耳東風の感が否いなめない。そしてその無反応さが、ラウル司教は気に入らない。

「ところでハルド司教殿どの、貴方あなたは一体何をしているのですかな？」

　青あお筋すじを浮かべて問うラウル司教に、ハルド司教は無表情のまま首を傾かしげる。

「私に本陣に留とどまるように言われたのは、ラウル司教殿のはずですが」

「何な故ぜ、貴方の配下はこの戦闘に参加していないのかと訊きいているのです！」

「その事ですか。しかし我々の任にん務むは監かん視しと神剣の発見。故にこれ以上出しゃばってラウル司教殿の手て柄がらを横取りするのも気が引けると、自重しております」

　無表情に言い放つハルド司教に、ラウル司教は怒りのために一瞬言葉を詰まらせた。

「……それは要いらぬ気遣いです。遠えん慮りよは無用ですから、すぐさま最前線に向かわせていただきましょう……」

　鬼おにのような目で睨にらむラウル司教に、ハルド司教は無表情で小さく会え釈しやくする。

「そうですか。それでは部下にそう伝えましょう」

　その態たい度どにラウル司教の怒りが爆発しようとした瞬間……。

「ラウル司教様、大変です！」

「何事です！　騒そう々ぞうしい！」

　慌あわてた様子で駆かけ寄よって来たグレマー神派はの司祭に怒りにまかせて返答したラウル司教だったが、しかし次の瞬間、彼の怒りは一気に吹ふき飛んだ。

「我々の背はい後ごより、宮廷魔術師団が押おし寄よせてきます！」

「何ですと！」

　慌てて背後の森を振り向く。しかし森は何の異い変へんも示しめさず、木々が静かに佇たたずんでいる。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

　距きよ離りにして20メートルほどの地点を中心に広こう域いきにわたって大爆ばく発はつが起こり、その辺りの木々が吹ふき飛ばされる。

　一瞬煙けむりで視し界かいが利きかなくなったが、一陣じんの風がその煙を吹き飛ばし……。

　晴れた視界の先に、宮廷魔術師団が勢せい揃ぞろいしていた。

「……やられましたね……まさかこんな手でこようとは……」

　敵を侮あなどりすぎたハルド司教の表情に、初めて自じ嘲ちよう的てきな笑みが浮かんだ。

　目前に現あらわれた宮廷魔術士達はその存そん在ざいを誇こ示じするかのように戦力を集中させていたが、やがて見事なまでの統とう制せい力りよくでもって左右に散開してゆく。

　その様子を、ラウル司教は信じられない面おも持もちで見つめていた。

「馬ば鹿かな……我々を襲しゆう撃げきして、奴やつ等らに何の得があるというのだ……」

　確かに宮廷魔術師団と三神聖教は犬けん猿えんの仲である。これまで裏うらで、数限りない抗こう争そうを繰くり広げてきた。しかし、表だって衝しよう突とつしたことは、一度たりともない。あくまでも裏で、こっそりと、ばれないようにやってきた戦いである。上辺だけとは言え、表向きは帝てい国こくという枠わく内ないでの協調関係にあるからだ。

　しかし相手の行動からは、明らかな戦せん闘とう意志が受け取れる。その現実を前に、いつまでも呆ぼう然ぜんとしているラウル司教ではなかった。

「迎むかえ撃うちます！　急いで態勢を立て直しなさい！」

　神剣奪回作戦を進めていた最中だっただけに態勢が悪い。状況は不利である。しかし、ラウル司教には一いつ旦たん退たい却きやくするという選せん択たく肢しはなかった。

　三神聖教最強の魔法部隊という誇ほこりがある。魔法戦闘では決して宮廷魔術師団に後れを取らないという自負がある。そして何よりも、ここで引いては宮廷魔術師団に神剣を奪われる恐おそれがある。

「一歩たりとも退ひいてはなりません！　偉い大だいなる三神のために、各自命を捨すてなさい！」

　ラウル司教は大声を張はり上げて、狼狽うろたえる味方を鼓こ舞ぶした。
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「神敵ラキス・フレーバーを討とう伐ばつに向かった部隊が、『小こ娘むすめにはめられた』との報ほう告こくを最後に消息を絶たちました」

　その報告は、三神聖教の最高権けん威い者しや達を一瞬沈ちん黙もくさせた。

「……まさか！　50名ですよ！　それだけの手て練だれが……一体何が起こったのです！」

「詳しよう細さいは不明ですが……恐らく壊かい滅めつしたものと……」

　顔色を失ったクロード高司教に代わり、ルーファス高司教が口を開く。

「敵を監かん視ししていたはずの、私の配下からの報告は？」

「『宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの部隊との間で戦闘が行われた』と……クロード高司教様配下の部隊との間に一ひと悶もん着ちやくあったらしく、どうも曖あい昧まいな報告なのですが……」

　言いづらそうな司教の報告に、ルーファス高司教は「愚おろかな……」と小さく呟つぶやく。

「今はアーサラスの問題で帝てい国こくも混こん乱らんしておるが、宮廷魔術師団と正面から対立した以上、いずれは政せい治じ的てき問題に発はつ展てんしよう。もはや後戻りは出来ぬ。計画を早めるしかあるまい」

　カーウェル大司教の言葉に、二人の高司教が頷く。

　しかし、その司教の報告はそれで終わりではなかった。

「報告によりますと、神敵ラキス・フレーバーとその一味は、その戦いの後、どうやら帝都へ向かっているようです」

　その報告に、凍こおり付くような静せい寂じやくが訪おとずれる。

「私の配下に、一命を賭として神敵ラキス・フレーバーの足止めをするように伝えなさい。今すぐです」

　ルーファスはそう言い放ち、慌あわてて立ち去るその司教に目もくれず、カーウェル大司教に向き直る。

「我われらの大たい義ぎのためには、これ以上人員を割さく訳わけには参りません。かつあの者、侮あなどり難がたき難なん敵てき。私が直ちよく接せつ、偉い大だいなる神の裁さばきを下して参ります」

「ルーファスよ……今の偽いつわりの秩ちつ序じよを破は壊かいし、偉大なる神の名の下もとに再さい生せいさせ、新たなる秩序を作り上げるための我らの聖戦は、もう目の前まで迫せまっているのだ。道理をわきまえぬ無知蒙もう昧まいなる輩やからに、我らの大義を邪じや魔まさせるわけには参らぬ。頼たのむぞ」

「全すべては、偉大なる三神の御み心こころのままに……」

　カーウェル大司教に深々と頭を下げると、ルーファス高司教は身を翻ひるがえした。







　第十章　蘇よみがえる伝説
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　時は流れ、皇こう帝てい陛へい下かの勅ちよく命めいで始まったこの旅も、早四か月が過すぎようとしている。

　季節も移うつり変わり、紅こう葉ようを終えた山々も冬への備そなえを急ぎ、帝都へ続く道を、木々の落とした夏の残ざん骸がいで埋うもれさせている。

　そんな残骸に埋もれた山の裏うら街かい道どうを、ラキス達は歩いていた。

　官かん僚りよう組そ織しきがラキスを国家転てん覆ぷくを謀はかり世界各地に災さい厄やくを振ふりまいた張ちよう本ほん人にんとして指名手配したため、遠回りを覚かく悟ごで、ほとんど忘わすれ去られた山道の裏街道を選んだ。

　目的地は、思おも惑わくこそ違ちがえどラキスを亡なき者にしようとする官僚勢せい力りよくと三さん神しん聖せい教きようの中心地である帝都。何の考えもなしにそんな選せん択たくをした訳ではないが、しかし帝都まで五日という距きよ離りまで迫せまったラキスの表情は、何な故ぜか浮うかない。

（落ち葉か……なんか悲しいな……）

　諦あきらめ悪く抵てい抗こうを続けしがみつく木から、一つ、また一つと、勇者達が命を散らせて地に落ちる……そんな兵つわもの共が夢ゆめの跡に足首を埋もれさせ小さくため息を吐つくラキスの頭を、隣となりを歩くハーツが軽く叩たたいた。

「なにを感かん傷しよう的てきになってる」

「何よ、別にいいじゃない……」

　抗こう議ぎするように頰ほおを膨ふくらましたが、歯切れ悪く、弱々しい笑みに変わる。

「……正直、ちょっと不安かな。相手がこっちの思惑通り動いてくれるとは限かぎらないし……まだ諦め悪くしがみついているけど、結局このまま散っちゃうのかなって……」

「弱気になるな。らしくないぞ」

「……解わかってる。ちょっと思っただけ」

　無理に浮かべた笑みが、痛いた々いたしく感じられる。

　そんなラキスに、グレンが自分の鞄かばんを差し出した。

「え？　なに？」

　意図が解らず戸と惑まどうラキスに、グレンが微笑ほほえむ。

「僕ぼくは戦せん闘とうになるとまったく役立たずですし、二人の足を引っ張るかも知れません。だから、霊れい薬やくはラキスさんが持っていた方が良いと思うんですよ。このバッグ、父の形見ですから、大切に扱あつかって下さい」

「……でも……」

「僕はラキスさんを信しん頼らいしています。だから預あずけるんです。ちゃんと返して下さいよ」

「……うん。グレン、ありがとう」

　ラキスはグレンからバッグを受け取りながら、目頭が熱くなるのを感じた。

　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんに入ってから、ラキスは独ひとりだった。誰だれにも理解されず、独りで一生懸けん命めい努力して、いろんなものを抱かかえ込こんで、ずっと苦しんできた。

　でも今は、信じられる、信じてくれる仲間がいる。苦しいときに助けてくれる。自信を失ったときに励はげましてくれる。だから、挫くじけそうになっても頑がん張ばれる。

　涙なみだを隠かくすために俯うつむく。そんなラキスを、突とつ然ぜんハーツが乱らん暴ぼうに突つき飛ばした。

「ちょっ……！」

　驚おどろき、抗こう議ぎしようとしたラキスの声を、耳を劈つんざく爆ばく音おんが遮さえぎる。

　さっきまでラキスが居いた辺りに不自然な炎ほのおが生まれ、三人の間を隔へだてる。ハーツに突き飛ばされてバランスを崩くずしていたラキスは、それから生まれた衝しよう撃げきに耐たえきれず二転三転し、落ち葉にまみれた。

「一体何？」

　慌あわてて起き上がり状じよう況きようを確かく認にんしようとするラキスの目前で、生まれた炎が落ち葉を焼き尽つくし、燃もえ広がろうと勢いきおいを増ます。その音に紛まぎれて、剣と剣がぶつかり合うような音が聞こえた。

「逃にげろグレン！　今までの奴やつ等らとは、比くらべものにならん！」

　炎の向こうから聞こえるハーツの声。

　しかしラキスは、二人のことを気にかける余よ裕ゆうはなかった。

「……偉い大だいなるリヴァ神よ、貴方あなたに授さずけられし断だん罪ざいの剣けんを持ちて、罪つみにまみれし神しん敵てきに裁さばきを下さん……」

　燃もえさかる炎を背にし、圧あつ倒とう的てきなまでの存そん在ざい感かんをかもしだしながらラキスを見つめ、呟つぶやくように祈いのる三神聖教の高司教……。

　正念場を迎むかえた事を察したラキスの頰ほおを、一ひと筋すじの汗あせが流れ落ちる。

『あっ！』

　突然、ラキスが驚いた表情で叫さけんでルーファスの背後を指さした。

　それがあまりにも唐とう突とつであったため、ルーファスが一瞬背後に気を取られ……。

　ラキスの指から放たれた閃せん光こうがルーファスを襲おそい、爆発した。

　叫んだのではなく、簡かん単たんな魔法なら単声音で使える言こと霊だまの特性を利用し、呪じゆ文もんを唱えたのである。もっとも簡単な魔法だから、これで相手に致ち命めい傷しようを与あたえたとはラキスも思わない。しかし不意を突つけたし、相手の体勢を崩すのには充じゆう分ぶんである。

　せっかくのアドバンテージ、相手に体勢を立て直す暇ひまを与えるつもりなどない。ラキスはすかさず次の攻こう撃げき魔法を解き放つ。言霊と言えども高度な呪文は少しは時間がかかるので、一撃ずつ呪文ランクを上げての４連発。最後はラキスの知る最も強力な魔法を使った。

（……やりすぎちゃったかな？）

　舞まい上がった砂すな埃ぼこりと落ち葉を見つめ、一瞬ラキスの脳のう裏りに不安がよぎる。

　しかし、砂埃が薄うすれ、舞い上がった落ち葉が再ふたたび舞い落ちるその中に、ルーファスは平然として微笑んでいた。

「成る程ほど……話には聞いていましたが、なかなか姑こ息そくですね。しかし私を倒たおすには、少し魔力が足りなかったようです」

「……うそ……」

　呆ぼう然ぜんと呟くラキスの背筋を、寒気にも似にた戦せん慄りつが駆け抜けた。

（……完全に不意を突いたはずなのに……全く効きかないって事は、三倍以上の力量差があるって事……少なく見積もっても、魔力換かん算ざんで４５０以上……化け物だ……）

　あまりにも圧倒的な力量の差……系けい統とうが違ちがうために本来なら測はかれないはずのそれをまざまざと見せつけられ、ラキスの心を恐きよう怖ふが支し配はいする。

「気は済すみましたか？　それでは、今度はこちらから参ります」

　微び笑しようを浮かべるルーファスの右手に、青い魔法の光球が現れる。

　だが、ラキスには為なす術すべがない。今いま更さら射しや程てい距きよ離り外に逃げる暇はないし、防ぼう御ぎよしても防ふせげるはずがない。絶望的な思いで、ただその様子を見つめていた。

　しかし、ルーファスの魔法はラキスに向かって放たれなかった。

　ルーファスが突然振り向き、背はい後ごの炎に向けて魔法を解き放つ。

　同時に炎の中から神剣を持ったハーツが飛び出す。

　魔法の炸さく裂れつによって大きく燃え上がった炎に照らされるなか、ハーツの繰くり出す必殺の一撃をルーファスは紙かみ一ひと重えでかわし、すれ違いざま青き魔力球をハーツに解き放つ。

　ハーツはその攻撃をまともに受けたように見えたが、しかし平然とした様子ですぐさま振り向き、ラキスに背を向けルーファスと対たい峙じする。

　ラキスはその一瞬の攻防を、ただ呆然として見ていた。

「何をボケッと突っ立ってるラキス！」

　ハーツの怒ど声せいで、ようやくラキスは我に返った。

（……まともにやっても勝負にすらならない……あたしを護まもりながらだとハーツに負ふ担たんが大きすぎるし、それに……）
















「ごめんハーツ！　しばらくお願い！」

　そう叫さけぶと踵きびすを返して二人に背を向け、紛まぎれを求めて森の中に駆け込んだ。

　ルーファスがラキスを追って森に入ってきたのは、それからしばらくしてからだった。
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「罪に汚けがれし薄うす汚ぎたない魔ま法ほう使つかい……あなた方にはもはや、滅ほろびの道しか残されていません。神は決して、あなた方の罪に慈じ悲ひをお与えにはなられないのです」

　異い様ようなまでの静寂に包まれた森の中に、ルーファス高司教の声が響ひびく。

　余裕の響きすら感じられるそれに、身を潜ひそめ、木にもたれ掛かかって荒あらい息を吐くラキスが悔くやしそうに顔を歪ゆがめた。

　街かい道どうを離れて森へ奥おく深ふかく。追う者と追われる者は、お互たがいの立場の違いを鮮せん明めいにしつつ、お互いの位置を目視できない状況下で対峙していた。

　追う者はルーファス高司教。追われる者はラキス。

　森に身を潜め、己おのれの位置を察知されないように頻ひん繁ぱんに位置を変えるラキスに対し、ルーファス高司教は己の位置がラキスに把は握あくされることも構わず話しかけてくる。その事が、悲しいまでの実力差を知らしめる。

（……悔しいけど、ここまで実力が違うと話にならない……）

　ラキスが森に逃げ込んだのは勝算有っての事。決して闇やみ雲くもに逃げ回っている訳ではないが、それでも不安は付きまとう。もし敵が予想外の行動をとれば、これだけの実力差がある以上、ラキスにはそれを修しゆう正せい出来ない。想そう定ていしていたよりも遥かに分の悪い賭かけになってしまったことに、不安の中に悔かい恨こんの念が芽生える。

　それに、あの後ハーツがどうなったかも気にかかる。ハーツのことだから上う手まく立ち回ってくれたとは思うが、保ほ証しようはどこにもない。万が一、ハーツが倒されていたら……。

　しかしラキスは、無理矢理それらの不安を押し殺す。強がっていても自分が弱い事を知っているから、ラキスは自分を駆り立て行動する。

「罪に汚れているのはどっちよ！　浮ふ遊ゆう岩いわが落ちたことで、一体どれだけの人が死んだと思ってるの！」

　息を整えて声を張り上げ、その場から離れるために全力で駆け出したラキスの背後で、さっきまでもたれ掛かっていた木が爆音と共に消しよう滅めつする。その衝しよう撃げきに半ば吹ふき飛ばされながらも、ラキスは少し離れた場所に身を潜めて、再ふたたび息を整えた。

「……何のことです？」

　爆音と衝撃波がおさまって再び森に静けさが戻り、やがて聞こえるルーファスの声。

　さっきからルーファスは、ほとんど動いていない。ラキスの声がした所に攻撃呪じゆ文もんを放つ……その繰くり返しである。

「惚とぼけないで！　あれがあなた達のした事だって、ちゃんと判わかっているんだから！」

　再び爆音が轟とどろき、再び別の場所に身を潜めて息を整えるラキスの表情が苦痛に歪ゆがむ。

　森の中での全力疾しつ走そう……宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんと戦った時と同じに見えても、状況が違う。あの時はグレンが完かん璧ぺきに森の地形を調べ尽つくし、ラキスが走りやすいように準じゆん備びをしていてくれていた。しかし今度は何の準備もない、未知の森である。木の枝えだ等に何度となくぶつかり、動物等が掘ほった穴あなに足を引っかけて転び、衣服に覆おおわれていない部分は葉ですり切れ、服は所々破やぶけ、背中まである黒くろ髪かみは小枝に絡からまる……それらを無む視しして走るラキスは、すでに満身創そう痍いである。しかし歯を食いしばってそれらの苦痛に耐たえる。

「解りませんね……あの浮遊岩を落としたのが我々ですと？　何のために？　何な故ぜそんなことをする必要があるというのです？」

「神剣という大たい義ぎを、官かん僚りよう組そ織しきに奪うばわれないために！」

　再び走り出すラキス。しかし、ルーファスから攻撃は放たれなかった。

（食い付いた）

　立ち止まって小さく呪文を唱えながら地面に文様を画えがき、ラキスは心を落ち着かせるように軽く深しん呼こ吸きゆうしてから、ルーファスが居いる方向に視線を向けた。

「……諸しよ外国が帝てい国こくに対する同どう盟めい共闘を画かく策さくしていることは誰だれでも承しよう知ちしているわ。この状況なら当然の事だもの。でも、帝国の外交政せい策さくの成果と、互いの利害が対立してなかなかまとまらなかった……あたしが生まれる前からずっと。それが、三神聖教のルーファス高司教という人物の仲ちゆう介かいでまとまろうとしている……宮廷魔術師団がその事を察したのは偶ぐう然ぜんだった。三年前、外交上の理由で表向きは引いん退たいしたことになっているグーセンという高位の宮廷魔術師が、国こつ境きよう近くで何者かに暗殺された。その事を極ごく秘ひに調ちよう査さしていた宮廷魔術師団は、捜そう査さ線せん上に浮うかんだルーファス高司教という人物を調査していて、この事をつかんだそうよ」

「……それで？」

　そう問う声は異い常じようなほど冷たい。しかし話題の人物が敵対している当人と知らないラキスはそれに気づかず、焦あせるなと自分に言い聞かせながら言葉を続ける。

「三神聖教と貴き族ぞく勢せい力りよくとのつながりは、あたしだって承知してる。だけど権けん力りよく掌しよう握あくを目指す大貴族の後押しをするだけだったら、諸外国に対してまで干かん渉しようをする必要はない。だって帝国が混こん乱らんすることは、大貴族にとっても好ましい事じゃないはずだもの。なのに敢あえてそうするって事は、三神聖教には三神聖教の企たくらみがあるから……違ちがう？」

「……なるほど、面おも白しろい推すい測そくですね。是ぜ非ひとも続きを聞かせていただきたい」

　草むらが揺ゆれ、現あらわれたルーファス高司教の姿すがたに、ラキスは一瞬心しん臓ぞうが止まる思いをした。

　接せつ近きんに、まったく気付いていなかった。何せ勉強ばかりで経けい験けんの乏とぼしいラキスは、実のところ人の気配を察知するなど出来ないのだ。内心冷や汗あせを流しながらも、ここが勝負の分かれ目だと、平然を装よそおい話し続ける。

「三神聖教が神しん剣けんの在処ありかを隠かくしていたのは、神剣が三神聖教にとって切り札だったからでしょう？　神剣は三神聖教にとって象しよう徴ちよう的てきな物のみじゃなく、神の意志を表す物。その神剣が三神聖教の手にあるって事は、神の意志が皇こう帝てい陛へい下かの下もとになく、三神聖教と共にあるということを意味する。皇帝陛下を神の代理人と認みとめる三神聖教にとって神剣が必要だったって事は、すなわち三神聖教の目的が皇帝陛下と取って代わろうというものであると言うこと。それは、明めい確かくなる反はん逆ぎやくの意志。それを悟さとられるのを恐おそれて、発見したあたし達ごと始末しようとした……」

「貴女あなたは、大変な誤ご解かいをしています」

　ラキスの言葉に、ルーファスは余よ裕ゆうの笑えみで応こたえる。

「我々が神剣の所在を極秘にしたのは、そこに魔ま王おうの錫しやく杖じようがあったからです。あれは人が手にしてはならない物。現げんに今それを手にしている貴女は、世界を混こん沌とんに貶おとそうとしています。この事じ態たいを恐おそれたために、我々は神剣の所在をも極秘としなければならなかったのですよ。そもそも目的達成に必要な物なら、何なに故ゆえに私たちが自らの手で始末しなければならないのです？」

「なら何で、錫杖を持つあたしじゃなく神剣を持つハーツを襲おそったの？　その説明なら、三神聖教は神剣の復ふつ活かつよりも魔王の錫杖を恐れた事になる。でも、あなた達は錫杖を持つあたしの始末よりも神剣の奪だつ還かんを優ゆう先せんさせていた……理り屈くつが通らないわ」

　ルーファスの面おもてから表情が消えた。

　ラキスはその無表情を、どんな小さな変化も見み逃のがすまいと睨にらみ付つけるように凝ぎよう視ししながら、嚙かみ締しめるように言葉を続ける。

「諸外国に対する働きかけ……現体たい制せいに不満を持つ貴族への後押し……皇帝陛下と取って代わろうとする三神聖教の最終目的……封ふう印いんされていた神剣……その所在を隠していた思惑……落ちた浮遊岩……これだけ揃そろえば、自おのずと見えてくるわ。……あなた達は、神剣の封印を解くことを諦めた。神意の象徴たる神剣が手に入らない以上、大義を手にするためには皇帝陛下や官僚組織の明らかな失策が必要になる。だから、陛下の勅ちよく命めいであたし達が神剣を捜索することを利用し、浮遊岩を落としたのよ……陛下の行こう為いが神の逆げき鱗りんに触ふれたという風に持っていくために。その事を国の内外に吹聴し、内外で帝国討とう伐ばつの兵を上げさせて混乱を引き起こし、その混乱に乗じて陛下を退たい位いさせ、三神聖教の息の掛かかった者を即そく位いさせる……そういう筋すじ書がきだった。ただ計算外だったのは、あたし達が生き残り、神剣の封印を解いてしまったこと。あたし達がこのまま神剣を持って帰れば、神剣は陛下の物になる……つまり、神意が陛下と共にあることになる。あたし達を始末するために、高司教という身分であるあなたがここに現れたというのが何よりの証しよう拠こよ！」

　ラキスの断だん言げんに、ルーファスの表情に薄うすい笑みが浮かぶ。

「ラキス・フレーバー……なるほど、貴女は確たしかに危き険けんな人物ですね。宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんがそこまで明確に状じよう況きようを把は握あくしているとは思えません。そうであるならば、とっくに動いているはずですからね。しかし貴女は、状況判断と推すい測そくだけで我々の意図を読みとりましたか……失策でしたね……神剣の奪だつ還かんよりも何よりも、まず貴女を始末しておくべきでした」

　ルーファスの目が細まり、その手に魔法の光球が出現する。しかしそれが解き放たれるより早く、ラキスの髪かみが深しん紅くに輝かがやく。

『魔ま晶しよう顕けん現げん陣じん！』

　ラキスの発した意味不明の声が言こと霊だまとなって辺りに響ひびき渡わたり、それと同時に先ほどラキスが描えがいた文様から出現した二筋の赤い光が、左右に分かれて地面を駆け抜け、地面に赤い文様を描いてゆく。そしてそれが現れた瞬間ルーファスが苦痛に呻うめき、その手にあった光球が跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

「……まさかこの私の神力が中和されるとは……一体何を……？」

　荒あらく息を吐きながら顔を歪ゆがめ呟つぶやくルーファスに、ラキスが小さく笑みを向ける。

「あたしは魔力は強くないけど、だからこそ魔力を高めるための研究は怠おこたってないわ。宮廷魔術師団にはいろんな魔法が人知れず眠ねむっているの。この魔法陣もその一つ。この魔法陣のある一帯では、魔法使いの魔力が増ぞう幅ふくされる替わりに神聖魔法の力はかき消される。前準じゆん備びが必要な上に、やたらと詠えい唱しように時間が掛かるのが難なん点てんだけど、その効こう果かは抜ばつ群ぐんよ」

「……なるほど、会話の中に言霊を混まぜていましたか……何か小細工をしているとは思っていましたが……」

　そう呟くルーファスの面に、一いつ瞬しゆん小さい嘲あざけりの笑みが浮かぶ。しかしラキスは内心の動揺を表に現さない様に気を使っていたため、その一瞬の変化を見み逃のがした。

（……どうして……本来なら黒い光のはずなのに……。効果は同じみたいだけど、まさかあたしの髪が変色するのと関係が……？）

　過か去こに宮廷魔術師団で研究されていた魔力増幅には、身体からだの一部を媒ばい体たいにした魔力増幅技ぎ術じゆつと、魔法で強きよう制せい的てきに増幅させる魔力増幅術の二つの手しゆ段だんがある。どちらもあまりにも危険なため廃すたれてしまった失われた技術であるが、弱い魔力に強い劣れつ等とう感かんを抱いだいていたラキスは、暇ひまを見つけては研究と実験を続けてきたのである。しかしその時は、このような現象は起こらなかった。

（赤……暴ぼう走そうの前ぜん兆ちよう……危険の証あかし……）

　言い知れない不安に襲おそわれながらも、しかしラキスはここからが正念場と、無理矢理それを心の隅すみに押おし込こめ、毅き然ぜんとした態度でルーファスを見み据すえる。

「正直言って解らないの。浮遊岩が落ちたことで、多くの人が不幸に悲しんでいる……その上さらに戦争や反乱を起こせば、どれほどの不幸が訪おとずれるか……。それだけの事をして、一体あなた達は何を手にしたいの？　富とみ？　権力？　そんな物のために人を足あし蹴げにして、どうして心が痛まないの？」

　ラキスの問いに、ルーファスは静かに笑みを浮かべる。

「……無む論ろん、心が痛みます。しかしそれはすべて偽いつわりの秩ちつ序じよに護まもられた、間ま違ちがった正せい義ぎによって引き起こされる悲ひ劇げき。我らが希求するのは、そのような悲劇の訪れない、神の秩序に護られた正しき世界です。今の世界は魔王が神々を追放して形成されました。それは神しん剣けんによって魔王が滅ほろびた今でも変わりません。未いまだ魔王の力が世界を支し配はいし、本来あるべき正しき法ほう則そくを汚けがれた法則が乱みだしているのです。そのため宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しなどと言う、かつて魔王が操あやつりし汚れた力を使う者どもが人々を支配し、苦しめます。彼等らがたとえどの様な正しき行いをしても、一部の者に苦しみを押し付け、より多くの者の繁はん栄えいを促うながすという狂くるった結果しか出て来ません。なぜなら彼等の操る法則は汚れているからです。よって汚れた法則をよりしろとする罪深き者どもを地上から抹まつ殺さつし、正しき法則に従したがう者のみによる世界を再さい構こう築ちくし、聖なる神を降こう臨りんさせる……それが三神聖教の聖なる目的なのです」

　ルーファスの言葉を聞いたラキスは、少しうつむき加か減げんに、小さく首を振った。

「……やっぱり、理解できない。だって、あなた達のやろうとしている事は、結局あなた達の言う狂った結果そのものでしょう？　少数の人に苦しみを押しつけて世界を変える……その責任を世界が汚れている事に擦なすり付けて、逃にげているだけじゃない！」

　断言するラキスに、ルーファスは笑みを浮かべて、静かに腰こしの鞘さやから剣を抜き放つ。

「罪に汚れた魔法使いに、理解してもらおうとは思いません。これは正しき世界のための、産みの苦しみなのです。ラキス・フレーバー……貴女あなたは罪深き魔法使いであるのみならず、正しき世界に至いたるための最大の障しよう害がい……まさに神に仇あだなす存そん在ざい、象徴たる錫杖を携たずさえ現代に蘇よみがえりし魔王。私の断罪の剣にて、必ずや抹殺します」

「……正気なの？　今あたしがその気になれば、一瞬であなたを黒こげに出来るのよ？」

　お互いの位置が見えるとは言え、まだかなりの距きよ離りはある。おまけに森の中であり、二人の間には様々な障害物がある。たとえどれほど剣の腕が確かでも、ラキスの圧あつ倒とう的てき優ゆう位いに違いはない。しかしルーファスは余裕すら感じさせる笑みを浮かべた。

「偉い大だいなるリヴァ神に仕えし断だん罪ざいの使徒は、その象しよう徴ちようたる剣を必ず身に帯びています。しかし私は今まで鞘さやのみを身に付けていました。何な故ぜならば、私が身に帯びるべき剣は手元にはなかったからです。神剣がその持ち手にとって最さい適てきの形状に変わる事に、あなたは気付いていましたか？　今は片かた手てで持てるこの剣は、ついさっきまで両手持ちの大剣だったのですよ……」

「……まさか！」

「この汚れし呪じゆ縛ばくより我われを解とき放て、神剣エーデルハント！」

　ルーファスの一振ふりにより生じた蒼あお白じろい閃せん光こうが、赤い空間を引き裂さく。

　地面が揺ゆれ、大気が震ふるえた。

　悲鳴を上げる暇ひまもなく凄すさまじい衝しよう撃げきに翻ほん弄ろうされたラキスは、薄うすれていく意い識しきの中、錫杖の宝ほう玉ぎよくが衝撃に抵てい抗こうするように赤く輝くのと同時に胸むねの奥おく底そこに流れ込んでくる深い悲しみに、訳わけも解わからず翻弄されていた。
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（……何でこんなに悲しいんだろう……？）

　数多くの炎ほのおを見つめながら、どこかぼんやりした頭でそう考え、しかし慌あわてて頭を振ってその考えを払いのけた。

　悲しいに決まっている。たった今行われたばっかりの戦せん闘とうで、数多くの親しき者を失ったのだから。

　戦闘……いや、一方的な殺さつ戮りくだった。完全に油ゆ断だんしていた所を、いきなり無数の魔ま獣じゆうに襲おそわれたのだ。街は半はん壊かいし、多くの者が訳も判わからぬまま命を失った。力ある自分とて己おのれの身を守るのが精せい一いつ杯ぱいで、結けつ婚こんを間近に控ひかえた恋こい人びとすら護ることが出来なかったのだ。

「何故だ＊＊＊＊！　何故三さん賢けん者じやが我々を攻撃した！　一いつ緒しよにこの地の独どく立りつを勝ち取った仲だというのに！　やっと平和が訪れたというのに！」

　隣となりにいた男が怒ど鳴なった。

　幾いく多たの戦いを共に勝ち抜いた戦友であり、妹と結婚をした義ぎ弟ていでもある彼は、涙を流していた。彼の両親や兄弟は一人残さず魔獣に食い殺されたのだ。

「……この地で見つけたエネルギーを独どく占せんするためだ。奴やつ等らはその力で地表人を支配し、神を僭せん称しようしようとしている。そのためには俺おれ達たちが邪じや魔まだったんだ」

「馬ば鹿かな！　それでは俺達がこれまで戦ってきた奴等と同じじゃないか！　そんな事信じられん！」

「俺だって今まで信じたくなかった……しかしこれが現実だ」

　憤いきどおる義弟に対して、彼の声は冷静に聞こえる。しかし無論憤りを感じていないわけではない。しかしそれ以上に無力感が強かった。

　三賢者に率ひきいられた勢力の動向がおかしいことは、すでに察知していたのだ。そのための対たい応おう策さくも検けん討とうを始めていた。しかし「まさか」が先立ち、その対応が遅おそかったのは否いなめない。結果これほどまでの大規き模ぼな奇き襲しゆうを許ゆるし、街は壊かい滅めつ的てき打撃を受けた。その事態を招まねいてしまったことに、彼は強い自じ責せきの念を感じていた。

「ちくしょう……やつら許ゆるさねえ！」

　そう吼ほえて駆かけ出した義弟を止めようとした周りの仲間達を、彼は静かに止めた。

「今俺達の武ぶ器きでは、三賢者の新兵器エーデルハントに対たい抗こうできない……それはあいつだって承しよう知ちしているはずだ。しばらくそっとしといてやってくれ。それよりも今後の対応を協議しよう」

　その判はん断だんが誤あやまりであることを彼が知るのは、すぐ後のことであった。

「兄さん彼を止めて！　彼、家族の敵かたきを討うつって兄さんの部屋からあれを持ち出して一人で……！」

　慌あわてた様子で駆け寄りしがみつく妹に、彼も思わず我を失う。

「馬鹿な！　あれはまだ未完成……いつ暴ぼう走そうを起こすか判らない不良品だぞ！」

「お願い兄さん、彼を止めて！」

「くそ！」

　彼は仲間を引き連れ急いで義弟の後を追ったが、しかし間に合わなかった。

　空が真っ赤に燃もえ上がっていた。

　対エーデルハント用に開発していた切り札……内包するエネルギーを極きよく限げんまで高めるそれは、しかしあまりに膨ぼう大だいなエネルギーを制せい御ぎよする術すべが見つからず暴走するという代しろ物ものだった。義弟は、天地を埋うめ尽つくすほど無数の魔獣とともに消滅したのだった。

「行くな＊＊＊＊！　これ以上近づけばお前も巻まき込こまれる！」

「馬鹿言うな！　あいつは俺達最強の戦士なんだぞ！　それを見み捨すてろと言うのか！」

　止めようとする仲間を彼は振りきろうとした。しかし仲間達は決して彼を行かそうとはしない。

「あいつはもう駄目だ。それはお前だって解っているだろう！　それにお前は俺達の指し導どう者なんだぞ！　頼たのむ！　ここは耐たえてくれ！」

　無理矢理仲間をふりほどくことは出来る。しかし彼の自じ制せい心しんがそれを許さなかった。

「うをぉぉぉぉ！」

　引き裂さかれんばかりの悲しみに上げた彼の咆ほう吼こうが、悲しく空に響ひびき渡わたった。




　あれから幾いく月つき過すぎただろう……。

　戦せん況きようは、日ひ増ましに悪化していた。

　エーデルハントに対する対抗策が見つからない限り、こちらから攻勢を仕掛けることは出来ない。しかしこのままではいずれ敗北するのは火を見るまでもなく明らかだった。

　元々三賢者側の人数は少ない。しかし敵は自らが生み出した魔獣を操あやつり攻撃してくる。魔獣は三賢者が生み出した生物兵器でありいくら倒しても敵の戦力低下につながらないのに対して、こちらは生身の人間が戦っている。一人の死は、そのまま戦力の低下と直結した。この現状を打開すべく連日連夜協議を積み重ねているが、しかし有力な打開策は見つからない。時間と、戦死者の数ばかりが増えてゆく。

　そしてついに先日、エーデルハントが前線に投入された。

　その威い力りよくの前に砦とりでの一つが崩ほう壊かいし、地表に墜つい落らくしたのだ。砦の防ぼう衛えい設せつ備びも、エーデルハントの前には無力だった。この事態を受け、今朝から協議が続いている。

「これまで前線に投入されなかったエーデルハントが投入されたと言うことは、エーデルハントの量産化が確かく立りつしたことを意味するのでは？」

「いや、あれほどの物を容易たやすく量産できるとは思えない。恐おそらくやっと二つ目が出来たと言うところでは？」

「いずれにせよ、あの姑こ息そくで用心深い三賢者が前線に投入したと言うことは、エーデルハントが複ふく数すう存在すると見て間違いないでしょうね」

「いやいや、そう思わせる事こそやつらの手かもしれん。あの陰いん険けんな三賢者のことだ、一つしかない物を複数に見せてこちらの動どう揺ようを誘さそうことくらいはやりかねん」

　紛ふん糾きゆうする会議を彼は一人途と中ちゆうで退席し、家に戻もどってイスに座すわり、酒を飲み咳せき込こんだ。

「……兄さん。飲めないお酒を無理に飲むのは良くないわ」

「……来ていたのか」

　背せ中なかから掛かけられる妹の声に、彼は振り向かずに答える。

「飲めない酒も飲みたくなる。一つだろうが複数有ろうが、あれをどうにかしないことには我々に勝ち目はないんだ。それがあいつらは解っているのか！」

「もちろんみんな解っているわ。だから何とかしようと一生懸けん命めいなんでしょう？　兄さんがそんな事では……」

「……解っている。お前だから愚ぐ痴ちりたくなったんだ。許ゆるしてくれ」

「……………………」

　小さな沈ちん黙もく。

　やがてそれを先に破ったのは妹の方だった。

「私は、敵の兵器に対抗するには兄さんの研究していたあれしかないと思うの……」

　妹のその言葉に、彼は自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。

「駄だ目めだな。いくら強い力を引き出せても、制せい御ぎよできないのでは兵器として不完全だ。その制御の仕方が全く解らないのでは……」

「兄さん以前に言っていたわよね……あれに生命いのちが宿れば、その力を制御できるかも知れないって……」

「……そんな事も言ったかな。あれを制御する宝ほう玉ぎよくに生命が有れば、自じ己こ防衛本ほん能のうが働き暴走を回かい避ひできるだろうなんて戯ざれ言ごとを。しかし物に生命を宿すなんて不可能……」

「兄さんのその思い付き、きっとうまくいくと思う……私には解るの……」

「お前にそう言われてもな……」

　苦笑を浮かべて妹を振り向き、そして我わが目を疑うたがう。

　妹とどれくらい合わなかっただろう……二か月か三か月か。その間に何があったのか、以前とは見違えるほど瘦やせこけたその姿すがたに、彼は驚おどろきを隠かくせなかった。しかも一体どうしたことか、本来綺き麗れいな黒であるはずのその髪かみが真っ赤に輝かがやいているではないか。

「……お前……一体……？」

　動揺を隠しきれない彼に、妹は弱々しく微笑ほほえむ。

「私考えたの……生命を宿すためには、やっぱり生み出さないといけないって……だから私のお腹なかの中に……」

「なんて無茶を！　待ってろ！　今医者を呼んでくる！」

　慌あわてて駆け出そうとする彼を、妹がしがみつくようにして止める。

「……兄さん……私感じるの……お腹のこの子の、生命の息い吹ぶきを……この子はもうじき生まれ出る……私の命と引き替かえに……だからお願い……」

　何な故ぜ今まで気づかなかったのだろう……妹の吐はく息は荒あらく、出す声は弱々しい。自分は妹のこんな状態にも気がつかないほど追い詰つめられていたのだろうか。だが彼は、内心の後こう悔かいの念とは裏うら腹はらに、荒々しく妹を叱しつ咤たする。

「馬鹿を言うな！　そんな方法で簡かん単たんに命が宿るはずがないだろう！　だいたいお前、自分の子こ供どもをどうするつもりだ！　まだ１歳さいになったばかりだろう！」

「……あの子のことは兄さんにお願いします……どうかあの子の未来をつくってやって……それでね、兄さん私は思うの……私たちはこの戦いが終わったら、この空中都市を捨すてるべきだって……こんな所にいて地上の人々を見下ろしているから、神になろうなんて馬鹿な考えを持つ人が出てくるの……だからお願い……あの子には地上で、地上の人たちと同じ生活をさせて……」

　力尽つきたように倒れた妹を、彼は慌てて抱だきかかえた。そんな兄を妹は弱々しい笑みで見つめる。

「兄さん……三賢者が神を名乗るなら、兄さんは魔ま王おうになって……魔王になって、『神』の支配からすべての人々を解き放って……そして神話の時代を終わらせて欲しいの……お願い……」

　やがてゆっくりと閉とじられたその瞳ひとみは二度と開かれることはなく……。

　消えゆく生命の中で、一つの赤い生命が誕たん生じようした。
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　凄すさまじい爆ばく音おんが響ひびき渡わたり、突風が体を翻ほん弄ろうする。

　その突風から護まもるように、一人の男がラキスを抱きかかえている。

「そこを退どきなさい！　神の怒いかりが身を焼き尽つくす、その前に！」

　剣を手にした三神聖教の高司教が吼ほえる。

「あいにくと、俺が信じるのは苦楽を共にした仲間とこの剣だけでね」

　それに対たい峙じする戦士が鼻で笑う。

「何？　何がどうなってるの？」

　いきなりな状況に訳が解らず上げた戸と惑まどいの呟つぶやきに、三人の視し線せんがラキスに集まる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　グレンが安あん堵どした表情でラキスの顔を覗のぞき込こむ。

「気が付いたか……」

　ハーツが一いつ瞬しゆんだけ安堵の表情を浮かべる。

　しかしラキスを睨にらみ付けるルーファスは、そんな二人とは対照的だった。瞳に憎ぞう悪おを映うつし、睨み殺さんばかりの勢いきおいで強きよう烈れつな殺気を全身から放つ。

「……その赤い髪、そして赤い魔力。錫杖を手にし、神剣の一撃をくらってなお生きているとは……やはり魔王！　神の名に賭かけて、必ずや滅ほろぼして見せます！　再びこの世に蘇よみがえりし事を後悔しなさい！」

（え？　何？　どう言うこと？）

　ルーファスの強烈な殺気を受け、ラキスは事態がつかめず戸惑う。

（だってさっきまで戦争してて、妹が死んで、あたしは男で……あれ？……そうか、あたしエーデルハントに吹き飛ばされて、意識を失ってたんだ……）

「ラキスさん、立てますか？」

「え？　あ、うん」

　問うグレンの肩かたを借りて、ふらつきながらも何とか立ち上がったラキスに、ハーツが背中越しに話しかける。

「よく聞けラキス。あの神剣の一撃は連発できんようだ、どうやら力を溜ためるのにある程てい度どの時間がかかるらしい」

「黙だまりなさい！」

　ルーファスが放った青白い光球を、ハーツは剣で切った。光球が二つに割われ、ハーツの後ろ……ラキスの左右で同時に爆発する。

（噓うそ！　魔法を切った！）

　そのあまりの光景に呆ぼう然ぜんとするラキス。

　ハーツの剣が、冒ぼう険けん者しや時代に手に入れた魔法剣だという事はラキスも知っている。ハーツが常じよう識しきはずれに強い事も。それでも魔法を剣で切るなど信じられない。そんな常識外れのことをしたにもかかわらず、ハーツは平然とした様子で話を続ける。

「神剣の一撃はさすがに俺でも防ふせぎきれん。いや、今でも攻撃を防ぐだけで精せい一いつ杯ぱいだ。だから今の内に、グレンと一いつ緒しよに逃げろ。逃げて帝てい都とにこのことを伝えろ」
















「でも、それじゃハーツが！」

「いいから黙だまって聞け！」

　ハーツの怒ど声せいにラキスは息を飲む。その会話の間も、ハーツはルーファスの攻撃を防ぎ続けている。

「神剣を手にした奴やつは化け物だ、とうてい俺達に勝ち目はない。それにお前は自分の髪の変化に気づいているのか？」

　ハーツの指し摘てきに髪を見て、ラキスは声を失う。赤くなっているのだ、魔法を使っていないにもかかわらず。

「奴等は魔法に関わるものすべてを、魔法に関わりを持った人間すべてを抹まつ殺さつするつもりなんだ。その事の意味をよく考えろラキス」

「……まさか」

　ラキスが浮かべた曖あい昧まいな笑み。それは、ハーツの言葉を否ひ定ていしたいラキスの心理を表に現したものだった。しかしその表情は、ルーファスの微笑に、次し第だいに青ざめていく。

「……まさか、本気なの？　基き礎そ教育期間だって魔法の基礎は教えるのよ。一体どれだけの数になるのか……何でそこまでする必要があるの！」

　絶ぜつ叫きようにも似にたラキスの問いに、ルーファスが攻撃の手を休め、微笑む。

「貴女あなたは知らないのですよ。かつては滅めつ多たに開かなかったゲートが、この30年間毎年のように開いている事実を……宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんが開きっぱなしになったゲートをどの様にして塞ふさいできたかを……どれだけ多くの町や村が宮廷魔術師の放った魔法によってゲートと共に吹ふき飛ばされたかを……。この様な悲ひ劇げきは、これからも起こり続けます。この悲しき運命の輪を断たち切るためには、もとの正しき法ほう則そくへ帰き依えするためには、神力に反発する魔法の法則があってはならないのです」

「違ちがう！　そんなの間違ってる！　宮廷魔術師団の方法が正しいなんてあたしも思わないけど、あなた達の方法だって正しいとは思えない！　だって、多くの犠ぎ牲せいの上に平和を成り立たせることは結局同じじゃない！」

「我われ々われは、後世に対して責せき任にんを持たねばならないのですよ。今手を打たなければ、今後ますます増ふえて行くゲートの被ひ害がいにより、この世は地じ獄ごくと化すのです。我々断罪の使徒は、誰だれ一人として保ほ身しんを考えてはいません。事が終わった後、我々は全すべての罪ざい業ごうを背せ負おって地獄の業火に焼かれる覚かく悟ごをしています。たとえこの身が如い何かなる災さい厄やくにまみれようとも、我々は後世に対して平和な未来を残さなければならないのです」

「……でも、あなた達が始末する人達の未来は……その人達から生まれてくるはずだった人達の未来はどうなるの？　様々な可か能のう性せいを積極的に摘つみ取ることが、本当に正しい行こう為いだなんて……あたしには思えない。それにあたし、なんでか解らないけど判るの……そんな事をしてもゲートが開くことを阻そ止しできないし、悲劇はなくならないって……」

「……所しよ詮せん、魔まに魅み入いられた者に神の偉い大だいさを理り解かいさせるのは無理な話ですか……」

「神とか悪魔とか、関係ないじゃない！　問題はあたし達が住む世界の未来を、あたし達がどうするかでしょう！　大体ゲートが開く原げん因いんも解ってないのに、どうして対たい処しよ法が判るのよ！　きっと他に方法がある！　あたしが必ず見つけてみせる！」

「貴女と議ぎ論ろんするつもりはありませんよ、魔王ラキス・フレーバー。貴女は神の世界に至いたるための最大の障しよう害がい、それを神剣が教えてくれます。神の意志が貴女を滅ぼせと私に命じるのです。さあ、もう茶番は終わりです。神剣に力が戻りました」

　優やさしさすら感じさせるその笑みに、ラキスは嫌けん悪お感かんを抱いた。この男は、神の名において、罪のない子どもや女性を笑って殺せるのだ。そういう男がエーデルハントという絶対的な力を手にしている意味を、ラキスは痛いたいほど理解した。

「ハーツ！　逃にげて！」

　ラキスの悲鳴にも似にた声は、しかし神剣の一振りによって生じた轟ごう音おんに搔かき消された。

　とっさに出した守りの魔法は簡かん単たんに切り裂さかれ、死を覚悟して声にならない悲鳴を上げたラキスは、グレンがその身体を盾たてにして庇かばい、ハーツが無む謀ぼうにもその一撃に剣で立ち向かうのを見た。しかし次の瞬しゆん間かん耳を劈つんざくほどの爆音と共に凄すさまじい光が弾はじけ、ラキスは思わず目を閉とじる。

　大地が裂け、木々が吹き飛び、世界が荒あれ狂くるった。

　やがて世界に静けさが戻り、ラキスが怖こわ々ごわ閉じた目を開いたとき、ラキスの周囲すべてが荒れ野に変わっていた。

「さすがは『雷らい雲うん』のロイヤル・ハーツ……伝説とまで呼よばれる剣士なだけはあります。手て加か減げんしたとは言え、今のを防ふせぐとは……。しかし残念ながら、貴方は道を誤あやまりました。いかに優すぐれた力を持とうとも、偉大なる神の前では無力なのです」

　聞こえるその声は、ラキスにとっては意味をなさなかった。

　体が動かない。

　声すら出せない。

　ただ呆然として地面に座すわり込こみ、負ふ傷しようして気を失っているグレンの身体を抱きかかえ、血だらけになって倒たおれたハーツの姿を見つめていた。

　ラキスには判らない。ハーツの傷きずが致ち命めい傷しようなのかそうでないのか。

　まだ生きているのか、もう死んでしまったのか、怖くて確かく認にんすることすら出来ない。

　自分の鼓こ動どうが、いやにハッキリと聞こえる。

「……ラキ……ス……逃げ……ろ……」

　小さく聞こえたハーツの声に、ラキスの体がビクンと反はん応のうした。

（生きてる！）

　弾はじかれたようにハーツのもとに駆け寄り、急いでグレンの鞄かばんから霊れい薬やくを取り出す。

（何で？　どうしてこれだけしかないの？　前に確認したときはもっとあったのに！）

　自分の記き憶おくよりも少なくなっている霊薬の数に動どう揺ようするラキスは、自分の体にあるべき擦すり傷やアザが消えている事に気づいていない。だからグレンがそれを使って治したことに思い当たらない。ただ、これで足りるか、もっと持ってくれば良かったと、不安と後悔の念に押し潰つぶされそうになりながら霊薬をハーツに使った。

「……俺おれのことは構うな……早く逃げろ……」

「喋しやべらないでサル兄……お願い……」

「状況を考えろ……お前が死ねば、帝てい都とに危機を伝える人間がいなくなるんだぞ……」

「もういいよサル兄……あたしには、グレンとサル兄をおいて逃にげるなんて出来ない。それにあたし、なんでか知らないけど理り解かいできるの……エーデルハントは、神しん聖せい魔ま法ほうを使う者の力を吸すい取ってその威い力りよくを増ぞう幅ふくさせる……今はまだその本来の力の半分も出せてないけど、ここで倒さないと手て遅おくれになる。だから、あたしは逃げられない」

　ラキスはそう言うと袖そでで涙なみだを拭ぬぐい、神剣の力を補ほ充じゆうしているルーファスを睨にらみ付けた。

「……無茶だ……」

　無茶なことは承しよう知ちしている。しかしここで逃げてはいけないとラキスに何かが告げた。ここが最終決戦の場なのだと。

（でも……あたしの力じゃこいつに傷一つ付けられない……エーデルハントを持つ前ですらそうだったのに、どうすれば……）

　ルーファスを睨み付けながら考えるラキスは、突然弾かれたように自分が持っている錫しやく杖じように視し線せんを向けた。

（今話しかけたの、まさかお前……？）

　ラキスの見つめる中、錫杖に埋うめ込こまれた宝ほう玉ぎよくが赤い光を放つ。

（……エーデルハントに対たい抗こうするために生み出されたお前に魂たましいが宿るなら、あの悲ひ劇げきを繰くり返さないために、あたしに力を貸かして……お願い……）

　その瞬間宝玉が輝きを増し、ラキスの赤い髪が輝きを放ち始める。

「……感じる……魔王の怒いかり……魔王の悲しみ……『神』を滅ぼし世界を解放せよと、力があたしの中に流れ込んでくる……」

　ラキスの髪が魔力によって激はげしくはためき、流れ込んでくる力に導みちびかれるまま、ラキスは我知らず呪じゆ文もんを唱え始めていた。
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『我らが希求せしは完全なる自由。あらゆるものに束そく縛ばくされず、あらゆるものに強きよう制せいされない無む限げんなる魂たましい……』

　言こと霊だまと呼よばれる宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だんの呪文……しかし言葉としては意味不明なのに、その呪文の内ない容ようを、何な故ぜかハーツも理解できた。

「何という強力な言霊です……まるで世界が魔王の呪文と共鳴しているかのような……」

　ルーファスも余よ裕ゆうを失い、動揺を表に現す。

『我は誓ちかおう。この地に生を受けし全すべてのものに、あらゆる束縛からの解放を……』

「赤き伝説の魔王……しかしならばこそ、私は神の名にかけて貴女あなたを始末しなければならないのです！」

　ルーファスが神聖魔法を唱え始める。それを見たハーツは傷付いた体に鞭むちを打って立ち上がり、折れた剣を構えた。

　霊薬のおかげでいったん塞ふさがった傷が開き、血が噴ふき出す。

　ラキスに何が起こっているのか、ハーツにはよく解らない。何やら独ひとり言ごとを呟つぶやいたかと思ったら、突然赤く光り始めたのだ。

　しかし、ラキスに何かを感じる。たとえここで一命を落とすことになろうとも、ラキスを護まもらねばならない……冒ぼう険けん者しやとしての数々の経けい験けんが、ハーツにそう告げる。

『我は切り開こう。新たに生まれ出てくる魂に、自由の園に至いたりし道を……』

　ルーファスの放った魔法を、折れた剣で迎げい撃げきする。しかしそれで限げん界かいを超こえた。痛みに耐たえきれず膝ひざをつき、持つ剣が粉々に崩くずれ去る。かつての冒険で手に入れた強力な魔法剣だったのだが、折れたことにより力が弱まっていたのだ。

「……驚おどろきました。神剣の力で増幅された私の攻撃をその体で防ふせぐとは……やはり侮あなどってはいけませんね。幸い神剣の神力も補充が終わりました。今度は出し惜おしみはしません。神力の補充にしばらく時間が必要になりますが……まあ、魔王を倒した後でゆっくりとすればいいでしょう」

「ラキス！　呪文はまだか！」

　今度の攻撃は防げない……そう悟さとり、ハーツはラキスを振り向く。しかしラキスは目前の状況が判らない様子で、ただひたすら呪文に集中している。

『怨おん念ねんを運びしことを定められし風に……流されし血を飲み込むことを定められし大地に……この世界全てのものに『神』という呪縛からの開放を求め、汝なんじらに魔と名付けられし我は断ずる。神を僭せん称しようせし三つの超ちよう越えつ者しやよ、汝らこそ全ての悲しみを生み出す元げん凶きよう！』

「……いちいちカンに障さわる呪文ですね、神を僭称などと冒ぼう瀆とくするとは……その罪つみ、ここに極きわまりました！」

　ルーファスの顔が怒いかりに歪ゆがむ。しかしラキスは全くそれに頓とん着ちやくせず呪文を唱え続ける。

『おのが欲よく望ぼうに惑まどい、他者を支し配はいせしと目もく論ろむ全ての者の前に、我は立ち塞ふさがろう。それが神を名乗るなら、我は魔王と成ろう。魔王と成りて『神』を滅ぼし、この悲しき戦いに終しゆう止し符ふを打とう……これが、汝らの戯たわむれにより運命を翻ほん弄ろうされし我らが答えである！』

「死して己おのれの罪を償つぐないなさい魔王ラキス・フレーバー！　轟とどろけ、神剣エーデルハント！」

　エーデルハントが青く輝き、凄すさまじい力の奔ほん流りゆうとなってラキスに向かい突き進む。しかしそれとほぼ同時にラキスの呪文も完成した。

『神も魔まも無き世界を我は求めん！　神しん・魔ま・滅めつ・殺さつ！』

　ラキスが突きだした魔王の錫しやく杖じようから、赤い凄まじい閃せん光こうが解とき放たれ、天地が二色に分かれて荒あれ狂くるう。

　その二つの力に挟はさまれ、ハーツは死を覚悟した。しかし一瞬早くハーツを飲み込んだ赤い閃光は、まるで護る様にハーツの周囲を取り囲み、青い奔流に突き進む。そしてハーツのほぼ目前で二つの力がぶつかった瞬間、世界が赤一色に塗ぬりつぶされた。

　何が起こったか、一番近くでそれを目撃したハーツにも理解できない。ただ、ルーファスの目が驚きよう愕がくに見開かれたのだけはハッキリと見えた。

　赤い閃光がルーファスを飲み込む。

　ルーファスの絶ぜつ叫きようが木こ霊だまし、その持つ神剣が激しく青い光を放つ。それは神剣自身が赤い力に抵抗しているように見えた。しかしその抵抗も、圧倒的な赤の前では無む駄だな足あ搔がきにしか過すぎず、ルーファスを赤い世界が染そめ上げる。

「馬鹿な……私が負けるはずが……負けるわけにはいかないのです……世界を正すまでは……罪に汚れた魔法使いを根ね絶だやしにし、真の平和を摑つかみ取るまでは……！」

　神剣に亀き裂れつが生じ……

　そして、世界が弾はじけた。
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　帝てい都とを見下ろせる丘の上に立つラキスの髪かみを、冷たい風がなびかせる。

　風にそよぐラキスの髪は、生来の色である黒ではなく赤い。あの日以来、ずっと変色したままだった。

「すまんなラキス。最後まで付き合うことができんで……」

　背はい後ごから掛かけられたハーツの声に、ラキスは苦く笑しようを浮うかべて振ふり向く。

「いいって。それより早く宿屋に戻って休んでよ。怪け我が人にんなんだから、無理しないで」

「俺は不死身だ、そう簡かん単たんにくたばらん」

「一昨日おとといまで死にかけていた人の台詞せりふじゃないって、それ」

　松まつ葉ば杖づえを使って苦しそうな表情で強がるハーツに、ラキスは深いため息を吐つく。

「無理しないでってあたしが頼たのんでも、二人とも全然聞いてくれないんだから……。もういい年なんだから、あたしに心配かけさせないでよ」

「ずっと俺に心配をかけていた奴やつの台詞じゃないな、それは」

「もう……」

　笑うハーツに、ラキスは諦あきらめたようにため息を吐いた。

　グレンは、肋ろつ骨こつが折れているにもかかわらず帝てい都とまでついてくると言い張はったので魔法で眠ねむらせて宿屋に置いてきたのだが、ハーツも一いつ緒しよに眠らせれば良かったと、ラキスは少し後こう悔かいする。

「とにかく見送りはもういいから。これ以上ついてきたら、本気で怒るからね」

「解った解った。それよりも無理はするなよ」

「解ってるって」

　お互たがい、どこまで解っているのかと問うような表情でお互いを見つめ合った。

　ハーツの顔色は悪い。この季節なのに、こうして立っているだけでも額ひたいに汗あせが浮かんでいる。ラキスが見ている間に、ハーツの表情が苦く痛つうに歪ゆがんだ。

「もう……だから大人しくしてって言ったのに……」

「不死身だから大だい丈じよう夫ぶだ」

「はいはい。それじゃあたしはもう行くけど、無理したら駄目だからね。本当はまだ心配だけど、そんなに時間もないから……」

　ルーファスを倒たおし、エーデルハントが消しよう滅めつした事で時間はいくらか稼かせげただろう。しかしそんなにゆっくりする訳にもいかない。三神聖教そのものを叩たたいた訳わけではないのだ。それにゆっくり出来ない訳がラキスにはある。

　ラキスは三神聖教と官かん僚りよう組そ織しき双そう方ほうから指名手配され、三神聖教が使っている物と同じ似に顔がお絵えが帝国各地に配はい布ふされている。それは、ハーツ達を休ませた宿屋がある町も例外ではない。今はまだ、似ていない似顔絵と変色した髪のおかげでラキスだと気づいた者はいないが、いつ正体がバレてもおかしくない。

　それに、メルフィのことだって気になる。ゆっくりする余よ裕ゆうはなかった。

「俺おれは大丈夫だ。心配するな」

（無理してるのが見え見えだって）

　恐おそらくハーツの傍そばを離はなれることを躊躇ためらうラキスを安心させるためだろう。それが解っているから、ラキスは不安を飲み込んで素す直なおに頷うなずいた。

「うん。行って来る」

「……頑がん張ばれよ」

　そう励はげますハーツに頷き、ラキスは踵きびすを返して帝都に向けて歩き始めた。

　恐らく、ラキスの姿が見えなくなった後、ハーツは力尽つきて倒れるだろう。まだそれほどの重じゆう傷しようなのだ、助かったのが奇き跡せきと言っていい。しかしそれを承しよう知ちしつつも、ラキスは後ろを振り返らなかった。

（最後の一勝負……あたし達が助かるか、それとも大きな力に飲み込まれてしまうのか……ハーツ。メルフィ。グレン。……それにマイルズ。あたし、頑張るね）

　意を決し、遠くに見える帝都の街まち並なみを見み据すえた。
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「失礼ですが、官位と氏名を名乗って下さい」

　ルグザーク大だい宮きゆう殿でんの入り口で、数人の衛えい兵へいがラキスの行く手を阻はばんだ。

　帝都に入る大正門。もっとも警けい戒かいの厳きびしいと言われる英えい雄ゆうの門。ラキスの着る宮きゆう廷てい法ほう衣いと変色した髪が功こうを奏そうし、それらの難なん関かんをほとんど何の問題もなく切り抜けて気を緩ゆるめていたラキスは、思い掛けない検けん問もんにあって動どう揺ようした。しかしラキスの正体が露ろ見けんした訳ではなさそうで、その証しよう拠こに衛兵達の対応は丁てい寧ねいである。それを見て取ってラキスは平静を取り戻し、小さく首を傾かしげた。

「見て判わからないの？　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しは、宮廷内への出入りはフリーパスだったはずでしょ？」

　これは『師』のみに与あたえられた特とつ権けんであり、『師』になってすぐ放り出されたラキスはその特権を使ったことがない。それでもその事は知っている。

「申し訳ありません。任にん務むで地方に出られていた方には戸と惑まどう方も多いのですが、最近五大老の方々が取り決めなさった規き則そくでして、一応名乗っていただいて、しかるべき方に確かく認にんをさせていただきます。面めん倒どうではありますが、従したがっていただきませんと我々が困こまりますので、どうかご了りよう承しよう願ねがいます」

　衛兵の対応はあくまでも丁寧である。ラキスの着る宮廷法衣……汚きたなく汚よごれていて赤く見えないし、あっちこっちが破やぶれているがそれと認にん識しきできる……に敬けい意いを払はらっているという対応だ。しかしラキスは考え込んだ。この面倒な規則はおそらく……いや、間違いなくラキスを宮廷内に入れないためのものだ。そして、ラキスは宮廷内に入れないと困るのだ。

「……本物の宮廷魔術師殿なら、問題はないはずですが？」

　考え込んだラキスを衛兵がいぶかる。

「最近、宮廷魔術師を名乗る不ふ届とどきな輩やからが宮廷内に出しゆつ没ぼつすると、この規則ができたのですが、まさか……」

　態たい度どを硬こう化かさせてきた衛兵に、ラキスは覚悟を決めた。本当は穏おん便びんに事を運びたかったのだが、こうなっては仕方がない。

「ゴチャゴチャうるさい！」

　衛兵の目前に扇おうぎを広げて書いてある文字を見せると、次は錫しやく杖じようを目前に突きつける。

「五大老なんて知ったことじゃないの！　あたしは陛へい下かの勅ちよく命めいで動いてるの！　邪じや魔まするなら、逆ぎやく賊ぞくとして始末するわよ！」

　その行動に、衛兵は怯ひるんだ。ラキスの放つ気き迫はくも怯んだ原げん因いんの一つだが、最大の原因はその扇に書かれた文字である。それが本物の陛下直筆の物であるかどうか、無論彼等には判はん断だんできない。しかし本物であるならば、それに逆さからうことは一族郎ろう党とうの死を意味する。逆ぎやくに偽にせ物ものであったら、安々と通してしまったことの責せき任にんは免まぬかれない。迂う闊かつに動けるものではなかった。

「せ、せめてそれが本物であるかどうかだけでも確認を……」

「意味がない！」

　衛兵の苦肉の策さくは、ラキスの蹴けりによって応こたえられた。

「逆賊の汚お名めいを被かぶりたくなければ、退どく！」

　動どう揺ようを隠かくせない衛兵達を蹴りのけて宮廷内に押し入るラキス。しかしその内心は非ひ常じように不ふ機き嫌げんであった。結局、アグフィール大神殿の時と同じ強行突とつ破ぱになってしまったのだ。しかしあの時とは状じよう況きようが違う。上う手まくいく保ほ証しようはない。

　この混こん乱らんを聞きつけて駆かけ付けたのだろう、衛兵の数がさっきよりも増ふえている。これからもっと増えるであろうことは、アグフィール大神殿の時の経けい験けんから容よう易いに想そう像ぞうできた。

「さて、時間もないし、謁えつ見けんの間までの道順を教えてもらえると嬉うれしいんだけど？」

　取り囲む衛兵達に、無む邪じや気きそうな笑えみを浮うかべるラキス。それに衛兵達がまともに顔色を変えた。

「まさか、陛下の暗殺を！」

「違うわよ！」

　取り乱みだして叫さけんだ衛兵に蹴りを入れ、ラキスは衛兵達の守りが厚あつくなった方向に向けて歩みを進める。無論衛兵達とて、ただで通すわけにはいかない。周りを囲み、剣を抜き、捕ほ獲かくしようと試こころみているのだが、ラキスの持つ扇の威い力りよくはそんな彼等の意気を挫くじいた。

　何とか邪魔をしようとする衛兵を扇で脅おどし、抵てい抗こうする彼等を蹴り飛ばし、無人の野を行く如ごとく突き進んでいたラキスは、とある広場で不意に足を止め、小さく首を傾げて周りを取り囲む衛兵達を見た。

（……動きが変わった……）

　それまでの衛兵達の動きは意図したとおりだった。ラキスの進行方向を邪魔するつもりで先回りし、結果としてラキスに正しい道順を示しめすことになっていたのだ。しかしいつの頃ころからかそういった先回りを止め、分ぶん岐き点てんでラキスにどっちに行って良いのかが判わからないような配置をとるようになっていた。それは一見バラバラな動きのようにも見える。しかしそれを意い識しきしてやっているということは、彼等の表情の変化から読みとれた。それまで取り乱していて、どう対たい処しよすればよいのか戸惑っていた彼等の表情に、落ち着きと目的意識が現あらわれているのだ。

（やっぱり、そう都合良くはいかないか……）

　ラキスは気付かれないように小さくため息を吐きながらも、注意深く周りを観察する。この変化の意味するところは、即すなわちラキスの意図を見み抜ぬいた指し揮き官かんがこの中に潜ひそんでいることを意味する。混乱していた兵を一いつ瞬しゆんで掌しよう握あくし手足の如く動かす……それを可か能のうにする絶ぜつ対たい的てき信しん頼らいを兵に与あたえたこの指揮官はただ者ではない。ラキスの知ち性せいが、その見えない敵てきに警けい戒かい信号を発した。

「……気付いたか。兵達の動揺を誘さそい目的を果たそうとする小こ賢ざかしさといい、兵の動きの変化を即そく座ざに察知する観察力といい、なるほど、頭が切れるのは確たしかの様だの……」

　ラキスを取り巻まいていた衛兵達の垣かき根ねが割われ、豪ごう華かな装そう飾しよくを施ほどこされた中央騎き士し団だんの鎧よろいを着た、壮そう年ねんの男がラキスの前に進み出てくる。中央騎士団長にして五大老、エセルバート・クロイツである。

　ラキスは無む論ろん、クロイツを見るのはこれが初めてである。しかしクロイツの鎧に輝く階級章と、そこにいるだけで感じられる圧倒的存在感が、ラキスにその事を教えた。

「五大老自ら出で迎むかえてもらえるのは光栄だけど、用があるのはあんたじゃないの。お呼よびでないんだから引っ込んでてよ」

　横おう柄へいな態度で不ふ遜そんに言い放つラキスに答えたのは、しかしクロイツではなかった。

「血ち迷まようたかラキス・フレーバーよ。まさか儂わし等らに剣を向けるとは……正直失望したぞ。陛へい下かの名を騙かたり人心を惑まどわした罪つみは重い。覚かく悟ごするがよい」

　再ふたたび人ひと垣がきが割れ、数名の宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しを従したがえた、筆頭宮廷魔術師にして五大老の一人、ゼラーエフ師が現れる。宮廷魔術師の中には、クリス・マクドール師の姿もあった。

「反逆なんて……愚おろかな真ま似ねをしましたねラキス。家族思いの貴女あなたが、その罪が親しん戚せき一同にまで及およぶことに頭が回らなかったのですか？　悲しいことです……」

「あたしは反逆なんてしてない！」

　マクドール師の言葉に反論するラキスだが、この状況においてその言葉はあまりにも空しく響ひびいた。

「お主がどの様なつもりでこの様な暴ぼう挙きよに及んだのか知らぬが、ここにいたってはお主に正せい義ぎはない。されど慈じ悲ひだ、せめて苦しまないように送ってやろう……」

　クロイツが剣を抜ぬき放つ。

「……あたしはまだ、こんな所で止まる訳にはいかない！」

　ラキスが呪じゆ文もんを唱える仕草を見せた瞬間、無数の鎖くさりがラキスの身体からだから自由を奪うばった。

「……え？」

　突とつ然ぜんのことに対たい処しよしきれず、手足を鎖に束そく縛ばくされたラキスは、バランスを崩くずして大理石の上に倒れる。

「残念ですが、その者を楽に殺すことは許ゆるされませんクロイツ殿どの。帝国開かい闢びやく以来初めての身内からの反逆者です。悪あしき前例を作らぬためにも、我々は断固とした処置を執とらねばなりません」

　人垣が割れ、帝てい国こく情報局局長にして五大老の一人、アルバート・ゲイツが現れ、倒れたラキスに視し線せんを向ける。

「今後この様な不ふ届とどき者が現れないためにも、我々の忠ちゆう誠せいを天下に示しめすためにも、この者は残ざん酷こくな苦しみを味わい、無む惨ざんな死を遂とげなければなりません。……ラキス・フレーバーよ、言いたい事は山ほど有るが、俺は公こう務むに私情は挟はさまん。これは、大義のためだ」

　ラキスを見つめるその瞳ひとみは、無む機き質しつであるかのように何の感情も表には現さず、それ故ゆえに冷たかった。

　手足を縛しばられても、呪文を唱えることはできる。そう考え実行しようとしたラキスは、激はげしい精せい神しん的てき苦痛を感じ、精神集中を乱された。

「無む駄だな事は考えぬ事じゃ。そなた程てい度どの力でこの呪縛を逃のがれることなど出来はせぬ」

　ゼラーエフ師の言葉にラキスは唇くちびるを嚙かんだ。

　エーデルハントを吹ふき飛ばした時の力が出せれば、この程度の呪縛など容た易やすく抜け出すことができる。しかし、錫杖は何の反応も示さない。何の抵抗も出来ぬまま、ラキスは衛兵達に捕らえられた。

「待って！　お願い！　陛下に会わせて！　せめてあたしの話を聞いて！」

　翻ほん弄ろうされたお返しとばかりに手て荒あらに扱あつかう衛兵達に殴なぐられ、蹴けられながら、ラキスは必死になって叫さけぶ。だがそのラキスを黙だまらせようと、衛兵達はなおも容よう赦しやなくラキスを殴りつけ、苦痛に呻うめくラキスの髪を乱らん雑ざつに摑つかみ、無理矢理起き上がらせる。

「……お願い……会わせて……話を……」

　それでも必死になって、途と切ぎれがちになりながらも懇こん願がんするラキスの顔を、衛兵が拳こぶしで殴りつけた。鼻から血を流し、目に涙なみだを浮かべて呻くラキスを、衛兵が更さらに殴りつけようと拳を振り上げたその時、

「その騒そう動どう、そこまで！」

　内務省長官ハロルド・ブレッセンの言葉が、騒然とした広場に静せい寂じやくをもたらす。

「陛下の御おん前まえである」

　外務省長官ゲイリー・カーターの声が、その静寂の中に響き渡った。
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　一いつ瞬しゆんの困こん惑わくが小波のように広場を駆かけ巡めぐり、次の瞬間、衛兵達が弾はじかれたように平へい伏ふくする。ブレッセンとカーター、それに筆頭書記官ライナスを引き連れた、帝国の最さい高こう権けん力りよく者しやにして絶ぜつ対たい者しやである皇こう帝ていオーウェル二世その人に。

「陛下……何なに故ゆえ、この様な所に？」

　頭を下げながらも疑ぎ問もんの声を上げるクロイツに、オーウェル二世が微笑ほほえみを返す。

「朕ちんは、朕に話があると申すその者に興きよう味みがある。故に直言を許ゆるす。朕の扇おうぎを手にせし者ラキス・フレーバーよ、朕に申したき義、申してみよ」

　恐おそろしいほどの静寂が訪おとずれた中、衛兵達が平伏したために再び大理石の上に倒れたラキスは、必死に顔を上げてその声の主を見た。

　ラキスが想そう像ぞうしていたよりも若わかい。

　年の頃ころはラキスよりも２、３歳さい上であろうか……支し配はい者しやたる衣を身にまとったその青年は、華きや奢しやな体付きで線は細く、顔は整ってはいるものの美男子というわけでもなく、その容よう貌ぼうは取り立てて人目を引くものではない。しかし、その双そう眸ぼうに輝く意志の光が、その辺にいる同年代の青年とは決定的な差となって現れていた。それは、支配することを宿命付けられて生まれ、その義ぎ務むを果たすことを決心した者にのみ備そなわった、強きよう烈れつな光である。

（この人が、オーウェル二世皇帝陛下……あたしに無理難題を押おし付けた張ちよう本ほん人にん……）

　事実とは多少異ことなる。しかしラキスの認にん識しきはそうであった。その認識から想像していた皇帝陛下像は、癇かん癪しやく持ちで神しん経けい質しつな人物像だったが、目の前にいる人物からは、どちらかと言えば穏おん和わそうな印象を受ける。その違いに戸惑いながらも、沸ふつ々ふつと心の底から沸わき起こる怒りを、ラキスは我が慢まんできなかった。

「あたしは、あなたの命令に従したがって神しん剣けんを探さがしたの！　そして神剣を手に入れたの！　その結果不幸な事じ故こが起きたわ！　その事故の責せき任にんをあたしは免まぬがれるつもりはないけど、その責任はあたしだけじゃなく、それを命じた陛下自身にも帰きするべきでしょ？　なのに責任をあたし一人に押し付けて、自分は関係ありませんって、それが全帝国国民に責任のある立場の人物がとるべき態度なの！」

　その場にいた全員が顔を青くする。しかし当のオーウェル二世は、ラキスの言葉に笑みを浮かべた。

「いきなり罵ば倒とうされようとは、さすがの朕も思わなかったぞ。然しかり。そちの申すとおり、その責は朕も免れえぬ。そして朕は、そちと同様その責を免れようとは思わぬ。故に、災さい害がいにあった民たみに、帝てい国こくの総そう力りよくを上げて援えん助じよをさせておる。起こってしまったことは取り返しがつかぬが、被ひ害がいを最小限に留とどめるよう努力することこそ、帝国の責任者たる朕の執りうる責任ではないか？」

「……あれ？」

　オーウェル二世の言葉に、ラキスが間ま抜ぬけな声を上げた。皇帝の反応がラキスの想像したものと違ったからだ。なにせ自分を秘ひ密みつ裏りに始末しようとしていた相手なだけに、絶対その責任を認めないと思っていたのだ。

「……えっと……」

「朕に申したき義とは、それで終わりか？」

「違う違う」

　オーウェル二世の言葉をラキスは慌あわてて否ひ定ていする。いつもなら手をパタパタとさせているところだが、今は縛られているので首を大きく振った。

「何か、調子が狂くるうな……。え～っと、そうだ。今回の災害が、あたしや陛下の責任じゃなく、三神聖教の責任による人災だったって言いたかったのよね、うん」

　独ひとり言ごとのようなラキスの言葉に、オーウェル二世の瞳が鋭するどく光る。

「興味深い。詳くわしく聞かせてもらおう」

　そう言ったオーウェル二世に、ラキスは少し言葉遣づかいを改めて話を始める。

「……あたしは、神剣を捜そう索さくする過か程ていで、三神聖教から様々な妨ぼう害がいを受けました。その理由は、三神聖教が不ふ穏おんな動きをしており、その目的を成し遂げるためには神剣を探すあたしが邪魔になったからです。あたしは、三神聖教の高司教から決定的な言げん質ちを取りました……三神聖教に叛はん意いあり。そして神剣を発見したあたし達ごと浮ふ遊ゆう岩いわを落とし、その責任を神剣捜索を命じた陛下に転てん嫁かさせ、己おのれの野望を実じつ現げんさせるために利用したと」

「……その証しよう拠こを、朕の前に示しめせるか？」

　その問いにラキスは頷うなずきかけ、倒れているので頷くのが難むずかしく、「ハイ」と声に出して返事をする。

「その時の言葉を、言こと霊だまとして残してあります。束縛さえ解いてもらえれば、今この場で再さい生せいすることができます」

　オーウェル二世の視し線せんにゼラーエフ師とゲイツが頷く。すると、ラキスを縛いましめていた鎖くさりが解け、魔ま法ほうの束縛も消しよう滅めつした。

「イツツ……手加減なしで思いっ切り殴ったな……後で覚えてろ……」

　苦痛に顔を歪めたラキスの独り言は、呟きと呼ぶには少々声が大きすぎたようだ。身に覚えのある衛兵達が事態の変化を察して青ざめる中、ラキスは難なん儀ぎしながら立ち上がり、小さく呪じゆ文もんを唱えて、手の平に薄うすいピンク色の球体を出現させる。ルーファスとの戦いの最中にラキスが密ひそかに録音し続けていたもので、これを用意するためにハーツに協力してもらい、リスクを承しよう知ちでわざと敵てきの高司教と一対一で対たい峙じする状況を仕立て上げたのだ。

　ラキスは呪文を調節して、あの時のセリフだけを言霊から普ふ通つうの言葉として聞けるように再生する。

　あの時ルーファスは、エーデルハントという絶対的力を手にし、慢まん心しんしていたのだろう……ラキスの推すい測そくを簡かん単たんに認めたばかりか、予想以上に秘密を暴ばく露ろしてくれた。おかげで絶体絶命のピンチに陥おちいりもしたが、結果的には怪け我がの功名となった。

　やがてラキスの手の平の光球が小さくなって消え、再び静せい寂じやくが訪れた。

　再生は一回きり、もう二度と再生されることはない。だが、その一回で充じゆう分ぶんなのだ。この場に、聞かせるべき人が全員揃そろっているのだから……。

「陛へい下か。内ない務む省しようは信しん頼らいできる者の手により、既すでに三神聖教の不穏な動きを察知しております。勅ちよく命めいあらば直ちに……」

　ハロルド・ブレッセンが静かに告げる。

「外務省は既に、諸しよ外国に対する通知を送る準じゆん備びを終えております」

　ゲイリー・カーターが頭を下げる。

「三神聖教の叛意は明めい確かく。全すべては、陛下の御み心こころのままに……」

　アルバート・ゲイツが御心を尋たずねる。

　それらの言葉に、オーウェル二世は静かに頷うなずいた。

「……ラキス・フレーバーよ、大たい儀ぎであった。朕はそちの功こう績せきを認めよう。皆みなに申し伝える。この件けんに関し、ラキス・フレーバーとその仲間に対する如い何かなる処しよ罰ばつも朕は認めぬ。逆ぎやく賊ぞくは三神聖教。邪教と化した奴等に法の裁さばきを与あたえよ。これは、勅ちよく命めいである！」

『御ぎよ意い！』

　踵きびすを返し奥おくへ戻もどって行く皇帝陛下に頭を下げ、一同が即そく座ざに行動を開始する。その中の情報局局長アルバート・ゲイツを、ラキスは慌あわてて呼よび止めた。

「待って！　メルフィは……あの子はまだ無事なの？」

　その問いに足を止めたゲイツはラキスに振り向かず、しばし沈ちん黙もくする。

「……事の顚てん末まつを見み届とどけるまで待って欲ほしい……そう、多くの者が庇かばったのでな」

「……良かった……」

　安あん堵どの息を吐つくラキスにゲイツは振り向き、

「ラキス・フレーバー。貴き様さまには言いたい事が山ほど有るが……今は、感かん謝しやする」

　一瞬だけ笑みを浮かべ、ゲイツは踵を返して立ち去って行った。

　その後ろ姿を見送るラキスを、五大老の中で唯ゆい一いつこの場に残ったゼラーエフ師が睨にらむ。

「……この馬ば鹿か者もの……この証拠を、何な故ぜ儂わしの元に持ってこぬ……儂が何故情報を流したと思っておるのじゃ……」

　震ふるえる声で呟つぶやいたゼラーエフ師の言葉に、ラキスが笑みを浮かべて答える。

「手て柄がらを独ひとり占じめするためでしょう？」

　一瞬絶ぜつ句くするゼラーエフ師に、ラキスは一転して恭うやうやしく頭を下げる。

「師よ、あたしは師の言葉に従したがい、自分の未来を自分の手で切り開きました……あたしを捨すてゴマにし、利用しようとした勢せい力りよくからです。それも全すべて、師のお言葉があったればこそ、伏ふして御礼を申し上げます」

　恭うやうやしい明らかな嫌いやみの言葉に、ゼラーエフ師の喉のどから声にならない呻うめきが漏もれる。

「調子に乗らぬ事じゃ！」

　忌いま々いましげに吐はき捨すて踵を返して立ち去って行くゼラーエフ師の後ろ姿すがたを、ラキスは小さく舌したを出して見送った。

　そんなラキスを見て、マクドール師が優やさしげな笑みを浮かべる。

「見事ですラキス。これで貴女の正式な『師』昇しよう格かくは決定ですね」

「……まさか」

　面食らうラキスに優しく微笑ほほえみ、

「今回の貴女の功績は認めない訳にはいきません。それに師は有能な者を好みます……口では色々と言いますけどね。しかしラキス、これだけは覚えておきなさい。今回の事で、貴女は宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん内ないに多くの敵を作りました。……もっとも、外に多くの仲間を得たようですけどね」

　そう言うと、今にもスキップを始めそうな軽い足取りで立ち去って行った。

（……マクドール師……まさかゼラーエフ師を嫌きらっているんじゃ……）

　内心のその考えを、ラキスは頭を振ふって振り払う。宮廷魔術師団内での自分の立場も不ふ可か解かいな権けん力りよく闘とう争そうも、今のラキスにとってはどうでも良いことだった。

（……別に不満はないんだけど……こんなに上う手まくいくなんて……）

　ラキスにとって、皇こう帝てい陛下への直じか談だん判ぱんは賭かけだった。それが無む謀ぼうであることは百も承しよう知ちしていたが、誰だれを信用して良いか判らない状況では他に手しゆ段だんが思い付かなかったのだ。

　しかしそれは本来、勝ち目のない賭だった。事実、ラキスも途と中ちゆうまでは絶望的な気持ちになっていたのだが……。

（こんな所に都合良く皇帝陛下が来るなんて……それに内務省と外務省、既に準備を終えているって言ってたし……あれだけ私情を挟まないって言ってた情報局のゲイツ局長がメルフィの処分を保ほ留りゆうしてたってのも……メルフィが無事なのは間違いないみたいだったけど……）

　何だか釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱かかえて考え込むラキスに、不意に声がかけられる。

「ラキスちゃんも無茶するね～。たった一人で真正面から乗り込んで、陛下に直談判しようとするなんてさ」

　全員が去り、もう誰も広間には残っていないと思っていただけに、ラキスは驚おどろいて振り向いた。

「マイルズ……何でこんな所にいるの？　ただの雇やとわれ冒ぼう険けん者しやのくせに」

　少し責せめるような口調のラキスに、壁かべにもたれかかっているマイルズが苦く笑しようする。

「ラキスちゃんを迎むかえに来たのさ。それにしても、さすがに焦あせったね～。てっきりグレン君が、もう少しましな計画を立ててくれると思ってたんだけどさ。ま、何にせよ間に合って良かったね～」

（あっ……）

　瞬時にして、釈然としないラキスの疑ぎ問もんが氷ひよう解かいした。

「……一体どうやったの？　ただの雇われ冒険者のくせに……」

「それは秘ひ密みつさ」

　マイルズの答えにラキスは微笑み、涙なみだを隠かくすために少し俯うつむく。

「……マイルズ……本当はあたし、マイルズのこと少し恨うらんでた……一番苦しい時にいなくなったって……あんな状じよう況きようじゃ仕方がないことだって自分に言い聞かせてたけど、やっぱり心のどこかで裏うら切ぎられたって思ってた……ごめんなさい……」

「敵てきを欺あざむくために欺いたんだから、気にしなくていいさ。それよりも、その髪かみはどうしたのかな？」

「ちょっと色々あってね。大だい丈じよう夫ぶ。多分そのうち元に戻ると思うから」

　瞳に涙を浮かべ、赤く変色した髪を手ですくいながら微笑むと、ラキスはようやく安あん堵どしたように大きく息を吐き、そのまま力尽きたように崩くずれ落ちる。

「おっと」

　マイルズがラキスが大理石に激げき突とつする前に駆け寄って抱きかかえた。

「……ごめん。あたし、もう限げん界かい。もうあたしに出来ることは何もないし、ずっと走り続けてさすがに疲つかれたから、ちょっと休むね……」

　そう言うと、ラキスはマイルズの腕の中で小さく微笑み、静かに目を閉とじた。

　ルーファスとの激げき戦せんの後、不ふ眠みん不休でハーツとグレンの看かん病びようをして、そのまま帝都に乗り込んで手て荒あらに扱あつかわれ……不安と緊きん張ちようの連続だったため身も心もボロボロだったが、最後まで自分の足で歩き続けてゴールまで辿たどり着けた達成感と、自分にとって掛かけ替がえのないものになった信しん頼らいできる仲間の腕うでの中に包まれて、ラキスは安心して深い眠りの中に落ちていった……。
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　季節は変わり、帝都は様々な変化を迎えた。

　三神聖教は帝都を追放され、その勢力を著いちじるしく後こう退たいさせた。浮遊岩墜つい落らくによる被ひ害がいを受けた諸しよ外がい国こくでも同様の処しよ置ちがとられ、かつての栄光は見る影かげもない。それほど甚じん大だいなる被害を各地にもたらしたのだった。

　被害を受けた町も着実に再さい建けんされている。人間はしぶとい。多くの悲しみを乗り越こえ、明日に向かって一歩を踏ふみ出していた。

　帝てい都とより五日ほど離はなれた森に突とつ如じよ出現した巨きよ大だいなクレーターは、しかしその原げん因いんが不明とされたまま、新たなる生命が宿りつつある。やがてその地も森に飲み込まれ、人々の記き憶おくから忘わすれ去られて、記録にのみ名な残ごりを残すことになるだろう。

　そしてラキス・フレーバーは、再ふたたび旅の空の下に立っていた。

「ラキスさん、元気ないです～。大だい丈じよう夫ぶです。きっと今度も上う手まくいきます」

　無む邪じや気きに微笑ほほえむメルフィに、ラキスは乾かわいた笑みを返す。

「そうね、そうだと良いね。……ハハハ……」

　そして、ガクッと項うな垂だれる。

「暗いね～。まだ昼間だというのに、ここだけ夜が来たみたいだね～」

「ま、気持ちは解わからんでもないがな」

「でも、人間諦あきらめが肝かん心じんですよ？」

　そう口々に言うマイルズ、ハーツ、グレンの三人に、ラキスが険けん悪あくな視線を向ける。

「うるさい！　大体何でこうなるのよ！　正式に『師』への昇しよう格かくが決まって、これからだったのよあたしの青春は！　それが何でこうなるのよ！　あたしの青春を返せ！」

「そんな事言われてもね～」

「運命だ。そうとしか言えんな」

「そうですよ。いい加か減げん諦めて下さいよ」

「うるさい！　あたしは運命なんて言葉、大ッ嫌きらいなの！」

　怒ど鳴なり散らすラキスに、三人は顔を見合わせてため息を吐ついた。

　事の起こりは一週間前である。様々なゴタゴタに一応の決着が付き、正式な『師』への昇格を目前に控ひかえていたある日、ラキス達五人は、突とつ然ぜん皇こう帝てい陛へい下かより呼よび出しをくらった。

　いくら『師』に昇格するとは言っても一官かん僚りようを陛下が呼び出すなど異い例れいのことである。訳わけも解らないままあたふたと宮きゆう廷ていに行ったラキスは、皇帝陛下その人と直じかに顔を合わせカチコチに緊張する。

　そんなラキスに、オーウェル二世は屈くつ託たくない笑みを向けてこう言った。

「朕ちんはまだ龍りゆうを食してはおらぬ。故ゆえにそちに訊たずねる。朕はいつ知ち恵え有る龍を食せる？」

　その言葉に、ラキスの頭は一瞬真っ白になった。

「え……でも、神剣は（あたしが）消しよう滅めつ（させた）しちゃったし、だから、もう料理は出来ないんじゃ……？」

「うむ。そこでそちには、神剣の代用品を探さがしてもらわなければならなくなったわけだ。無論、他の物から探してもらっても、朕は一向に構かまわぬぞ」

　思わず沈ちん黙もくするラキスの頭が高速で回転し、音を立てて壊こわれた。

「こ……この馬鹿帝！　散々他人に迷めい惑わくをかけて、まだ懲こりんのか！　もう止めろって！」

　皇帝陛下を罵ば倒とうするラキスに、オーウェル二世は苦笑を浮かべる。

「いや、さすがに朕も懲りた。故に今後は、もっと穏おん便びんに事を運んでもらいたい」

「そんな事を言ってんじゃない！」

「あ、ちなみにこれは勅ちよく命めいだから」

　砕くだけた口調で言ったオーウェル二世のその時の笑顔を、ラキスは忘れられない。あれは、新しい玩具おもちやを見付けた子どもの笑みだ。

　思わず皇帝陛下を蹴けり飛ばそうとしたラキスを、さすがにハーツ達が必死で止め、抵てい抗こうするラキスを無理矢理引きずり、取る物も取り敢あえず帝都を出発し、今に至いたる。

「何で止めたのよ！　あんな馬鹿帝、蹴り飛ばしてやれば良かったのに！」

「馬鹿言うな！　そんな事をされた日には、俺おれ達たち全員絞こう首しゆ刑けいだ！」

「嫌いやだ～。せめて一太刀～」

　ダダをこねるラキスに、グレンとマイルズがため息を吐く。

「気持ちはわかるけどね～」

「でも、やっぱり諦めが肝心ですよ」

　結局、あれだけの騒そう動どうを起こして振ふり出しに戻ってしまったのだ、ラキスでなくとも癇かん癪しやくを起こしたくなるだろう。しかし、如何いかんせん勅命は絶ぜつ対たいである。仕方がない。
















　しかし仕方がないで納なつ得とくできるラキスではなかった。おかげで『師』への昇格がまた延えん期きされてしまったのだ。この怒りを、どこにぶつけたらいいのだろうか。

「白い雲なんて、大ッ嫌いだ～！」

　やり場のない怒りを、取り敢えず空に浮かぶ雲にぶつけるラキス。

　彼女の苦く難なんは、まだまだ続くようである。











Ｅ・Ｎ・Ｄ









　あとがき







　二〇〇二年、八月某日。

　とある本屋にて『第十四回　ファンタジア長編小説大賞』の中間発表を目にし、にやけ面づらを堪こらえきれずに小さなガッツポーズをして、近くにいた女性の店員さんに怪け訝げんな目で見られ、雑誌を手にそそくさとレジに急ぐ変な男が一人。

　そう、男の作品が最終選考に残っているのだ。

　幾いく多たの挫ざ折せつを繰り返し、栄えい光こうの頂いただきにあと一歩の所まで登のぼり詰つめたその男は、ついにここまで……と感かん無む量りようになりながら、最終選考を前にこう思った。

「ここまで来たら、もう大賞を受賞するしかない！」




　どうも、初めまして。変な男こと、桑田淳ひろしです。（笑）

　誤解されるとまずいので、先に断っておきますが、本作『すべては勅命のままに』は、大賞受賞作ではありません。たぶん、本書の近くに本物が置かれているはずです。

　類るい似じ品ひんにご注意ください。（笑）




　それはさておき。

　本作は、大賞を狙ねらった作品でした。

　それだけの可能性を秘めた素そ材ざいであったと思うのです。

　問題は、私の料理の仕方です。気合いを入れすぎて規定枚数を大幅に超えてしまい、それに合わせるために物語の骨まで削けずったことが、応募時の不安でした。




　中間発表を見てからの数日間、期待と不安の絶妙なる連係攻撃の前にロープ際まで追いつめられた私は、『落選したときのことを考えない』というポジティブシンキングを鎧として心にまとうことで、その窮きゆう地ちを辛くも脱したのです。

　現げん実じつ逃とう避ひをしたとも言えます。

　ともかく、そうすることで私は、何とか心の平穏を取り戻したのです。




　ところが、その行為には思わぬ落とし穴がありました。

　もしかしたら永遠に掛かかってこないかも知れない電話を待ち続けた苦く難なんの日々は、私の心の鎧を『落選を考えない』から『大賞だって貰もらえるかも知れない』へと進化させ、更に『むしろ大賞しかない！』から『大賞以外は落選と同じだ！』へと、制せい御ぎよを失い、化け物のように成長していったのです。

　いや、偉大なるポジティブシンキングの前では、その様な変へん遷せんは、むしろ当然の帰結だったのかも知れません。（違うだろ）




　そして運命の電話は、それから数日後に掛かってきたのです。

「応募された『すべては勅ちよく命めいのままに』が佳作を受賞しました。おめでとうございます」

「ありがとうございます（ガックリ）」

　おそらく喜びの反応を期待されていたのでしょう。のちの担当編集者様の、その時の戸と惑まどったような声がとても印象的でした。（笑）




　その一か月後、ついに担当編集者様とお会いすることになりました。

　そして突きつけられた作品の問題点や疑問点に、私は思わず頭を抱えてしまいました。

　問題点や疑問点の実に八割が、規定枚数に合わせるために削ったことから生じた問題だったからです。

　しかも、物語の背骨に当たる部分まで、きれいさっぱり抜けているし。

　……よく、佳作を頂けたものです。いや、ホント。




　というわけで、一いち念ねん発ほつ起きして書き直し、私が大賞をとれると考えた、本来の『すべては勅命のままに』を、ここにお届けします。

　担当編集者様の適てき切せつな助言のおかげで、本来の姿よりも更に洗せん練れんされておりますので、ご賞しよう味みなんかしていただけると、大変有り難いです。




　大賞だの佳作だのと前述していますが、それは冗談で、私が本当に気にしているのは、今、この本を手にしているあなたの本編を読み終えた直後の一言です。その一言こそ、本当に価値のあるものだと私は考えます。

　大賞をとれるというのは、そのままの意味ではなく、今この本を手にしているあなたに「面白い」と言ってもらえる。そう考えたという意味です。

　少し生なま意い気きかもしれませんが、私は当初からその一言を目指して、この作品を書き上げました。ですから、私にとっての『第十四回ファンタジア長編小説大賞』は、まだ終わっていないのです。あなたの一言が、その幕まく引ひきをしてくれます。

　でも、私にはその一言が聞こえませんので、お手紙なんか頂けると、大変嬉しいです。




　最後に、この機会を与えてくださった編集者の皆様と、選考委員の先生方。

　私のイメージに素す敵てきな形を与えてくださった、秕しいな帷い苓れいさん。

　いっぱい迷惑をかけている担当編集者さん。

　アイデアの基もとを一緒に考えてくれ、多くのアドバイスをしてくれた、友人のＳ君。

　押せば倒れるような状態の私を、暖かく支えてくれた全ての方々。

　そして、今、この本を手にしてくれているあなたに。

　ありがとうございました。





二〇〇二年十二月　　桑田淳　









　解　説







『満まん月げつ』と『三み日か月づき』、貴方はどっちが好きですか？

　私は『三日月』の方が好きですね。

　もちろん『満月』もいいです。十五夜に団だん子ご、素す敵てきです。けんちん汁、大好きです。でも、どちらかといわれれば『三日月』。

　だって、『満月』の様に完かん璧ぺきなものが美しいのって当たり前じゃないですか。

　──不ふ完かん全ぜんなのに美しい。

　──未完成なのに素晴らしい。

　そういうものが、本当に凄すごい物ものなんじゃないかと。『三日月』のようなものこそが、次の時代を創って行くんじゃないかと。そう思うわけです。

　特に新人のデビュー作の場合には──。




　本作品は第十四回ファンタジア長編小説大賞で佳か作さくを受賞した作品です。

　編集部での評価はかなり早い段階で一いつ致ちしておりました。「めちゃくちゃ面白い。でも未完成」これです。

　ただ、この未完成の意味がちょっと〝ほかの〟未完成作品とは違っていました。

　通常、応募作に未完成という場合は、完結していない作品の事を指します。ですがこの話は、一応決着が付いています。

　ようするに「このネタだったら、もっと面白く出来るはずだよね。もったいない」という意味での未完成。そしてそれが編集部全員の感想だったわけです。

　前半の圧倒的な面おも白しろさに反はんして、後半がバタバタと話を進めるためだけの構こう成せいになってしまっているのが大きなマイナスポイントでした。ちなみに最終選考で、選考委員の先生方の評ひよう価かも同様でした。

　ただ、それでもなおこの作品の面白さを無視することは出来ず、佳作を授賞することになったのです。ようするに前半部だけで賞を取ってしまったわけです。

　さて、「前半絶好調、後半バタバタ」の原げん因いんは何なのでしょう。編集部では「ネタが尽きた」説と「締め切りに強引に間に合わせた」説に分かれていましたが、こればっかりは直接会って聞かないと分かりません。さっそく担当となった編集者は著者の桑くわ田た淳ひろしに会いに九州まで飛びました。

　で、分かった真実は「規定枚数内に納おさめるために、泣く泣く強引に削けずった」でした。

　元々この小説は５００枚の原稿だったそうです。それを推すい敲こうして無む駄だを省はぶいたところ４００枚に。しかし、ファンタジア長編小説大賞の応募規定は３５０枚。そこでかなり無理をして、50枚を削ったそうです。

　後半部で評価を下げたと知ったときの彼の無念そうな顔を私は一生忘れることは出来ないでしょう。でも応募規定に合わなかったら選考対象外でしたから、まあ、それは仕し方かたありません。

　ということで相談の結果、この本は一番完成度の高い４００枚バージョンでお届けすることになりました。また、応募してから思いついたものや、打ち合わせの時に出てきたアイディアを盛り込み、より面白い作品に仕上がっています。

　確かにこの作品だったら著者があとがきで言っているように「大賞」も夢ではなかったかも……。いや、その判断は読者のみなさんにお任まかせすることにいたしましょう。

　ただ、改めてこの作品を読んで、私が思っていることが一つあります。

「やっぱりこの作品は未完成だな……」と。

　だって、主人公であるラキス・フレーバーの冒険がこれで終りだなんでもったいないじゃないですか。ラキスだけじゃなく他にもまだまだ活躍を見たいキャラクターが目め白じろ押おしだし！　世界には謎が満ちていそうだし!!

　これで、完成・完結だなんて信じられないし、許せません。

　さあ、私と同じ気持ちになった貴方あなた！　桑田淳に何とか続きを書かせようじゃありませんか。そのためには、ぜひ感想文を書いて出しましょう！

　ただ待っているだけではいけません。貴方の手紙で作家の気持ちを動かすのです。










ラキスにおまかせ




すべては勅ちよく命めいのままに







桑くわ田た　淳ひろし
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